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例　　言

１．本書は姫路市市之郷に所在する市之郷遺跡の発掘調査報告書である。市之郷遺跡では多くの調査を

行っており、今後とも同名の報告書が予定されていることから、書名を市之郷遺跡Ⅱとした。

２．調査は、兵庫県中播磨県民局県土整備部姫路土木事務所が計画施工する都市計画街路事業大日線に

伴うものである。姫路市教育委員会では仮称姫路駅周辺遺跡№３地点として扱っているが、周知の

遺跡であり地名でもある市之郷遺跡として報告する。

３．分布調査は平成５年度に、確認調査は平成１７年度に、本発掘調査は平成１８年度に行った。すべて兵

庫県教育委員会が調査主体となり、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が調査担当した。

４．本発掘調査は、平成１８年度に渡辺　昇・長濱誠司・柏原正民が担当した。

５．調査で使用した方位は国土座標第Ⅴ系を使用し、水準は兵庫県姫路土木事務所および姫路市建設課

設定の２級基準点を使用した。

６．基準点の測量ならびに平面図の図化は㈱サンコムに委託して実施した。遺物出土状態や土層断面図

は調査員・調査補助員が実測した。

７．遺構写真は調査担当者が撮影した。空中写真は、㈱サンコムに委託して撮影したものである。

８．整理作業は、平成２０・２１年度の２ヵ年に渡って、兵庫県立考古博物館で行った。遺物写真は株式会

社タニグチフォトに委託して撮影した。

９．執筆は本文目次の通りで、編集は増田麻子の協力を得て渡辺が行った。　　　

１０．本書にかかる遺物や図面・写真などの資料は、兵庫県立考古博物館（加古郡播磨町大中１－１－

１）ならびに兵庫県立考古博物館魚住分館（明石市魚住町清水立合池の下６３０－１）に保管してい

る。ご活用ください。

１１．発掘調査・整理調査にあたって、地元関係者をはじめ多くの方々・機関のご協力・ご指導を得まし

た。感謝致します。

　　　姫路市教育委員会・大谷輝彦・小柴治子・青木哲哉

図１　市之郷遺跡の位置
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Ⅰ　はじめに

１．調査に至る経緯

　姫路市内の渋滞緩和とスムーズな通行を図るため市内外環状線の機能を持った街路大日線が兵庫県姫

路土木事務所によって計画されていた。国道３１２号の大日交差点から市之郷に向かうものである。

　その間は市街地となっており、買収部分から順次確認調査が実施されていた。今回対象となった部分

については、周辺の開発や既調査結果から遺跡の存在する可能性は非常に高いものと思われていた。Ⅰ

区東側には市之郷廃寺の礎石が置かれている薬師堂が存在し、市之郷廃寺の寺域北限もしくは隣接地で

あろうと想定されていた。南側の姫路市立すこやかセンター建設に先立つ発掘調査でも関連遺構が検出

されている。

　確認調査は平成１７年度に実施された。２回に分けて実施し、５月３０日と６月１６日の２日間行った。調

査は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所調査第２班吉識雅仁が担当した。その結果、弥生時代の竪

穴住居跡と思われる遺構が検出され、１地区を除いて本発掘調査が必要とされた。それによって、今回

本発掘調査を行った部分についても市之郷遺跡が広がっていることが考えられた。

　

２．本発掘調査の経過

　本発掘調査は平成１７年度に実施した。調査計画が詰まっていたこともあってスムーズに着手すること

はできなかったので、変則的な調査となった。調査を担当する予定のチームが朝来市の調査に入ってい

た段階で入札を行わざるを得なかったので、県道西側のⅢ区についてはデスク担当の企画調整班柏原が

先行して１２月中旬から調査に入り、１月上旬から長濱が合流する形となった。その後、北近畿豊岡自動

車道の上エ山古墳群の調査を終えて、１月中旬から渡辺が参加した。県道西側のⅢ区からⅡ区、そして

県道東側のⅠ区の順で調査を行った。車両や歩行者が多いこともあって、調査区はフェンスで囲い事故

防止に努め安全に留意した。上層のアスファルト・コンクリートは場外処分地に搬出し、人力掘削の土

は調査区内に仮置きし、各々埋め戻しを行った。各調査区とも遺構面の調査を行い、個別写真・実測な

どの作業を行い、足場による全景写真とヘリコプターによる空中写真撮影を行い図化作業も行った。３

月１８日に遺物・写真類や器材を搬出して、市之郷遺跡の調査を終了する。

調査の組織

《調査主体》　兵庫県教育委員会

《調査事務》　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　　　　　　　所長：平岡憲昭

　　　　　　　　　　　　主幹：輔老拓治

　　　　　　　　総務課　課長：織田正博

　　　　　　企画調整班　主査：柏原正民

　　　　　　　　　　　　課付：稲田　毅

　　　　　　　　　調査専門員：吉田　昇

《調査担当》　調査第１班　主査：渡辺　昇・長濱誠司

　　　　　　企画調整班　主査：柏原正民

― ―１

図２　調査風景
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《調査参加者》　森本文子・赤壁千恵子・高田祐一

　　　　　　　覚野郁子・菊島昌子・藤田　泉

　　　　　　　佐藤朋子・清水洋子

― ―２

図３　調査風景

図４　市之郷遺跡の範囲と調査地点

＝兵庫県教委調査

＝姫路市教委調査

４００m０

市之郷廃寺
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３．整理作業の経過

　整理作業は現地調査事務所で発掘調査の進捗に応じて一部土器洗浄などを実施していった。

　本格的に作業に入ったのは、整理作業契約を交わした平成１９年度からで、３カ年に渡って作業を行っ

た。平成１９年度は主に魚住分館で遺物の洗浄作業・注記作業を実施した。平成２０年度に組織は兵庫県立

考古博物館に変わり播磨町に引越しを行い作業を行った。接合復原作業から実測作業を行った。Ⅱ区か

らはじめⅢ区・Ⅰ区へと作業を行った。平成２１年度は継続して実測作業とトレース・レイアウト作業を

行い、報告書刊行までを実施した。

調査の組織

《調査主体》　兵庫県教育委員会

（平成１９年度）

《調査事務》　兵庫県立考古博物館

《事務担当》　埋蔵文化財調査部長：若生晃彦

　　　　　　　　　　　　　主幹：岡崎正雄

　　　　　　　総務部　総務課長：若狭健利

　　　　　　　　　　　　　主査：橋本弘昭

　　　　整理保存班　調査専門員：西口和彦

　　　　　　　　　　　　　主査：菱田淳子

― ―３

図５　調査地点位置図

５０m０

Ⅱ区

Ⅲ区 Ⅰ区

図６　整理作業風景
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《調査管理》　担当課長補佐：森内修造

《調査担当》　調査第２班：渡辺　昇・長濱誠司

　　　　　　　　嘱託員：島村順子・蔵　幾子・奥野政子・荒木由美子・藤池かづさ・吉村あけみ

（平成２０年度）

《調査事務》　兵庫県立考古博物館

《事務担当》　埋蔵文化財調査部長：若生晃彦

　　　　　　　　　　　　　主幹：岡崎正雄

　　　　　　　総務部　総務課長：若狭健利

　　　　　　　　　　　課長補佐：山下裕恵

　　　　整理保存班　調査専門員：森内修造

　　　　　　　　　　　　　主査：菱田淳子

《調査管理》　　　　　　　　主査：篠宮　正　　　　　　　

《調査担当》　　　　　調査第２班：渡辺　昇・長濱誠司　　　　

　　　　　　　　　　　　嘱託員：古谷章子・増田麻子・栗山美奈・加藤裕美・佐々木誓子・大西美緒

　　　　　　　　　　　　　　　　西口由紀・島村順子・蔵　幾子・藤池かづさ・吉村あけみ

（平成２１年度）

《調査事務》　兵庫県立考古博物館

《事務担当》　埋蔵文化財調査部長：若生晃彦

　　　　　　　総務部　総務課長：前川浩子

　　　　　　　　　　　　　主査：大西晃彦

　　　　整理保存班　調査専門員：森内修造

　　　　　　　　　　　　　主査：篠宮　正

《調査管理》　　　　　　　　主査：菱田淳子　　　　　　　

《調査担当》　　　　　調査第１班：渡辺　昇・長濱誠司

　　　　　　　　　　　　嘱託員：古谷章子・増田麻子・栗山美奈・岡崎輝子・加藤裕美・吉田優子

　　　　　　　　　　　　　　　　島村順子・蔵　幾子・吉村あけみ

図７　整理作業風景

図８　整理作業風景
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Ⅱ　遺跡の環境

（１）地理的環境

　姫路市は兵庫県の中西部に位置する。その南側は瀬戸内海に面し沖合に家島諸島が点在する。また北

側は標高２００ｍ級の山地が東西に広がっている。近代に入り姫路県、飾磨県を経て兵庫県に編入、１８８９

（明治２２）年に市制が敷かれる。その後周辺の町村を合併して市域を拡大、さらに「平成の大合併」に

より２００６（平成１８）年に周囲の飾磨郡夢前・家島町、神崎郡香寺町、宍粟郡安富町と合併し面積５３４．２７

�の現在の市域が形成される。また１９９６（平成８）年には中核都市に移行している。市街地は市川など

の河川よって形成された県内有数の平野に位置する。１６００（慶長５）年池田輝政によって築かれた姫路

城の城下町から発達したものである。近代以降大阪鎮台営所、師団司令部と県立尋常中学校、姫路師範

学校などが設置され、播磨地域の政経中枢都市であるとともに、県庁所在地である神戸市に次ぐ兵庫県

第２の都市としても歩んでいる。

　市街地付近は古代山陽道をはじめ西日本へ至る主要街道が東西に通過し、これを基点に周辺地域へ至

る街道が放射状に延びていた。これらの街道は今日でも国道２号などの主要道路になっている。また近

代には鉄道が開通し、常に交通の要衝地でもあった。

　姫路市に深く関わりをもつ市川は、朝来市生野町を源とし神崎郡、姫路市を貫流し瀬戸内海に注ぐ、

全長約７７㎞を測る兵庫県下第２の河川である。市街地は河口から約５㎞さかのぼった西岸にある。南流

する市川は市街地の北側でそれを避けるように東側に流れを変えている。この現在の河道は姫路城築城

に際し付け替えが行われたとする説もある。

　遺跡の所在する姫路市市之郷は、姫路城城下町の南東部にあたる。かつては城下町の外縁部であり、

市之郷や阿保などの集落が点在する田園地帯であった。調査区北側、国道２号沿いにある神尾天神社付

近が小高くなる他は水田が広がり、その中に藪や墓地が島状に点在していた。繁栄する市街地に対して

さびしい場所だったと言われる。景観が一変したのは国鉄の操車場設置以降であり、水田の埋立てが進

み、線路沿いに倉庫が建ち並び、周辺の集落も市街地と一体化していった。

（２）周辺の歴史的環境

　姫路市街地は早い時期に都市化が進んでいるため遺跡の状況は明らかでなく、わずかに工事中に遺物

の出土が報告される程度であった。しかし姫路駅周辺の連続立体交差事業やそれに伴う区画整理事業な

どに関連して市街地の発掘調査が進み、播磨国の中心部の状況が明らかになりつつある。

縄文時代

　この時期の遺跡は市街地の西側に集中する。辻井遺跡（２８）は中期の屈葬された人骨、晩期の土器棺な

どが検出された著名な遺跡である。今宿丁田遺跡（２５）では後期前半の埋甕、土坑が検出されている。英

賀保駅周辺遺跡第４地点（２４）では後期の土器が出土し、付近に生活跡があるものと推定される。堂田遺

跡（２３）でも晩期の土器が出土している。

弥生時代

　弥生時代に入ると遺跡数は増大する。遺跡は長期にわたり存続し、規模の大きいものが多い。

　前期後半から始まる遺跡に千代田遺跡（１３）、八反長遺跡（２２）がある。市之郷遺跡に隣接する北条遺跡
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（１１）では前期末の旧河道、姫路駅周辺第２地点（３）や豆腐町遺跡（６）では前期の溝などが検出される。

　今宿丁田遺跡（２５）、辻井遺跡（２８）では中期の住居跡が検出される。姫路駅周辺第２地点（３）では中期

後半の土坑・住居・溝などが検出されている。船場川東区整遺跡は集落が弥生時代中期以降古墳時代ま

で存続し、多数の住居跡が検出される。この時期、注目する遺物として銅鐸鋳型の出土がある。名古山

遺跡（３０）では住居内から袈裟襷文銅鐸、今宿丁田遺跡（２５）では扁平紐式四区画袈裟襷文銅鐸の石製鋳型

が出土している。銅鐸そのものは発見されていないが現市街地の西側地域で銅鐸生産が行われていた可

能性がある。

　弥生時代後期の遺跡としては西延末遺跡（１４）、今宿丁田遺跡（２５）、今宿遺跡（２６）があり住居跡を検出

している。八反長遺跡では後期末から古墳時代初頭の方形周溝墓が検出される。

古墳時代

　市之郷遺跡の所在する市川西岸の古墳の分布状況は、市街地化や姫路城築城により不明であるが、市

川下流域の東岸では前期から後期にわたる首長墓の変遷がうかがえる。独立山塊上に所在する御旅山古

墳群内には前期の前方後円墳があるものの、この中に大型古墳はみられない。このうち３号墳（４６）から

は三角縁神獣鏡が出土している。中期に入ると全長１４５ｍの前方後円墳である壇場山古墳（４１）、続いて

全長約５０ｍの大型方墳である山之越古墳（４２）が築かれる。どちらも長持形石棺を直葬し、被葬者は播磨

国造に近い人物が想定される。宮山古墳（４３）は５世紀半ばに築造され、壇場山・山之越古墳に続く首長

墓と推定されるが、初期須恵器や金製垂飾付耳飾など朝鮮半島に由来する遺物が出土している。後期に

なると丘陵や山裾に群集墳が築造される。６世紀前半に築造された見野長塚古墳（４４）は最末期に位置づ

けられる前方後円墳であり、初期の横穴式石室を埋葬施設とする。

　長越遺跡（１９）は船場川沿いの微高地上に立地する古墳時代初頭～前期の集落であり山陰など各地から

の搬入土器が多く出土している。

古　　代

　市之郷遺跡の一帯は、この時期播磨国飾磨郡に属していた。飾磨郡は１６里からなる大郡であり、播磨

国府が所在した。本町遺跡（１２）で検出した建物群や出土瓦から播磨国庁の一部と推定されている。また

近隣の豆腐町遺跡（６）では掘立柱建物群、井戸などを検出し、出土遺物からも播磨国府、飾磨郡衙に関

連する遺跡と推定される。播磨国分寺と国分尼寺は市川左岸にある。国分寺跡（３９）は調査により築地で

囲まれた方２町の寺域が確認され、中軸線上に南門、中門、金堂、講堂が一線に並ぶことが判明した。

また国分尼寺は金堂基壇、築地などが検出された。古代寺院は市之郷廃寺（２）、辻井廃寺（２９）、見野廃

寺（４５）がある。辻井廃寺（２９）は調査により法隆寺式伽藍配置が想定される。この他に上原田（３８）、小川

（３７）、白国（３４）、平野（３５）の廃寺があるが実態は明らかでない。今宿遺跡（２６）では調査で多量の瓦が出

土し、これまで未確認だった「今宿廃寺」の存在がほぼ明らかとなった。市之郷廃寺の南側に所在する

阿保遺跡第２地点（９）では石帯、硯などの遺物が出土し、市之郷廃寺と関連する遺跡と考えられる。

　北条遺跡（１１）では土坑、井戸などを検出し、旧河道内からこの時期の土器などがまとまって出土して

いる。英賀保駅周辺遺跡第４地点（２４）では計画的な配置が想定される建物群が検出され、硯や墨書土器

などが出土している。これらは官衙関連遺跡か有力な集落であると思われる。

　古代山陽道は飾磨郡を通過していたが、市街地化が進むこともあり、復元ルートは充分に解明されて

いない。国府に隣接して草上駅が所在したとされ、山陽道と美作道の分岐点となっていた。草上駅の所

在地は明らかでないが、今宿遺跡（２６）、今宿丁田遺跡（２５）は有力な比定地である。
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図９　周辺の遺跡
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１．市之郷遺跡

　　（仮称姫路駅周辺第３地点）

２．市之郷廃寺

３．仮称姫路駅周辺第２地点

４．仮称姫路駅周辺第４地点

５．仮称姫路駅周辺第１地点

６．豆腐町遺跡

７．南畝町遺跡

８．阿保遺跡

９．阿保遺跡第２地点

１０．阿保遺跡第１地点

１１．北条遺跡

１２．本町遺跡

１３．千代田遺跡

１４．西延末遺跡

１５．手柄山北丘遺跡・群集墳

１６．手柄山南丘遺跡・群集墳

１７．三宅遺跡

１８．仮称船場川東区整遺跡第６地点

１９．長越遺跡

２０．仮称船場川東区整遺跡第２地点

２１．仮称船場川東区整遺跡第４地点

２２．八反長遺跡

２３．堂田遺跡

２４．英賀保駅周辺遺跡第４地点

２５．今宿丁田遺跡

２６．今宿遺跡

２７．山吹遺跡

２８．辻井遺跡

２９．辻井廃寺

３０．名古山遺跡

３１．山所遺跡

３２．八代山古墳群

３３．二塚古墳

３４．白国廃寺

３５．平野廃寺

３６．御輿塚古墳

３７．小川廃寺

３８．上原田廃寺

３９．播磨国分寺跡

４０．播磨国分尼寺跡

４１．壇場山古墳

４２．山之越古墳

４３．宮山古墳

４４．見野長塚古墳

４５．見野廃寺

４６．御旅山３号墳

４７．姫路城跡

４８．姫路城城下町跡
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（３）市之郷遺跡

　市之郷遺跡（仮称姫路駅周辺第３地点）は姫路駅の東部に所在する微高地上に広がり、東端は市川に

接する。その範囲は東西約１，０００ｍ、南北約３５０ｍである。遺跡は微高地の最も高位となる地点に立地し

ているが、さらに微細に見ると遺跡は複数の微高地から構成され、それぞれの微高地上に遺構が分布す

るようである。遺跡の中央付近には郡内最古の古代寺院である市之郷廃寺が所在する。

　遺跡の大半は旧国鉄の操車場であったが、その建設の際に出土した弥生土器や瓦類、現在の薬師堂境

内に所在する塔心礎が古くから知られている。これらが地元研究者により調査・報告され、播磨地域の

考古学史的にも重要な遺跡となっている。遺跡の大半は長らく鉄道用地だったため実態が不明であった

が、ＪＲ山陽本線の高架事業と鉄道施設跡地の再開発に伴い発掘調査が継続して行われ、多くの成果が

得られている。

　遺跡は弥生時代前期に始まり、前期末の墓、土坑、溝などが検出されている。また中期中葉では環濠

の可能性のある溝が検出されるものの遺構・遺物は少ない。遺構・遺物が多くなるのは弥生時代中期後

半からである。広範囲に集落が形成され竪穴住居、棟持柱を持つ大型掘立柱建物跡が検出される。その

周辺部では円形周溝墓、周囲に木棺墓などが検出され、墓域を形成している。後期～古墳時代初頭も集

落が形成され、竪穴住居、墓、掘立柱建物跡などが検出される。

　古墳時代に入っても集落が営まれるが、中期のカマドをもつ竪穴住居から韓式系土器が出土している

ほか、オンドル状遺構が附属する住居跡も検出される。これら遺構・遺物から在地人の集落とともに渡

来人の居住する集落があったことが明らかである。時代が下がるとともに韓式土器の在地化が進むが、

古墳時代後期まで集落は存続していく。後期の集落では竪穴住居跡の他に大型掘立柱建物も検出され、

ここに居住する有力者が後の市之郷廃寺の造営者となることが推定される。廃寺の西側では竪穴住居廃

絶後、飛鳥時代の寺院建立にやや先行する時期に大型掘立柱建物跡群と井戸が造られる。

　市之郷廃寺は鉄道用地内に寺域が想定され長らく幻の寺院であった。２００８年に塔心礎が所在したとい

われる土壇推定地付近の調査が行われ中心伽藍の仏堂跡基壇が検出された。付近では水煙の破片も出土

していることから塔の存在も確実視されるが、遺構の残存は良好でないため伽藍配置など解明すべき課

題は多い。寺院の周辺では寺域を区画するとみられる溝が検出されている。

　市之郷廃寺が廃絶した平安時代以降も集落が形成され、掘立柱建物跡など多くの遺構が検出されてい

る。特筆すべき遺構として中世末の梵鐘鋳造遺構がある。この地は鋳造に関する工人組織、野里鋳物師

の活動拠点になっていたと推定される。
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『ＴＵＢＯＨＯＲＩ　姫路市埋蔵文化財調査略報　平成６年度（１９９４）～１３年度（２００１）』　姫路市教育委員会　１９９９年～２００２年

『市之郷遺跡』　兵庫県文化財調査報告第２８６冊　兵庫県教育委員会　２００５年

『豆腐町遺跡Ⅰ』　兵庫県文化財調査報告第３２２冊　兵庫県教育委員会　２００７年

『北条遺跡』　兵庫県文化財調査報告第３２５冊　兵庫県教育委員会　２００８年

『今宿遺跡Ⅰ』　兵庫県文化財調査報告第３３３冊　兵庫県教育委員会　２００８年
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Ⅲ　遺　　構

（１）Ⅰ区の調査

１．概　　要

　今回の調査では唯一道路東側の調査区である。東側約５０ｍに位置する薬師堂には市之郷廃寺出土と伝

えられる塔心礎が設置されている。遺構は南半部に集中し今回の調査では最も遺構密度の高い調査区で

ある。ここでは竪穴住居を１棟検出したほか、多数の土坑を検出した。土坑の中には多量の土器を投棄

したものがある。北半部で検出した一部の土坑が中世に属する他は弥生時代の遺構のみである。

　

２．基本層序

　現地表は約６０㎝の盛土によってなされたもので、その下に造成以前の水田面が残存していた。さらに

その下層にも旧耕土層があり、その直下が遺構面となる。遺構面は、南半部は黒褐シルト質細砂層上面

であるが、中央より北半は礫層が隆起しこの部分は遺構の分布が疎らである。遺構面の標高は１１．９～

１１．８ｍを測り、北から南へゆるやかに傾斜する。

３．遺　　構

竪穴住居

ＳＨ０１（図版３　写真図版３）

　平面は不整な円形を呈し西半は調査区外へ広がる。ＳＤ０２と重複し、本遺構が切られる。規模は南北

３．２ｍ、検出面からの深さ約１０㎝ である。壁面に沿って幅１０㎝、深さ３ ㎝ の浅い周壁溝が巡る。床面で

は複数の柱穴を検出したが、検出状況から主柱穴は４本柱と推定する。柱穴の規模は径２０㎝、深さ１５～

２５㎝を測る。

　中央土坑は楕円形を呈する。６０㎝×５０㎝、深さ３０㎝を測り、断面は逆台形である。この土坑の南側に

浅いくぼみがあり、厚さ５㎝程度の炭の集積が認められた。くぼみの規模は９０㎝×２０㎝を測る。炭の一

部は中央土坑に流れ込むような状況で堆積していた。所謂「Ⅰ○土坑」に類する構造であろう。

土　　坑

ＳＫ０１（図版３　写真図版３・４）

　他の遺構との重複はない。平面は東西に主軸をもつ楕円形を呈する。長径１ｍ、短径０．７５ｍ、深さ１５

㎝を測る。埋土上層に土器・石器片を包含する。

ＳＫ０２（図版３　写真図版４）

　東壁際で検出した。東側調査区外へ続き全容は不明である。平面は楕円形を呈し、短径５０㎝を測る。

深さは２５㎝で断面形は逆台形である。

ＳＫ０３（図版３　写真図版４）

　西壁際で検出した。現況では半円を呈するが、西半は調査区外へ続く。本来は南北に主軸をもつ楕円

形となるのであろう。検出面からの深さは４０㎝を測る。埋土中・下層に土器片を包含する。

ＳＫ０４（図版４）

　調査区南半で検出した。柱穴と重複関係にあり本遺構が切られている。平面は長楕円形を呈し、西端
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付近は消滅している。長さ２．３５ｍ、幅１ｍを測る。断面形は皿状で深さは５㎝程度と浅い。

ＳＫ０５（図版４　写真図版４・５）

　調査区南半で検出した。平面は南北に主軸をもち楕円形を呈する。長径０．９ｍ、短径０．５ｍ、深さ１５㎝

を測る。断面形はＵ字状を呈する。南半部から土器・石器片が集中して出土した。

ＳＫ０６（図版４　写真図版６）

　調査区北半で検出した。平面は長方形を呈し西側は調査区外へ続く。検出長２．３ｍ、幅１ｍ、深さ２０

㎝を測る。埋土が他の土坑のものと異なることから、中世以降の水田に伴うものの可能性がある。

ＳＫ０７（図版４　写真図版５）

　調査区南半部で検出した。柱穴と重複し、本遺構が切られている。平面は東西に主軸をもつ不整な隅

丸方形を呈する。長さ１．１ｍ、幅０．９５ｍを測る。断面は逆台形を呈し、深さは５０㎝ である。埋土の上・

中層に２０㎝以下の礫とともに土器片を包含する。

ＳＫ０９（図版５）

　調査区中央付近で検出した。柱穴と重複し本遺構が切られている。平面形は東西に主軸をもつ楕円形

であり、長径１．１ｍ、短径０．８５ｍを測る。断面は皿状を呈し底は平坦である。深さは１０㎝と浅い。

ＳＫ１０（図版５　写真図版６）

　調査区南半で検出した。ＳＤ０１と重複し本遺構が切られている。本来の平面は円形を呈したのであろ

う。径０．９５ｍ、深さ２０㎝を測る。底は平坦である。下層に土器を包含している。

ＳＫ１２（図版６）

　調査区中央付近の西壁際で検出した。遺構の大半は調査区外へ広がるため全容は不明である。ＳＤ０２

と重複し、本遺構が切られている。深さは１５～２０㎝で底部は凹凸がある。

ＳＫ１３（図版５）

　調査区中央付近で検出した。他の遺構との重複は認められない。平面は東西に主軸をもつ楕円形を呈

する。長径１．１５ｍ、短径０．５ｍを測る。深さは３０㎝ で断面は箱掘り状である。埋土下層には炭を含み、

底の東端付近に１５㎝以下の礫が４点集積している。

ＳＫ１４（図版６）

　調査区中央付近、東壁際で検出した。柱穴と重複し、本遺構が切られている。平面は東西に主軸をも

つ楕円形になると思われる。径８０㎝、深さ３５㎝を測る。断面は逆台形を呈する。

ＳＫ１６（図版５　写真図版７）

　調査区中央付近で検出した。溝・柱穴と重複し本遺構が切っている。平面は南北に主軸をもつ隅丸長

方形を呈する。長さ１．６５ｍ、幅１．３５ｍを測る。深さは５０㎝であるが、北半は深さ１５㎝ほどのテラス状を

呈し、この付近を中心に土器片が多量に出土した。

ＳＫ１７

　調査区北半で検出した。他の遺構との重複はみられない。平面は東西に主軸をもつ楕円形である。長

径０．９ｍ、短径０．６ｍを測る。深さは１５㎝ で断面形はＵ字状を呈する。埋土の上層には炭・焼土が少量混

じり、下層には土器片をわずかに包含している。

ＳＸ０３（図版４）

　調査区中央付近、西壁際で検出した。西側は調査区外へ続く。平面は東西に主軸をもつ不整楕円形を

呈する。東西長１．５５ｍ、幅１．３５ｍ、深さ３０㎝を測る。
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溝

ＳＤ０１（図版６　写真図版６）

　南東－北西方向に直線的にのび、その偏りはＮ５０° －Ｗである。検出長２．５ｍ、幅４５㎝、深さ５０㎝ を測

る。南東端は調査区内で終結し北西側は調査区外へのびる。埋土は水平な堆積をみせる。埋土内より石

器片などが出土した。

ＳＤ０２（図版６）

　調査区中央付近、西壁際で検出した。大半は調査区外へ広がるためその全容は不明である。検出長

２．０ｍ、検出幅４０㎝、深さ２５㎝を測る。底はほぼ水平である。

（２）Ⅱ区の調査

１．概　　要

　調査区は市之郷遺跡の北辺付近に位置する。遺構面は攪乱の影響が大きいが、中央付近で複数の土坑

と柱穴を検出している。遺構面は１面のみであるが、重複がみられることから時期幅をもつと考える。

２．基本層序

　Ⅰ区同様約４５㎝ の盛土がなされ、その下に造成以前の水田面、さらにその下層に旧耕土層が１層あ

る。遺構面はこの直下である。調査区南半部は礫層が隆起しているが北端付近は灰黄褐シルト質極細砂

層の上面が遺構面となる。

３．遺　　構

土　　坑

ＳＫ０１（図版９　写真図版８・９）

　調査区北端で検出した。柱穴と重複し、本遺構が切られている。平面形は北西－南東方向に主軸をも

つ長楕円形を呈し、長径２．８ｍ、短径１．１ｍを測る。断面は浅い皿状を呈し、深さは８㎝である。底の中

央～南半にかけて土器片が集中している。

ＳＫ０２（図版９　写真図版９）

　調査区北端で検出した。他の遺構との重複はみられない。南半部を攪乱で損なうが、本来の平面形は

南北に主軸をもつ楕円形を呈するものと思われる。長径１．０ｍ、短径０．８ｍを測る。深さは１０㎝ で底面が

火熱による赤化が認められる。埋土内には土器片が多く混じる。

ＳＫ０３（図版８）

　調査区北端で検出した。他の遺構との重複はみられない。南半を攪乱で損なっているが、本来の平面

形は楕円形を呈するものと思われる。東西７５㎝、南北の現存長４５㎝を測る。深さは３㎝程と浅く、底は

凹凸がある。

ＳＫ０４（図版９　写真図版９）

　調査区中央付近で検出した。ＳＫ１０と重複し本遺構が切られている。平面形は不整な楕円形を呈し、

長径２．１ｍ、短径１．７ｍ、深さ３０㎝を測る。埋土内には土器片の他に２０㎝以下の礫を包含している。

ＳＫ０５（図版９　写真図版１０）

　調査区中央部の西壁際で検出した。西半は調査区外へ広がっている。柱穴と重複し、本遺構が切られ
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ている。本来の平面形は東西に主軸をもつ長方形で、現長１．８ｍ、幅１．１５ｍを測る。壁面の立ち上がり

は急で、箱掘り状を呈する。深さは３０㎝である。埋土内には炭や焼土が多く混じり、３０㎝以下の礫や土

器片を包含している。

ＳＫ０８（図版８　写真図版１１）

　調査区中央部、ＳＸ０１北端付近で検出した。平面は東西に主軸をもつ長方形を呈し、東西１．８ｍ、南北

１．３ｍを測る。深さは６５㎝ で断面は逆台形を呈する。埋土には炭・焼土が混じり、最下層には炭化材が

集積する。埋土内には石器剥片などを包含する。

ＳＫ０９（図版８）

　調査区中央部東壁際で検出した。平面は南北に主軸をもつ楕円形を呈し、長径６５㎝、短径５０㎝、深さ

２５㎝を測る。断面はＵ字状を呈し、埋土には炭粒を含む。

ＳＫ１０（図版９）

　調査区中央付近で検出した。ＳＫ０４と重複し本遺構が切っている。平面形は東西に主軸をもつ長方形

を呈し、長さ１．５ｍ、幅１．０ｍを測る。断面は浅いＵ字状を呈し深さは５ ㎝ 程度である。埋土のしまりが

弱いことから中世以降の水田に伴うものと思われる。

ＳＫ１３（図版８　写真図版１１）

　平面は長方形を呈し、ＳＸ０１と重複する。規模は長さ４．３ｍ、幅１．６ｍを測る。埋土には１０㎝ 以下の礫

を多く含む。埋土は礫を多く包含し、その状況からＳＫ１０同様後世の水田に伴うものと思われる。

ＳＸ０１（図版８　写真図版１１）

　調査区中央で検出した。ＳＫ０８、ＳＫ１３の他に柱穴などと重複し、ＳＫ０８を切り、ＳＫ１３や柱穴に切られ

ている。当初住居跡を想定したが調査により不整形の土坑状の落ち込みであることが判明した。規模は

南北４．９ｍ、東西３．４ｍ、深さ２５㎝ を測る。埋土は土壌化した上層と粗砂混じりの下層に分かれ、埋土内

には土器片の他に１５㎝以下の礫を多く包含している。

（３）Ⅲ区の調査

１．概　　要

　調査区南西部にあたりⅠ区とは道路をはさんだ西側となる。遺構は柱穴、溝が中央から南半部に集中

するが、遺構の密度はⅠ区と比較してやや疎らとなる。北半部は流路が北東－南西方向にのび、その北

側は礫層が隆起する。この部分では遺構は検出されていない。

２．基本層序

　他の調査区同様５０～６０㎝の厚さで盛土・整地がなされ、その下には造成以前の水田面、さらに旧耕土

層が１面認められる。遺構面はこの直下である。遺構面を構成するのは、南半部では褐灰シルト～シル

ト質極細砂、北半部は褐灰シルト質細砂～極細砂である。本来はこの上面が遺構面となり、断面でもそ

れを確認しているが、土壌化がすすんでいることから、遺構検出はこの土壌化層を削り込んで行ってい

る。そのため掘削中に土器がまとまって出土した地点があったが、これらは溝や土坑に伴う遺物のうち

埋土上層にあったものの可能性があり、本来所属すべき遺構が不明のためＳＸ０１～０３とした。
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３．遺　　構

土　　坑

ＳＫ０１（図版１１　写真図版１３）

　調査区中央付近で検出した。平面形は南北に主軸をもつ楕円形を呈し、長径１．６ｍ、短径１．１ｍを測る。

断面は広いＵ字状を呈し、底は平坦である。深さは１４㎝ある。埋土中には甕などの土器片を包含する。

ＳＫ０２（図版１１　写真図版１４）

　調査区中央付近の東壁際で検出した。東側は調査区外へ広がり全容は不明であるが、本来は東西に主

軸をもつ長方形を呈するものと思われる。検出長約１ｍ、幅１．１５ｍを測る。深さは２０㎝ で断面は広いＵ

字状を呈する。土坑内より土器片が多数出土した。

柱　　穴

　掘立柱建物や柵を復元するには至っていないが、分布状況から中央付近と南半部の２群として把握で

きる。流路や溝の埋没後に掘り込まれているが、遺物は埋土内から弥生土器片が出土するのみで、須恵

器などの出土が見られないことから、弥生時代に属するものと推定する。規模は径１０～３０㎝、検出面か

らの深さは１０～３５㎝である。

溝

ＳＤ０１（図版１１）

　調査区南半部で検出した。ＳＤ０２と重複し本遺構が切っている。北西－南東方向にのび、偏りはＮ

７０° －Ｗある。直線的にのび西端は調査区内で収束し、東側は調査区外へ続く。検出長３．５ｍ、幅４０㎝、

深さ５㎝を測る。

ＳＤ０２（図版１１　写真図版１５）

　調査区南端で検出した。両端ともに調査区内で収束する。Ｎ２０° －Ｅの方向をもち、北半はくの字状に

屈曲する。ＳＤ０１と重複し、本遺構が切られている。長さ４．５ｍ、幅０．５ｍ、深さ１０㎝ を測る。断面形は

浅い皿状を呈する。溝内より甕片が出土している。

ＳＤ０３（図版１１　写真図版１４・１５）

　調査区中央付近の東壁際で検出した。西端は調査区内で収束し、東側は調査区外へ続く。ＳＫ０１、ＳＤ

０４、柱穴と重複し、本遺構がＳＫ０１、ＳＤ０４を切り、柱穴に切られている。Ｎ３２° －Ｗの方向をもち、検

出長約３ｍ、幅８５㎝を測る。断面形は逆台形を呈し、中央部が窪む。深さは２０㎝である。埋土上層より

甕などの土器片が出土している。

ＳＤ０４（図版１１　写真図版１４）

　調査区中央付近で検出した。ＳＤ０５・０７、柱穴と重複し、本遺構が切られている。直線的にのびその

偏りはＮ２３° －Ｅである。両端ともに調査区内で収束している。長さ６．８ｍ、幅４２㎝ を測る。断面形は浅

い皿状を呈し、深さは６㎝である。

ＳＤ０５（図版１１　写真図版１４）

　調査区中央付近の東壁際で検出した。ＳＤ０４と重複し本遺構が切っている。西端は調査区内で収束し、

東側は調査区外へ続く。直線的にのびＮ５０° －Ｗの方向をもつ。検出長約４ｍ、幅３０㎝ を測る。断面形

は浅いＵ字状を呈し深さは８㎝である。

ＳＤ０６（図版１１）

　調査区中央付近の東壁際で検出した。柱穴と重複し本遺構が切られている。西端は調査区内で収束
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し、東側は調査区外へ続く。直線的にのびＮ５０° －Ｗの方向をもつ。検出長約２ｍ、幅３２㎝ を測る。断

面形は浅いＵ字状を呈し深さは５㎝である。

流路（図版１２　写真図版１６）

　調査区北西隅で検出した。北東から南西方向にのびる。西側の肩部は礫層が隆起している。事情によ

り調査は平面検出と断面観察にとどめ、完掘していない。なお溝状遺構ＳＤ０７は、本流路の最終埋土で

あると考えられる。埋土内から弥生時代中期以降の遺物が少量出土している。

（４）小　　結

　今回の調査区は周知の遺跡である市之郷遺跡（仮称姫路駅周辺第３地点）の北辺付近にあたる。調査

区北側については確認調査の結果、遺構が認められないか、遺構面が損なわれていることが明らかに

なっており、今回の調査が遺跡の北端の状況を示すものと思われる。市之郷遺跡はＪＲ山陽本線の高架

とそれに伴う市街地再開発により遺跡南半部にあたる鉄道用地内の発掘調査が大規模に行われてきた

が、市街地と化した遺跡北半部の情報に関しては乏しいため、調査面積こそ広くはないが、遺構の分布

状況など得られた情報は少なくないと考える。

　検出された遺構の大部分は弥生時代に属するもので、Ⅰ区北半およびⅡ区で中世以降の遺構がわずか

に検出されたのみである。なお、調査区南東部に伽藍が想定される市之郷廃寺に関連する遺構・遺物

は、今回全く検出されなかった。調査区は過去の調査成果から推定される寺域外ではあるが、遺構検出

面はⅠ～Ⅲ区ともに旧水田層直下であり、伽藍周辺施設を含めた古代・中世の遺構および遺物包含層は

一帯の水田化に際して削平され、損なわれた可能性もある。

　市之郷遺跡の開始は弥生時代前期とされ、過去の調査では前期末の墓、土坑、溝などの遺構が検出さ

れている。本調査区ではⅠ区ＳＫ１６、ＳＸ０３が前期の土器を包含した遺構であり、包含層からも少数なが

ら土器が出土している。したがって当該期の集落の西端が本調査区付近であり、集落本体はⅠ区東側に

あるものと考える。

　弥生時代中期後半は市之郷遺跡の盛期の１つであり、遺構・遺物の量が多くなる。遺跡内の広範囲に

集落が形成され竪穴住居のほかに大型掘立柱建物も検出されている。本調査区でも主体となる時期であ

り、今回検出した遺構もその集落の１つとなるのであろう。竪穴住居跡はⅠ区で１棟検出しただけだ

が、Ⅰ・Ⅲ区では柱穴がまとまって検出され、他にも復元できなかった竪穴住居あるいは掘立柱建物が

存在した可能性がある。しかし遺構の密度はⅠ区よりもⅢ区が疎らになる傾向にあり、前期と同様に遺

構の中心はⅠ区の東側に想定され、Ⅲ区検出の流路付近が集落の西限になるのではないかと考える。流

路はⅢ区の北東側へ延びていくため、Ⅰ・Ⅲ区とⅡ区は流路によって隔てられることになり、Ⅱ区付近

には別の集落が存在することになる。流路北岸に立地する集落も西に隣接する商業施設建設に伴う発掘

調査では遺構が検出されていないことから、本調査区付近が集落の西限になるものと考えられる。

　過去の調査では集落の周辺部で円形周溝墓、周囲に木棺墓などが検出され、墓域を形成している状況

がみられる地区もあった。本調査区内でも土坑や溝から比較的多くの土器の出土をみた。しかし溝は東

西方向に延びるものが多く方形周溝墓を想定しがたい。また土坑も完形に復元できる土器が出土する状

況がみられないため、廃棄土坑と考えられ、土器棺墓は想定しがたい。

　後期以降は、遺構・遺物ともには認められず、この時期に調査区周辺に集落が営まれた可能性は低

く、生活域が他へ移動したものと考える。
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Ⅳ　出土遺物
　

（１）土　　器

１．Ⅰ区遺構出土遺物

ＳＫ０１出土遺物（１～７）

　１は口径１１．０㎝の小形の壺口縁部である。外傾し折り曲げて口縁部を形成している。やや下がったと

ころで端面になっており、斜格子文の上に小さな円形浮文を添付している。内面は灰黄褐、外面はにぶ

い橙～黄灰を呈しており、石英・長石・チャートの砂粒を含んでいる。ヨコナデで仕上げる。

　２は外傾し緩やかに内湾し端部丸い。最大径のところに径４㎜前後の小孔を穿っている。２個残存し

ている。内湾する部分はユビ成形で圧痕が多く残っている。内面はハケ整形ののちナデ仕上げ。外面は

ナデである。端部外側に２条の凹線が認められる。下半は残っていないが台が付くものと思われる。内

面はにぶい橙、外面はにぶい黄橙である。クサリ礫を含む。

　３の体部は内湾し端部は水平に肥厚する。ナデ仕上げで端部周辺のみヨコナデを施す。外面には黒斑

が見られ、灰黄橙～にぶい黄橙をしている。砂粒含む。

　４は把手部である。手捏ねで断面形は不定形である。にぶい橙で砂粒含む。

　５は直立に近く内湾する体部からくの字に外傾し端部内外に肥厚している。端部中央に浅い凹線があ

り、端部近くは上部に僅かに反っている。体部内外面ともにハケ整形からナデ調整で、口縁部はヨコナ

デである。内面は橙、外面はにぶい黄橙で、器肉は黒褐のサンドイッチ状になっている。石英・チャー

トなどのクサリ礫多く含んでいる。

　６は平底で外傾する体部に続く。底径７．１㎝ とやや大きい。強く被熱している。内面は浅黄橙、外面

は赤橙～灰黄褐である。外面はヘラで粗く調整しており、内面と底面はナデである。石英・チャートの

砂粒含んでいる。

　７も底部で突出平底から外傾している。底は平たいが、僅かに上がっている。外面はヘラミガキであ

るが、細かいものではない。内面は黄灰、外面はにぶい黄橙で器肉は黒褐である。

ＳＫ０２出土遺物（８～１１）

　８は外側に開いて端部は湾曲して僅かに垂下させ端部は大きく肥厚している。端部は面にならず丸み

を持っている。端部には３条の凹線があり、上下に幅・長さの異なる刻み目が施されている。端部中央

には円形浮文を貼り付けている。１周せず単位があるようで、残存部では２個並んでいる。にぶい黄褐

～黒褐でヨコナデ仕上げである。

　９は前期の壺体部である。内傾し２条の沈線と貼り付け突帯を有する。ナデ調整で、内面灰褐、外面

褐灰で石英・チャートの砂粒多く含む。

　１０は直口壺口縁部で端面に１条の凹線がある。外面にも５条の凹線が施されている。ナデ仕上げのの

ちヨコナデが行われている。灰黄褐～にぶい橙で砂粒含んでいる。

　１１は鉢もしくは高杯口縁部である。内湾し端部は内外に肥厚し、端面は水平で上を向く。端面には２

条の凹線があり、外面にも４条の凹線が施されている。にぶい橙で、器肉と外面の一部は黒褐である。

ヨコナデで仕上げる。

― ―１５
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ＳＫ０３出土遺物（１２～１４）

　１２は直線的に開く体部から短く屈曲する口頸部に続く。端部は丸く肥厚している。内外面ともにハケ

整形からナデ仕上げで、口縁部はヨコナデである。内面は灰褐、外面は灰黄褐で砂粒含む。外面には煤

付着している。

　１３は底形１０．５㎝と大きめの甕底部である。平底から外傾している。内面はユビ成形で黒褐。外面は灰

黄褐でヘラミガキを施す。黒斑認められ、クサリ礫含む。

　１４は外傾する壺体部である。にぶい橙～にぶい黄橙を呈し、クサリ礫多く含む。直線文と波状文が交

互に文様帯となる。

ＳＫ０５出土遺物（１５～１６）

　１５は平底から内湾する体部になる。ユビ成形ののち、内面はケズリ、外面はヘラミガキで調整する。

底面もナデである。内面は浅黄橙、外面はにぶい橙で砂粒多く含む。煤付着している。

　１６は接合部はないが、図上で復原した甕である。底部は平たく外反し倒卵形となる。器高は高くス

マートである。最大腹径は上位にある。体部上半は内傾し、くの字の頸部となる。内面の稜線はやや甘

く短く外反する。端部は丸く、口縁部はヨコナデで仕上げる。内面はヘラケズリで薄くしており、全体

的にナデ仕上げである。外面はハケ整形からナデ仕上げであるが磨滅している。にぶい黄橙～にぶい橙

で砂粒多く含む。

ＳＫ０６出土遺物（１７～２２）

　１７は外反する壺口縁部で端部は下側に肥厚している。端面には大きな刻み目が施されている。ヨコナ

デ仕上げであるが磨滅している。器表はにぶい黄橙で、器肉は黒褐で、砂粒含む。

　１８は台付鉢口縁部で内湾し端部は内外に水平に肥厚する。ヨコナデで仕上げており、外面はヨコナデ

によって幅広の凹線状になっている。クサリ礫含み、にぶい黄橙～灰白を呈する。

　１９は壺か水差しの把手である。ユビ成形で内側はケズリを施している。にぶい橙～橙である。

　２０は直線的に開く体部で内面はケズリ、外面はハケ整形かと思われる。色調は灰黄褐で磨滅著しい。

口縁部は短く外傾し端部は丸く肥厚する。端部は面となり１条の凹線があるかもしれない。

　２１はバチ形の口縁部で端部は上部につまみ出すように肥厚する。内外面ともにハケ整形でナデ調整を

加える。口縁部はヨコナデで仕上げる。にぶい黄橙～にぶい赤褐で砂粒含む。

　２２は大形の甕で内湾する体部はハケ整形である。ナデ調整を加えているようであるが、磨滅している。

口縁部は短く外傾し端部は内外に肥厚する。内側の方がより肥厚している。内面は灰白、外面は淡赤橙

で、胎土は緻密だがクサリ礫含んでいる。

ＳＫ０７出土遺物（２３～４１）

　２３は内面に突帯を有する壺口縁部で、にぶい橙をしている。外傾し突帯部から垂下し端部は内外に肥

厚する。端部は中央が窪んでおり、そこに細長い刻みを装飾する。突帯端部にも刻み目が入れられてい

る。ナデからヨコナデを行う。

　２４は内湾する体部から口縁部で端部は水平に内外に肥厚している。端面は平坦でヨコナデで仕上げ

る。外面には３条の貼り付け突帯が付加される。浅黄橙～にぶい橙でクサリ礫含む。

　２５は垂下する壺口縁部の破片である。内面に５条の波状文が施され、ヨコナデである。にぶい黄橙で

砂粒含む。

　２６は壺体部の破片である。８条１組であろう４組の直線文帯である。外面はハケ整形で内面はナデ仕

― ―１６
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上げ。灰黄褐で砂粒含む。

　２７は壺頸部である。１条の貼り付け突帯で指頭圧痕が付けられている。外面はハケ整形で、にぶい橙

を呈する。砂粒含む。

　２８は壺体部で２組の波状文が認められる。にぶい黄橙～灰白でハケ整形である。

　２９は内湾する体部から短く外反する口縁部となる甕である。端部は上方につまみ上げており丸く納め

ている。薄く仕上げているが、磨滅している。口縁部はヨコナデである。色調は灰白～にぶい黄橙で砂

粒含む。

　３０は直線的に広がる体部から外反する口縁部になる甕である。端部は上方に大きくつまみあげてい

る。内外面ともハケ整形で、口縁部はヨコナデ仕上げ。褐灰～にぶい黄橙である。

　３１は内湾する体部から短く外反する口縁部を持つ大きめの甕である。内面は斜め方向のハケ整形で、

外面は板ナデをナデで仕上げる。端部は内外に肥厚しておりヨコナデである。灰白～にぶい黄橙で砂粒

多く含む。

　３２は内湾ぎみに外傾する体部から外反する口縁部を持つ甕である。端部は内側を上方につまみ上げて

いる。内面はハケ整形でにぶい黄橙、外面はナデでにぶい橙である。口縁部はヨコナデで砂粒含む。

　３３甕底部で外面に刺突文ふうのヘラ記号がある。内面はナデで褐灰、外面はハケ整形でにぶい橙～黄

灰である。

　３４～３６も甕底部である。内面ヘラケズリで外面ミガキである。底は上げ底ぎみである。

　３７は鉢口縁部で内湾する体部から水平に開く口縁部になる。端部に刻み目を施す。内外面ともハケ整

形で口縁部はヨコナデである。にぶい橙～灰白でクサリ礫含む。表面磨滅顕著。

　３８も鉢口縁部で３７と似通っている。ハケ整形で口縁部はヨコナデで灰黄褐を呈する。内湾する体部か

ら水平に開く口縁部である。水平に肥厚するが内側にも肥厚している。２次焼成を受けている。

　３９は鉢口縁部で内湾する体部に内外に水平に大きく肥厚する口縁部となる。端部上面は平坦でなく中

央が窪んでいる。内面は斜め方向のハケ整形で、外面は斜め方向のハケ整形からヘラミガキで仕上げ

る。にぶい橙～灰白で砂粒多く含む。高杯かもしれない。

　４０は高杯筒部である。外反しており、円板充填法である。内面は絞り目残りヘラケズリ、外面はミガ

キである。にぶい橙で砂粒多く含む。

　４１は高杯もしくは鉢などの脚部である。円板充填法で内面はナデ整形である。外面はハケ性尾系から

ミガキかと思われる。にぶい黄橙で砂粒含む。

ＳＫ０８出土遺物（４２～４３）

　４２は鉢口縁部で、内湾する体部から端部は面となり内外に肥厚する。強いヨコナデで体部外面は凹線

状になっている。器表はにぶい橙で器肉は明褐灰～灰白で、砂粒多く含む。表面磨滅顕著。

　４３は脚部で４２と同一個体かもしれない。外反する脚部で端部は肥厚する。体部はナデで端部はヨコナ

デで仕上げる。灰白を呈している。

ＳＫ１０出土遺物（４４～４６）

　４４は外反する大形の甕口縁部である。端部は内外に肥厚しヨコナデである。内面は灰白、外面はにぶ

い橙で砂粒多く含む。

　４５は壺体部で、外面はハケ整形ののち波状文を施している。２帯ありそうである。外面は暗灰黄。

　４６は壺底部で平底から外傾する。内面はにぶい黄橙でヘラケズリからナデで整形している。外面はに
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ぶい黄橙～灰白で細かいヘラミガキで仕上げる。底面はナデ調整。

ＳＫ１３出土遺物（４７～４９）

　４７は緩やかに屈曲しつつ外傾する口縁部で、端部は内外に肥厚し刻み目を有している。ヨコナデで仕

上げており。灰黄褐～オリーブ灰をしている。

　４８は細かい波状文を施した壺体部の破片である。１２条以上認められる。にぶい橙でナデ仕上げ。

　４９は平底の甕底部である。内面と底面はケズリ、外面はミガキである。

ＳＫ１４出土遺物（５０～５１）

　５０は甕口縁部で内傾する体部から甘い稜線となる頸部から外反する口縁部になる。端部は肥厚してお

り、刻み目を付けている。刻み目は細長いもので全周している。ヨコナデで、内面はにぶい黄橙、外面

は暗灰である。細砂粒含んでいる。

　５１は平底から内湾する壺で、内面はユビ成形である。灰白～褐灰であるが、器表は淡赤橙である。２

次焼成を受けている。

ＳＫ１６出土遺物（５２～７４）

　前期の土坑で多くの土器が出土している。一括出土として良好な資料である。７４を除くとすべて壺で

ある。５２は外反する口縁部で端部やや肥厚している。内面は灰～灰白、外面は浅黄で、磨滅している。

　５３は頸部に７条の沈線を有する。ユビ成形からナデている。頸部から口縁部へ外反しており、端部は

角張りぎみで端面に１条の沈線がある。灰白～浅黄橙で砂粒多く含む。

　５４も外反する頸部は端部は角張り１条の沈線を持つ。細かい刻み目を沈線の上に施文している。頸部

は僅かに厚みを増している。外面には５条の沈線があり、ミガキを施しているようである。にぶい橙～

にぶい黄橙で砂粒多く含む。

　５５は外反する口部頸部で６条の沈線を持つ。頸部が薄く１度厚くなってから端部は尖りぎみに薄くな

る。灰白～にぶい黄橙である。

　５６は体部上半で肩が張りぎみである。最大腹径上に４条の沈線を施し、その上に５条の沈線で飾り、

最上部の沈線を消さないように三角形の刺突文を巡らせている。ユビ成形からナデである。灰白～にぶ

い黄橙をしている。

　５７は突出平底から倒卵形の体部になり、外反する頸部につながる。口縁部は残存していない。頸部も

接点はないが同一個体と思われる。２条の貼り付け突帯がある。緩やかな三角で低い突帯である。ユビ

成形からナデ仕上げで外面は全体にヘラミガキが施されている。体部下半に黒斑があり、にぶい黄橙で

ある。

　５８は外反する壺口縁部で端部は角張る。灰白～にぶい黄橙でナデ仕上げであろう。磨滅顕著。

　５９は内湾する壺体部で外面に３条の沈線がある。内面は灰白～黄灰、外面は灰白～灰黄褐で砂粒多

い。

　６０も外反する壺で頸部に３条以上の沈線がある。外面はにぶい黄橙でハケ整形であろう。

　６１は直線的に内湾する壺体部で肩部に３条の沈線が施される。外面はハケ整形からミガキを施し、灰

白～にぶい黄褐を呈する。内面は灰白である。

　６２はやや肩の張る最大腹径３６．４㎝を測る球形の体部から外反するものの長めの頸部に続く。口縁部は

外反し端部は肥厚ぎみに角張り、端面に大きめの刻み目ふうの刺突文を施す。施文によて端部が波打っ

ている。頸部には中央に３条の沈線を施し上下に各々３条の貼り付け突帯を有する。突帯には刻み目を
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付けたかもしれないが磨滅のため明確でない。外面はハケ整形がナデ仕上げでにぶい黄橙～灰白、内面

は灰白～灰で砂粒多く含む。

　６３はなで肩の壺体部上半である。内湾しており、肩部に６条の沈線がある。外面はミガキであろう。

内面はユビ成形で痕跡強く残る。色調は灰白で砂粒多く含む。

　６４は平底から倒卵形の体部になる。頸部から上は欠失している。ユビ成形からナデ仕上げで頸部下内

面にはユビの痕跡が明瞭に残っている。肩部と最大腹径上部に４条沈線が各々施文されている。外面は

全体に丁寧にミガキで仕上げている。

　６５は大形の壺で体部の接合部はないが同一個体である。口縁部は残存していない。底部は突出平底か

ら内湾する。ユビ成形からナデ整形で外面はミガキと思われる。底面は粗いナデである。底面付近に黒

斑がある。内面は灰白～褐灰、外面はにぶい黄橙～明褐灰である。頸部は外反し５条の沈線がある。１

本づつヘラで描いている。頸部から肩部にかけてはヘラミガキで仕上げている。

　６６は平底の大形壺で、直線的に開く体部に続く。にぶい黄橙～灰で、ナデ仕上げであろう。

　６７は外反する頸部から口縁部で端部は角張り、１条の沈線を施してから幅広の刻み目をしている。頸

部には６条の山形になる貼り付け突帯がある。頸部は縦方向のハケ整形から突帯を付加している。内面

は褐灰～にぶい黄橙をしており、ナデ仕上げから突帯を付けている。口縁部に付くように内面に２条の

貼り付け突帯で文様を付けている。外面は橙～浅黄橙である。

　６８も口縁部内面に突帯で装飾する壺である。口縁端部を欠いている。内面の突帯は２条あり、刻み目

が付けられている。頸部は外反し４条１単位の貼り付け突帯を上下２帯に付けている。体部は緩やかに

内湾し、肩部に３条１単位の貼り付け突帯が２単位ある。内面はユビ成形でナデ整形をしているものの

指痕跡は明瞭に残る。粘土紐も明瞭に残っている。色調は灰白で砂粒多く含む。

　６９は中形の比較的残りの良い壺である。平底から長胴に内湾する体部で頸部は直立する。口縁部は欠

失しているが、内面には装飾の貼り付け突帯が２条付いている。頸部には６条の刻み目を付けた貼り付

け突帯がある。頸部内面には絞り目が残り、体部内面には粘土紐の継ぎ目が明瞭に見られる。肩部には

刻み目を付加した４条の貼り付け突帯がある。上下２条ずつで刻み目の位置が異なっている。上２条刻

み目がある下２条には刻み目はなく、１１～１２個の刻み目を付けてから両側はなくなる。２４．４㎝の最大腹

径部分にやはり刻み目の付いた貼り付け突帯が４条認められる。上部の突帯と同じく上下で刻み目を付

ける位置が交互になっている。その下には逆Ｕ字の突帯は波状文状に粘土紐を付けて装飾している。内

面は灰白～褐灰、外面は黄灰～灰白で砂粒多く含む。

　７０は３条の貼り付け突帯を有する壺頸部である。緩やかな頸部で、稜線は認められない。外面はハケ

整形であるが、山形文状に整形している。内面は工具の痕跡が残る。灰白で砂粒多く含む。

　７１は壺胴部で内湾し７条の貼り付け突帯が付く。内面は灰白、外面はにぶい橙である。

　７２は外反する壺口縁部で、内面に突帯で円形の文様を描いている。端部は中央が尖り気味である。３

重弧になり、内面は灰白、外面は黄灰となる。

　７３は突出平底で内湾する体部になる。ナデ仕上げで、内面は灰白、外面は浅黄～灰である。

　７４はＳＫ１６出土唯一の甕である。如意状の口縁部で端部は丸く、刻み目が施されている。頸部はユビ

成形によって形成している。頸部に１条、体部に５条以上の沈線がある。ナデ仕上げで砂粒多く含む。

にぶい黄橙～灰白をしている。
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ＳＫ１７出土遺物（７５）

　古代末から中世の土師器と思われる。椀底部ではないかと思われ、平底は糸切りではないかと思われ

る。にぶい橙でナデ仕上げ、底部の一部はヨコナデである。

ＳＫ１９出土遺物（７６）

　土師質の小皿である。ロクロナデで整形し、底面はヘラ切りである。内面はにぶい橙、外面はにぶい

黄橙で平底から外傾する口縁部で端部は尖る。今回調査した中で最も新しい遺物である。

ピット出土遺物（７７～８３）

　７７はＰ０３出土で鉢口縁部である。内湾する体部から口縁部になり、端部は水平に内外に肥厚する。内

面はにぶい橙で外面は灰白である。端部周辺はヨコナデで仕上げる。

　７８は直口壺もしくは水差しで内湾する体部から直立する頸部になる。端部は内側に傾くように肥厚さ

せている。内傾する端面になっている。内面は灰白～にぶい橙で、ユビ成形からナデ仕上げ。外面はに

ぶい橙でナデ仕上げ、口縁部はヨコナデ。頸部に５条以上を１単位とする直線文帯を２帯設け、体部に

向かって斜格子文、そしてその下に櫛先刺突文を列点文状に施す。口縁部は１０条の凹線文である。

　７９はＰ０５から出土しており、甕底部である。上げ底で底面は薄く、体部は外傾する。内面は褐灰～灰

白でユビ成形からハケ原体を止めて工具痕跡が残るハケ整形である。外面は灰白～灰黄褐でユビ押さ

え。

　８０はＰ３０出土の加飾された壺口縁部である。垂下し端部は内側に肥厚する。上面には貼り付け突帯を

巡らせ、端部には刻み目を付ける。粘土紐を貼った棒状浮文を２個単位で貼付している。浮文部分には

刻み目がないので、貼付してから刻み目を施している。垂下部分には端部近くに円形に近い扇形文を施

し、その後内側突帯近くに径の大きい竹管文を巡らせている。端面にも同じ竹管文を施す。灰白～にぶ

い黄橙でヨコナデである。砂粒多く含む。

　８１・８２はＰ３３出土で壺口縁部である。８１は外反し端部内外に肥厚し端面となる。外側に刻み目を有す

る。褐灰～灰白で、ハケ整形で端部周辺はヨコナデである。８２は外反しない害に肥厚しヨコナデである。

　８３はＰ４１出土で壺体部である。内湾しており、内面はハケ整形、外面はヘラミガキを施している。黄

灰～灰白をしており、文様は上から斜格子文・径の大きい竹管文・直線文となっている。

ＳＤ０１出土遺物（８４～９２）

　８４は端部が垂下する壺口縁部で、上面と端面に竹管文を施している。端面上部に刻み目をしている。

浅黄橙で砂粒含む。

　８５は壺口縁部であるが端部を欠いている。内面に２条の突帯を付け刻み目を施している。ヨコナデで

内面はミガキも行う。にぶい黄橙。

　８６は把手部で、断面隅の取れた台形状となり手捏ねである。にぶい黄橙をしている。

　８７は壺頸部で内傾する体部から外反する口頸部になる。ハケ整形で頸部に突帯を貼り、指圧痕で文様

としている。灰黄褐で砂粒含む。

　８８は平底から内湾する体部に続く壺でユビ成形から底面も含めてハケ整形している。淡黄～にぶい

橙。

　８９は器肉の薄い平底から外傾する壺底部でナデ整形から外面はミガキを行う。浅黄橙～灰白。

　９０は大形の甕口縁部で内湾する体部から短く外反する口縁部になる。頸部内面は稜があり、端部は内

側につまみ上げている。ハケ整形で口縁部はヨコナデ。灰黄褐で砂粒含む。
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　９１も甕口縁部で内傾する体部から外傾し端部は大きくつまみ上げる。ハケ整形で口縁部はヨコナデで

灰黄褐である。

　９２は平底から外反する体部となる甕底部である。にぶい橙～灰黄褐をしており、内面は板ナデで外面

はミガキか。

ＳＤ０２出土遺物（９３）

　壺底部で平底から外傾する。ナデ整形で、外面はハケ整形である。にぶい黄橙だが底面だけ色調異な

る。

ＳＨ０１出土遺物（９４～１０７）

　９４は壺肩部で最大腹径５７㎝を測る大形品である。内湾する体部で肩部に２条の貼り付け突帯に刻み目

を付ける。上の突帯に接して直交して棒状浮文（刻み目付き）を貼付する。ナデ整形で外面はミガキで

仕上げる。外面はにぶい橙で、内面は橙～にぶい褐である。

　９５も壺胴部で３８．４㎝の最大腹径部分に２条の刻み目を持つ貼り付け突帯がある。内面はにぶい橙で外

面は灰黄褐を呈し、ナデ仕上げ。

　９６～１０１は壺体部の文様片である。９６は内湾し４条１単位である櫛描き斜格子文の上に円形浮文で

飾っている。９７は外反し、ハケ整形ののちに直線文と波状文を描いている。にぶい黄橙で、内面はユビ

成形からナデ仕上げ。９８は上に直線文、下に波状文が施されている。僅かに内湾し、にぶい黄橙をして

いる。９９は２条の貼り付け突帯がある。刻み目も付加されていたかもしれない。１００は内湾し、内面は

にぶい黄褐、外面は灰黄褐～にぶい黄褐をしている。ハケ整形ののち斜格子文を施し、刻み目を持つ２

条の貼り付け突帯を付けている。その上には円形浮文の剥がれた痕跡がある。１０１は斜格子文を施す小

片でナデ整形で、内面は黒、外面はにぶい黄橙である。

　１０２・１０３は壺底部で、内面はユビ成形からナデ・ハケ整形、外面はミガキで仕上げている。１０２の外

面はにぶい黄橙、内面は黄灰である。１０３は底径１４．１㎝ とやや大きめの底部で内面はにぶい橙、外面は

にぶい黄橙をしている。

　１０４～１０７は甕である。１０４は短く外反する口縁部で内面はケズリののちナデ整形で灰黄褐～橙、外面

は橙でハケ整形ののちナデている。端部周辺はヨコナデで端部は角張りぎみである。１０５は口径３４．０㎝

と大形で内傾する体部から外反する短い口縁で端部は内外に肥厚し端面となる。内面は灰白～黄灰でヘ

ラケズリからナデである。外面はにぶい橙でナデ整形である。口縁部はヨコナデ。１０６は外反しながら

水平に開く口縁部で端部は丸く内外に肥厚する。ヨコナデで、内面は褐灰、外面は灰黄褐を呈してい

る。１０７は底部で底面の器壁は薄く、上げ底ぎみである。ケズリののち外面は粗いミガキで仕上げてい

る。底面もナデており煤が付いている。体部は外反し、内面は灰黄褐、外面は橙～にぶい橙である。

ＳＸ０３出土遺物（１０８～１１１）

　４点とも壺で、１０８は５条以上の突帯を有する外反している頸部である。にぶい黄橙で外面にはミガ

キも見られる。１０９は外反する頸部で１１条以上の沈線を縦方向のハケ整形ののちに施す。内面はナデ仕

上げでにぶい橙をしている。１１０は不安定な平底から外傾しており、灰白～にぶい橙で外面はミガキを

している。１１１は底径１９．２㎝に復原される大形の底部である。底面は平坦で器壁も１．８㎝前後と厚い。ナ

デ仕上げで、にぶい橙～橙をしている。
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２．Ⅱ区遺構出土遺物

ＳＸ０１上層出土遺物（１１２～１２６）

　１１２は外反する壺口縁部で端部は大きく肥厚し下方向に垂れる。端部には５条の凹線を施し円形浮文

を付けている。全体に磨滅しているが、ヨコナデでにぶい黄橙～灰白を呈する。細かい砂粒含む。

　１１３は垂下する口縁部を持つ壺で端部は内外に肥厚している。端面には円形浮文が付加される。ヨコ

ナデでにぶい橙である。

　１１４は外傾する広口壺で端部は角張り、内側に肥厚する。端部下に２条貼り付け突帯を回し、刻み目

が突帯に施されている。内面はハケ整形で、外面はミガキと思われる。端部周辺はヨコナデで、にぶい

橙をしている。

　１１５は把手の付くもので片口になっている。把手自体は外れており、１１８の把手が同一個体で付くかも

しれない。内面は板ナデでにぶい橙、外面はハケ整形で浅黄橙、口縁部はヨコナデ。体部に孔を開けて

把手を挿し込んでいる。端面に沈線がある。

　１１６は内湾する体部から口縁部で端部は丸く納めている。イイダコ壺のような形態を採るが断定しか

ねる。細頸壺などかもしれない。内面はにぶい黄橙～にぶい橙で細いヘラでなで上げている。端部のみ

ヨコナデで仕上げる。外面は灰白である。

　１１７は僅かに内湾ぎみに外開きの直口壺か無頸壺口縁部であろうか。端部は角張り水平になり内外に

肥厚する。内面は黄灰～にぶい黄橙で細かいハケ整形である。外面は灰黄褐～にぶい黄橙で粗いハケ整

形で上下２段に刺突文を押している。端部周辺はヨコナデ。

　１１８は把手部である。手捏ねで断面長楕円形である。灰白～にぶい橙で厚みは１．２㎝となる。

　１１９は無頸壺口縁部で内湾しており、端部は面となり内外に肥厚する。内側に向かって面をなしてお

り、端部外側には刻み目を付ける。端部下に２条の断面三角形の突帯を巡らせ、やはり刻み目を付けて

いる。内面は浅黄橙で外面は灰白である。

　１２０も無頸壺口縁部小片である。内湾し端面は内側に向いている。端部は内外に肥厚し、外側端部下

には２条の突帯をつける。ヨコナデで仕上げ、刻み目は有さない。にぶい橙である。

　１２１は平底から外傾する壺底部である。内面はユビ成形からナデているが、指圧痕明瞭に残る。オ

リーブ黒～褐灰をしている。外面は灰白～にぶい黄橙で板状工具を使って整形している。

　１２２は頸部の短い甕で頸部に指圧痕の付いた突帯を巡らす。体部は直線的に開く。口縁部は短く内外

に肥厚する端部に続く。端部に２条の凹線を巡らせ上下２段に小さい円形浮文を付ける。灰白～にぶい

黄橙で砂粒多く含む。

　１２３はくの字で端部は上方につまみ上げる。端面に１条の凹線がある。灰白～褐灰で砂粒含んでいる。

　１２４は甕底部で平底から外傾する。内面はにぶい黄褐～灰でヘラケズリ、外面は暗灰黄～オリ－ブ黒

でヘラミガキである。底面はナデ仕上げ。

　１２５は如意状に近い頸部内面の稜線が甘い甕である。端部は丸く肥厚している。浅黄橙～灰白で外面

には黒斑が認められる。内面はケズリ、端部周辺はヨコナデである。

　１２６は脚台部で外反しており、端部は角張り、磨滅著しい。にぶい黄橙～にぶい褐を示す。

ピット出土遺物（１２７～１３０）

　１２７はＰ０３出土で内湾する体部から短く外反する口縁部になる。端部はつまみあげている。にぶい黄

橙で外面には黒斑がある。内面はハケ整形、外面はナデ、口縁部はヨコナデである。
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　１２８はＰ０５出土で端部が垂れる壺口縁部である。端部は肥厚し、端面に刺突による長い刻み目を羽状

に施し、中央に円形浮文を付けている。にぶい褐でヨコナデである。

　１２９はＰ１９出土で内湾する体部から外反する口縁部になる甕口縁部である。端部は内側に肥厚しつまん

でいる。にぶい黄橙で、外面はハケ整形、口縁部はヨコナデ。

　１３０はＰ３１出土で細頸壺であろう。反りぎみに外傾し端部周辺は厚くなり角張る。外側端部には刻み

目が入れられている。端部下に細く高い突帯が１条存在する。橙～灰黄褐で端部周辺はヨコナデ。

ＳＸ０１出土遺物（１３１～１３７）

　図化した７点は前期の甕１３６を除いた６点すべて壺である。１３１は垂下する口縁端部で上部には突帯が

付いている。にぶい黄橙で磨滅著しい。端部は下方に肥厚し断面三角形になる。

　１３２は外反する口縁部で端部は角張る。にぶい黄橙で端部周辺はヨコナデである。

　１３３は頸部で外面に３条の貼り付け突帯が巡る。貼り付け後ヨコナデで仕上げている。口縁部上端に

突帯を付け、そこから垂下する口縁部が付くものと思われるが残存していない。灰白～にぶい黄橙。

　１３４は体部の破片で、内面はハケ整形。外面には７条の波状文と８条の直線文が残る。さらに上下に

も文様帯が続いていそうである。にぶい橙で砂粒含む。

　１３５も文様のある体部で、外面には黒斑がある。残存部上から９条波状文―８条直線文―９条波状文

―８条直線文―７条以上は状文となっており、下の２帯の上に竹管文が施されている。外面は縦方向の

ハケ整形で、内面はナデである。灰黄褐を呈する。

　１３６は弥生前期の甕口縁部である。如意状口縁で端部は尖りぎみに丸い。３条の沈線がある。橙～に

ぶい橙で砂粒多く含む。小片のため、口径の復原は困難である。

　１３７は僅かに上げ底となり体部は外傾する。磨滅している。灰白で砂粒含む。

ＳＫ０１出土遺物（１３８～１４１）

　１３８は大きめの壺で頸部から上を欠く。平底から楕円球形の体部になる。ユビ成形からナデ整形で、

外面はハケ整形からナデである。内面は灰～灰白、外面はにぶい褐～にぶい橙である。最大腹径３８㎝の

上である肩部に５条の貼り付け突帯があり、さらに上に間をおいて４条の貼り付け突帯がある。

　１３９は頸部で８条の貼り付け突帯がある。比較的間を開けて突帯を付けている。体部にヘラ先で先に

印を付けて、そこに突帯を回している。橙で、外面はハケ整形している。

　１４０は如意状口縁の甕で端部は丸い。３条と少し開けて３条の計６条の沈線が施されている。外面は

にぶい黄橙、内面は灰白でナデ仕上げ。

　１４１はやや角度の甘いＬ字状口縁の甕である。端部は丸い。直線的に底部に向かう体部で角度は緩や

かである。残存部までで１６条の沈線が認められる。上から１２条と残存部下４条の間は少し間隔が広く

なっている。内面は灰白～浅黄橙、外面はにぶい黄橙で砂粒多く含む。磨滅のため端部の刻み目の存在

は不明瞭。

ＳＫ０４出土遺物（１４２～１５３）

　１４２は内傾する体部から外反して口縁部に続く。端部は上に尖るように角張る。頸部に２条の沈線が

ある。外面はハケ整形で、灰白～にぶい黄橙をしている。

　１４３は８条の沈線を持つ壺体部である。外面はにぶい橙でナデ整形、内面は灰褐でナデと思われる。

　１４４は鉢口縁部であろう。端部角張り肥厚し、外側に刻み目を有する。１条の沈線があり黒斑認めら

れる。外面はにぶい黄橙～灰、内面は浅黄橙。
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　１４５～１４７・１５２・１５３は底部である。１４５は平底から外傾する小形の底部で、外面浅黄橙～灰、内面灰

白で、黒斑がある。１４６は平底から外反する。外面は灰白～黄灰で縦方向のハケ整形、内面はにぶい橙

でナデ仕上げ。底面未調整。１４７は底径１４．９㎝ と大きめの平底で中央がやや上がっている。上がった部

分はナデ整形によるもので、周囲は未調整である。体部は外傾しナデと思われる。外面はにぶい黄橙～

暗灰で内面は灰白である。１５２は平底から外傾する。内面はにぶい褐で外面は橙～浅黄橙でナデ整形。

底面未調整。１５３は焼成後に底部穿孔している。上げ底から外傾する体部で外面は橙で縦方向のハケ整

形、内面は浅黄橙である。

　１４８～１５１は甕口縁部で如意状で端部に刻み目を持つ。１４８は７条の沈線が体部に見られる。直線的な

体部で端部は丸い。外面は橙、内面は浅黄橙でナデ整形である。１４９は内傾する体部で８条の沈線があ

る。端部は角張りぎみでにぶい黄橙～褐灰をしている。１５０も直線的に延びる体部で外面ハケ整形のの

ち８条沈線を施す。暗灰～にぶい黄橙で内面はナデである。口縁部は短く折り曲げ、端部角張る。１５１

は直線的な体部で８条の沈線がある。浅黄橙～にぶい黄橙でナデ整形である。

ＳＫ０２出土遺物（１５４～１５５）

　１５４は外反する頸部から短く水平に開き、端部内外に肥厚する。灰白を呈しヨコナデで仕上げる。

　１５５は頸部に幅広の突帯を有し、頂部に指頭圧痕で押圧して文様とする。内湾する体部から外反し端

部内外に大きく肥厚する。淡黄～橙で口縁部はヨコナデ、体部はナデである。

ＳＫ０５出土遺物（１５６～１７３）

　１５６は復原して完形となった小形壺である。平底から最大腹径の張った倒卵形の体部、外反する口縁

部となる。端部は肥厚ぎみに丸い。ユビ成形から体部内面上半はナデ、下半はハケ整形する。外面はハ

ケ整形からミガキであろうが、磨滅顕著で器表が剥離している。頸部のみハケメがよく残っている。口

縁部はヨコナデでにぶい橙～橙をしている。

　１５７は大きく外反する壺口縁部で端部の一部を欠く。にぶい褐～にぶい橙を呈しヨコナデで仕上げる。

　１５８は外反する口縁部で垂下ぎみに開いている。内面には１条の突帯を付ける。頸部にも２条の貼り

付け突帯が付く。にぶい黄橙～橙を示しヨコナデで仕上げる。

　１５９は口径３１．５㎝ と大形の鉢（もしくは無頸壺）で内湾し端面は水平で肥厚する。外面に高めの突帯

を３条付ける。３条の両端２条には刻み目が認められるが、すべてに施文されていたと思われる。明黄

褐でヨコナデ仕上げである。

　１６０～１６７は壺体部の文様片で、大半はにぶい黄橙～橙を呈する。１６０はハケ整形から斜格子ののちに

７条以上の直線文を施す。１６１は７条以上の波の大きな波状文である。１６２は細かい原体を使用してい

る。上から１０条以上の波状文、２０条以上の直線文、１０条以上の波状文となっている。上の２帯は接して

おり、波状文の方が後に施文している。１６３も細かい原体で１３条以上の波状文と６条以上の直線文が施

される。１６４はハケ整形ののちに９条以上の直線文、８条以上の波状文、７条以上の波状文を施し、上

２帯の間に竹管文を配している。１６５も細かい原体で６条以上の波状文である。１６６は１０条以上の直線文

と斜格子文である。１６７はハケ整形の後、下半はミガキで仕上げている。文様の大きな斜格子と９条直

線文を施し、直線文の下に刺突文も施す。

　１６８・１６９は底部で、１６８の底面はナデ、外面はミガキである。１６９は内面ケズリである。

　１７０は甕口縁部小片である。外反し端部は角張り、内側につまみあげている。ヨコナデでにぶい黄橙

をしている。
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　１７１は非常に薄手の甕で、内湾する体部から大きく外反している。端部は丸く納める。底部１６９が同一

個体かと思われる。強く焼けており赤橙に変色している。磨滅顕著。

　１７２は高杯で、内湾する体部から水平に口縁部が開く木器模倣形である。口縁部は内側にも突出して

いる。端部は角張り、端面に円形浮文を付加している。単位（３個１単位？）があるようで間隔が開い

ている。橙をしている。

　１７３は土器片を利用した紡錘車である。４．６５㎝×３．８㎝の楕円形で中央に孔径０．５５㎝の円孔を両面から

開けている。厚さは１．０５㎝と厚めである。

ＳＫ０７出土遺物（１７４～１７６）

　１７４は垂下する壺口縁部の一部である。上部に刻み目の付く突帯を１条存在する。細かい丁寧な刻み

目で浅黄橙である。

　１７５は外反する壺口縁部で端部は下方に垂下するようにつまみ出している。端面に円形浮文の剥がれ

た痕跡が残る。にぶい橙でヨコナデ仕上げ。

　１７６は甕底部で平底から外反する。内面と底面はナデ、外面はミガキである。にぶい黄橙。

ＳＫ０８出土遺物（１７７～１８７）

　１７７は垂下する口縁端部で角張りぎみである。端面の稜線を境に利用して上下に綾杉状に細長い刻み

目を入れてから、上下ともに竹管文を並べる。

　１７８は内傾する肩部から直立ぎみの頸部となる。肩部に１１条の直線文を入れ、頸部に２条の貼り付け

突帯を置く。内面はにぶい橙、外面は褐灰～にぶい褐である。

　１７９は無頸壺で外傾して端部近くで屈曲し短く内傾する。端部は丸く、上端に細かい刻み目を施す。

径の大きくなる外側屈曲部にも刻み目を付けている。その下に２個１対の孔径４㎜の円孔が穿たれてい

る。ヨコナデ仕上げで内面は灰白～明褐灰、外面はにぶい橙である。

　１８０は内湾する口縁部で端部は内外に肥厚して水平な面となる。外側に１条の突帯があり、端部外側

と突帯に刻み目が入れられている。灰白～にぶい橙で砂粒含む。ヨコナデである。

　１８１は内湾する壺体部でハケ整形である。磨滅しているが、波状文と直線文が施されている。灰白。

　１８２は平底から外傾する大きめの底部である。灰白で内面はナデ、外面は粗いミガキのようにヘラと

思われる工具で調整している。

　１８３・１８４も壺底部で平底から外反する体部になる。底面はナデ調整し僅かに上げ底になる。外面はミ

ガキである。１８３は内面浅黄橙、外面灰白～黄灰、１８４は内面にぶい橙、外面褐灰である。内面ハケ整形。

　１８５は口径４０㎝ を測る大形の甕である。内湾する体部から外傾し端部内外に肥厚する。内面はユビ成

形で口縁部はヨコナデである。にぶい橙。

　１８６は突出した小さな平底から外に開く。胎土・焼成など他の土器と差がないことを思えば天地逆で

蓋とすべきであろうか。ハケ整形ののち、外面はナデている。褐灰～灰白。

　１８７は甕底部で内面はナデ、外面は黄灰でミガキ、内面は灰でケズリである。平底から内湾する体部

になる。

ＳＫ１２出土遺物（１８８～１８９）

　１８８は外反する壺頸部で２条の突帯を有する。外面は縦方向のハケ整形で灰黄褐、内面はナデでにぶ

い黄橙～褐灰を呈する。

　１８９は高杯裾部と思われる。僅かに外反し端部は内側に肥厚し端面となる。端部周辺のみヨコナデで
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仕上げる。内面は明褐灰～灰白、外面は黄灰である。

３．Ⅲ区遺構出土遺物

ＳＸ０１出土遺物（１９０～２０６）

　１９０は外反する口縁部で端部角張る。端面になり中央に１条の沈線がある。断面は灰で器表は灰白で

砂粒多く含む。

　１９１は内傾する頸部からくの字に外傾し端部断面三角に肥厚する。端面には６条前後の波状文で装飾

し２個１対の竹管文付きの円形浮文を回す。端部内面にも４条の波状文で加飾する。頸部は上から４条

直線文、８条波状文、６条直線文、６条波状文で飾っている。灰白で、砂粒多く含み装飾の割りには胎

土が悪い。口縁部はヨコナデである。

　１９２は短い頸部から外反し端部内外に大きく肥厚している。端面に３条の凹線を施しヨコナデである。

にぶい橙で砂粒含んでいる。

　１９３・１９４・１９５は体部で文様が残されている。１９４は外傾しナデ仕上げで、上から７条の直線文、条数

不明の波状文、５条の直線文、斜格子文になっている。表面磨滅著しいが、黒雲母・長石の砂粒含み、

にぶい黄橙～黄灰を呈している。河内からの搬入品の可能性がある。１９５も外傾しており、ハケ整形の

のちに施文している。上から１１条以上の波状文、１３条の直線文、１３条の波状文、８条以上の直線文に

なっている。にぶい黄橙で細砂含んでいる。１９３は内湾する体部で頸部下と思われる部分に三角形に面

的に窪ませた刺突文を連続して巡らす。その下に４条以上の直線文の上に円形浮文を巡らす。その下に

斜格子文、３条以上の直線文を施している。にぶい黄橙で細砂を含む。

　１９６は底面が歪で上げ底になっている。僅かに内湾する体部に続く。内面は板ナデ、外面は粗いヘラ

ミガキで調整しているが平滑である。器壁は黒で器表はにぶい橙～にぶい黄橙を呈している。

　１９７は平底であるが、周囲が僅かに高くなるドーナツ状の底部である。体部は内湾する。灰白で、器

壁はやや暗く砂粒多く含む。

　１９８は内湾する体部から短い頸部で大きく屈曲し外傾する口縁部で端部角張り内外に肥厚する。端面

は凹んでおり凹線状になっている。灰白で細砂含む。

　１９９は大きく外反する口縁部で端部角張り中央やや凹んでいる。内面はケズリで、外面はナデ、口縁

部はヨコナデである。にぶい黄橙で細砂多く含む。

　２００は外傾し端部内外に肥厚している。端面には２条の凹線がありヨコナデである。橙～黄灰で砂粒

多く含む。

　２０１は平底から外傾しており、底中央を焼成後に径６ ㎜ の円孔を穿っている。にぶい橙～灰黄褐で細

砂多く含み、焼成良好である。外面はハケ整形から板ナデ・ナデで整形しミガキで仕上げる。内面はナ

デである。

　２０２は平底から直線的に開いている。底面から体部下部に黒斑が認められる。ユビ成形からナデ、外

面はヘラミガキで仕上げている。内面はヘラケズリである。にぶい黄橙～暗灰で細砂含む。

　２０３は平底から外傾する底部で強く被熱している。にぶい橙～黒で砂粒含む。外面はハケ整形。

　２０４はつまみ部だけの破片である。にぶい橙で砂粒含むもので体部内湾する。

　２０５は土器体部を利用した紡錘車である。周囲を打ち欠いて作ったもので、製品の一部を欠いている

が、径５．２５㎝と思われる。中央に３㎜の円孔が開けられている。色調・胎土から中期の土器と思われる。
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　２０６は小片であることから時期・天地など確実ではない。外傾する体部に２条の突帯が付き、小さな

刻み目を施す。ヨコナデで仕上げ、灰白を呈し細砂を含む。下側には円形の上側には方形の透孔が存在

しそうである。透孔の大きさ・個数などは小片のため不明である。

ＳＸ０２出土遺物（２０７～２０９）

　２０７は内湾する体部から短く外傾する口縁部になる。端部はバチ形に肥厚している。ヨコナデによっ

て頸部が薄くなっている。表面磨滅しているが、内面はハケ整形かと思われる。色調は器表がにぶい橙

で器肉が黒褐である。金雲母・長石の砂粒多く含んでおり、地元産ではない。讃岐からの搬入品であろ

うか。口径２９．３㎝と大きい。

　２０８は不安定な平底から内湾する体部になる。底部中央に焼成前の穿孔がある。外面はタタキを縦方

向のハケ整形で消している。内面はラセン形に近い不定方向のハケ整形である。工具痕を残しており、

７本／㎝とやや粗い原体である外面はにぶい黄橙で、断面は黒で、クサリ礫含んでいる。

　２０９は体部の小片である。内湾しており、内面ヘラケズリからナデ、外面ハケ整形である。１０条以上

の細かい直線文と波状文が施されている。器表はにぶい黄橙～灰黄褐、器肉はオリーブ黒で、チャー

ト・石英などのクサリ礫を含んでいる。

ＳＸ０３出土遺物（２１０～２１１）

　２１０は突出平底の底部で体部内湾する。底部ユビ成形からナデをする再成形である。２次焼成を受け

ており、外面は橙～にぶい橙で、内面はにぶい黄橙である。クサリ礫を含み、表面磨滅している。

　２１１は細身の体部で平底から内湾している。内面はユビ成形・ケズリからナデ、外面はヘラミガキで

仕上げている。底面との接合部はユビによって成形している。器表はにぶい黄橙～浅黄、器肉はオリー

ブ黒で、クサリ礫含む。外面に大きな黒斑がある。

ＳＫ０１出土遺物（２１２～２１８）

　２１２は外反する口縁部で頸部に断面山形の貼付突帯が４条配されている。口縁端部付近でやや開き端

部は角張り、端面に１条の沈線を有する。口縁部は歪になっており、端面には大きな刻み目が施され

る。にぶい黄橙で長石・チャートなどの砂粒多く含む。

　２１３は外反する頸部で口縁部を欠いている。頸部に５条の貼付突帯を付けている。２次焼成を受けて

おり、赤橙～にぶい橙をしている。砂粒多く含む。

　２１４の外面はにぶい橙でヘラミガキで仕上げる。内面は橙でユビ成形からナデである。最大腹径１５．５

㎝とやや細身である。砂粒多く含む。

　２１５は内湾し最大腹径のすぐ上の位置に６条以上の沈線を施す。内面はユビ成形からナデ、外面はハ

ケ整形からナデ・ミガキを行っている。外面の方が色調はやや暗く、橙～にぶい黄橙をしている。砂粒

多く含む。

　２１６は平底から外傾しており、極端に部厚くはない。ユビ成形からナデている。底面はハケをナデ消

しているように思われる。器壁は灰で他はにぶい黄橙～灰白で大きめの砂粒多く含む。

　２１７は口径の大きい（浅め）大形の甕で体部は内湾する。口縁部に向かって直立し、短い如意形の口

縁部になる。端部は丸く、刻み目を入れている。ユビ成形ののち内面はナデで、外面はハケ整形であ

る。頸部下に２条１対の沈線を入れている。ハケ整形ののちに施踏みし重なり合っている部分がある

が、４対８条の沈線が施されている。口縁部はヨコナデでにぶい黄橙を呈し砂粒多く含む。

　２１８は口縁部がほぼ完存し体部から底部にかけては約半分残存している。底径８．５㎝とやや大きめの平
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底から下半は内湾し上半は直立する体部になる。口縁部は短く如意状に外反し端部丸い。端部は丸く刻

み目を有している。口縁部は歪で楕円形になっており、長径２４．２㎝、短径２２．９㎝ となる。器高は２７．８５

㎝と高く、口径との比率から長胴に見える。内面はユビ成形から強いナデを施し、外面はハケ整形から

ナデ調整している。底面には粘土紐の痕跡が看取され、ナデ仕上げである。外面の一部は橙であるが、

全体的には灰白を呈す。石英・チャート・長石の砂粒多く含む。

ＳＫ０３出土遺物（２１９）

　２１９は底部で焼成後に穿孔している。平底から内湾している。外面は斜め方向から底部近くでは縦方

向のハケ整形で底部端部のみナデ仕上げである。にぶい橙で長石などの小石粒と砂粒多く含む。内面は

ナデ。

ピット出土遺物（２２０～２２２）

　２２０は内湾する体部から外反する口縁部で端部丸く、僅かに下方につまみ出している。体部はナデで

口縁部はヨコナデである。にぶい橙で端部周辺のみ煤が付着している。雲母などの細砂粒少量含む。

　２２１は体部破片でハケ整形の上に竹管文を施す。内傾しており、器壁は黄灰、器表はにぶい褐で砂粒

含む。

　２２２も小片で全体像は不明ながら刺突文を２条施している。外面橙で内面黒褐で砂粒含む。

ＳＤ０１出土遺物（２２３～２３９）

　２２３は大きく外反する口縁部で端部は内外に肥厚するものと思われる。下側端部は欠失している。上

部端部には刻み目が施され、その内側には刻み目を付けた突帯が巡っている。頸部には断面三角形の突

帯が２条以上付けられている。内外面ともにハケ整形からヨコナデで、内面にはミガキも行われている

可能性が高い。にぶい橙で、一部と器壁は灰黄褐で、砂粒多く含んでいる。

　２２４は外反する頸部から口縁部で、端部を欠いている。口縁部内面に突帯を有し、刻み目を付加して

いる。頸部には２条の貼付突帯を施す。断面三角形で幅広く、ヨコナデで仕上げる。全体的にヨコナデ

であろうが磨滅顕著である。橙で砂粒多く含む。

　２２５は口縁部上部に突帯が巡らされ、端部に刻み目が付加される。口縁部は斜めに内湾して垂下し端

部内外に肥厚する。端面には列点を持つ幅の広い刺突文を施している。器表はにぶい橙で、器壁は浅黄

で部分的に黒になっている。ヨコナデで、砂粒多く含む。

　２２６は算盤玉状の体部に平底が付く。底部は中央に円板充填のように粘土をはめている。器肉は黒褐

で器表は橙～暗灰黄で砂粒多く含む。軽侮近くの内面は強いナデである。磨滅著しい。

　２２７は器種不明である。体部に楕円形に粘土が剥がれたような円孔が生じている。把手が外れたよう

にも思えるが、粘土が楕円形になっていたかもしれない。非常に歪である。にぶい黄橙～黄灰で黒斑が

ある。粘土紐痕が見られ雑な作りである。ハケが僅かに見られる。

　２２８は２次焼成を受けている。接合点はなかったが図上復原している。僅かな上げ底から算盤玉状に

内湾する体部から短い口縁部が付く。頸部は外反し口縁部はさらに強く外反し、端部は垂下し丸く納め

ている。磨滅顕著であるが、ユビ成形ののちナデ、そしてヘラミガキで丁寧に仕上げているようであ

る。最大腹径２８．８㎝と口径１２．２５㎝を大きく凌駕している。器高２７．１５㎝よりも数値は大きい。にぶい橙

～橙で、器壁や部分的に灰黄である。砂粒多く含む。

　２２９は大形壺底で平底から外傾している。底を中心に強く被熱している。内面には有機質が付着して

おり、砂粒含んでいる。磨滅顕著であるが、内面はハケ整形である。ＳＫ０２出土の土器と接合している。
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にぶい橙～灰黄褐である。

　２３０は被熱している底部で平底から内湾している。ユビ成形からナデ整形し、外面はヘラミガキで仕

上げている。淡黄で被熱した部分は橙になっている。砂粒多く含んでいる。

　２３１は完存する底部で平底から外反ぎみに開く。器壁は薄く仕上がっている。ユビ成形からナデ仕上

げしている。明黄褐～淡黄で黒部分が内外にある。砂粒多く含んでいる。

　２３２は大形の甕で表面磨滅著しい。内湾し最大腹径が口径より僅かに大きい３２．９５㎝の体部に頸部内面

の稜線が鋭くなる。口縁部は短く外傾し端部内外に肥厚する。内面はケズリで外面はハケ整形、口縁部

はヨコナデである。器肉は黄灰～灰、器表は明黄褐で砂粒含む。

　２３３は内湾する体部に短く外傾する口縁部が付く。端部は角張っている。明黄褐で部分的に黒になる。

ユビ成形からナデ整形であるが、薄く仕上げられている。口縁部はヨコナデで砂粒含む。

　２３４～２３６は似た形態の肩の張る甕である。２３４は内湾する体部に短く内湾ぎみに開く口縁部となり、

端部内側に肥厚する。ユビ成形から強い板ナデで整形しており、ヘラケズリ状の痕跡が残っている。頸

部に工具痕が明瞭に認められる。口縁部はヨコナデであるが、丁寧でなく歪んでいる。器肉は灰、器表

は浅黄橙で砂粒含んでいる。２３５は２３４より口縁部・体部が歪んでいる。肩の張る内湾する体部から短く

内湾ぎみに開く口縁部になる。端部は内側につまみ出し肥厚している。ユビ成形から強い板ナデを施

す。頸部下の体部内面には指圧痕が残る。灰白～褐灰で、被熱した部分は明黄褐になっている。２３６は

内湾ぎみながら直線的に広がる体部に短く内湾する口縁部となる。端部は肥厚し浅い沈線を有する。ユ

ビ成形からケズリをし、外面はハケ整形、口縁部はヨコナデである。口縁部内面には成形時の指圧痕が

認められる。橙～褐灰で砂粒多く含む。口縁部は大きく歪んでいる。

　２３７は口縁端部の残存部分が少なく口径を復原することは困難である。ユビ成形からナデており、口

縁部のみヨコナデである。器肉は黒褐で器表はにぶい橙～褐灰で、砂粒含む。

　２３８は甕底であるが、焼成後に中央からずれた位置に穿孔を加えている。底面を中心に強く被熱して

おり、甑として使用されたものか。上げ底から内湾ぎみに開き、砂粒多く含んでいる。色調は灰白が基

調で、被熱した部分は橙～にぶい橙で、底面は黒になっている。黒斑がある。ナデののち外面にはミガ

キがある。

　２３９は平底から外傾しており、底部中央に穿孔の意図がある。底面からは径・深さともに８ ㎜ の円孔

を開けようとしている。内面にも竹管状に窪んでいるが開けてはいない。内外面ともに黒斑状の黒部分

がある。にぶい黄橙で砂粒多く含む。ユビ成形から底面内面はナデで体部はいたナデで整形し外面はミ

ガキを加えている。

ＳＤ０２出土遺物（２４０・２４１）

　２４０は最大腹径２５．４５㎝とあまり広がらないスマートな体部で内湾する。口頸部は外反し端部内側が肥

厚し端部は尖りぎみである。肩部と頸部に２条ずつの沈線が施される。いずれも沈線間は開いている。

ユビ成形からナデ整形で、外面はミガキで仕上げる。肩部に黒斑がある。にぶい橙で部分的に灰白で砂

粒多く含んでいる。

　２４１は平底から内湾ぎみに延びている。底部端部はやや突出している。黒斑があり、外面はにぶい橙、

内面は灰黄褐で砂粒含む。外面はハケ整形で器面は丁寧である。残存良好である。

ＳＤ０５出土遺物（２４２）

　２４２は平底から外反する体部に続く。底面近くはユビ成形からナデている。外面はにぶい橙で内面は
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灰黄褐で砂粒多く含む。前期末の壺である。

ＳＤ０３出土遺物（２４３～２４９）

　２４３は外反し端部が垂下し丸く納める口縁部である。端面には３条の沈線があり、刻み目を施してい

る。円形浮文が剥がれた痕跡があるが、１ヶ所だけである。上部に突帯が付いており、丸い端部に刻み

目を入れている。突帯内側に２個１対の小さな穿孔が見られる。蓋との接合部である。小片であること

から何ヶ所あるかは不明である。にぶい橙～灰黄褐でクサリ礫含む。

　２４４は平底から外傾している。緩やかに広がることと底径が大きめであることから壺と思われる。底

面はナデで、外面はミガキである。にぶい橙～にぶい黄橙でクサリ礫含む。

　２４５は外反する裾部で端部は大きく上につまみ上げている。中央付近外面に突帯を付加する。ユビ成

形ののちナデている。ヨコナデで仕上げているが、磨滅のため範囲は明確でない。黒斑がある。器肉は

灰白～灰で器表はにぶい橙である。クサリ礫含む。

　２４６は底部を欠く甕でやはり長胴で器壁薄い。口縁部は短く外反し端部を上方につまみ上げており丸

い。磨滅著しいがユビ成形から内面は板ナデ、外面はハケ整形からナデ・ミガキと思われる。器表はに

ぶい黄褐で、内面は浅黄橙～橙で、クサリ礫含む。

　２４７は平底から長胴で内湾する体部で、最大腹径は上位にある。底部中央に焼成後の穿孔が認められ

る。肩は丸く、頸部は明瞭で口縁部は短く外反する。端部は角張り、上方につまみあげている。ユビ成

形からハケ・ナデ整形で、口縁部のみヨコナデで全体に薄く仕上げられている。外面は一部ミガキも行

われているかもしれないが、磨滅している。にぶい黄橙～にぶい橙で砂粒含んでいる。

　２４８も文様片でやや内湾する。竹管など２本１対の施文具を使用している。沈線と山形に近い波状文

が施されている。前期の壺体部であろう。

　２４９は列点文を巡らす文様片で黒斑がある。砂粒やや多くにぶい黄橙～にぶい橙を呈する。

ＳＤ０７出土遺物（２５０～２５９）

　２５０は外反し端部内外に大きく肥厚する加飾の壺口縁部である。端面には４条の凹線があり、先に細

くて浅く長い刻み目を付けている。上半には上の凹線にほぼ接して全面に円形浮文を巡らせる。下半は

全体の６ヶ所に２個１対の円形浮文を付加する。上の端部には刻み目を施す。内面には端部と同じよう

に断面三角で上部が丸い突帯を２条付けている。端部には刻み目も施す。２条の突帯の間に２個１対の

小円孔を穿っている。端面下半の円形浮文に呼応する位置に配されている。にぶい橙で細砂含む。

　２５１は外反する口頸部で端部を欠いている。頸部には断面三角の２条の細めの突帯が回っている。ハ

ケ整形ののちナデで、ヨコナデで仕上げる。端部内面には２条の断面半円の突帯があり、刻み目が施さ

れている。下方に垂下する部分が欠失している。突帯間に小円孔が貫通している。一個しか残存してい

ないが、２個１対になろうか。にぶい橙で雲母などの砂粒含む。焼成良好。

　２５２は垂下する口縁端部であろう。端面には３条の凹線があり、その上に竹管文付きの大きめの円形

浮文が施される。にぶい橙で細砂含む。

　２５３は内面に細い３条の突帯を付ける外反する口縁部である。断面半円で刻み目を付ける。突帯間に

２個１対の小円孔を各々開けている。橙で細砂含み、ヨコナデである。

　２５４は外反する頸部で指頭圧痕の付いた貼付突帯が巡っている。にぶい橙で砂粒含む。ヨコナデ。

　２５５は内湾する壺胴部の破片で、器肉は暗灰、器表は淡黄である。内面はユビナデの痕跡が明瞭に

残っている。上から６条以上の櫛描き直線文、４条の波状文、３条以上の直線文で装飾している。
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　２５６は高杯で口縁端部の開く部分を欠いている。直線的に開き、内面に断面方形の突帯を有し、水平

ぎみに広がり垂下するか。ハケ整形ののち内面はミガキで仕上げる。口縁部はヨコナデ。にぶい橙で砂

粒含む。

　２５７は甕底部であろう。上げ底から広がる。ユビ成形からナデである。底面も同じである。砂粒多く

含み、にぶい褐で内面だけ黒褐である。

　２５８はドーナツ底で、器表に化粧土を塗布している。器肉は暗灰で、器表は橙～にぶい黄橙を呈する。

体部は外傾する。ナデ仕上げと思われるが、表面磨滅著しい。黒斑が認められる。

　２５９は小さめの平底から開き内湾する体部になる。ハケ整形で内面は板ナデである。にぶい橙で細砂

含む。

北半部礫層上落ち込み出土土器（２６０～３１０）

　２６０～２８７は壺、２８８～３０１は甕、３０２～３１０は高杯である。

　２６０は外反する口縁部で端部内外に肥厚する。端面に細長い刻み目を入れている。橙～にぶい黄橙で

ヨコナデ仕上げ。端部に黒斑あり。

　２６１は外反し垂下する口縁部で端部は肥厚する。端部は貝殻状のもので押圧した痕跡（刺突文）があ

る。外面はハケ整形で全体にヨコナデが加えられる。灰黄褐をしている。

　２６２は外反する口縁部で端部大きく内外に肥厚する。４条の凹線文ののち細長い大きな刻み目状の斜

線を施してから長さの差がある棒状浮文を貼付する。２個か３個１単位（残存部は３個）と思われ、復

原すると９ヶ所になる。頸部には指頭圧痕の付いた幅広の突帯が付く。にぶい褐～灰黄褐をする。

　２６３は口縁端部の破片で端面に１２条の波状文を有する。橙をしており、ヨコナデである。

　２６４は外傾し端部が大きく肥厚する口縁部で、端面に３条の凹線があり、その上に棒状浮文を４個貼

付している。にぶい黄橙でヨコナデ仕上げ。

　２６５は端部が下方向に垂れるもので端面に５条凹線があり、斜線文を加える。端部内側に小孔があり、

蓋との結合であろうか。

　２６６は頸部に２条の突帯を持つ。軽侮外面はヨコナデ、内面はナデ。体部は内湾しハケ整形である。

外面は上から直線文―波状文―直線文―円形浮文―波状文と装飾している。磨滅しており、単位は上の

直線文が７条であることしかわからない。明黄褐～浅黄橙である。

　２６７は外傾する口縁部で端部肥厚する。浅黄橙を呈し、ヨコナデである。器肉厚い。

　２６８は外傾し端部肥厚するもので、端面に円形浮文を付けている。ヨコナデでにぶい橙を呈する。

　２６９は外反し端部近くで直立する広口壺で、端部は角張り、立ち上がる部分は面になっている。内外

面ともにハケ整形で、端部周辺はヨコナデで端面には４条の凹線がある。橙で砂粒多く含む。

　２７０は垂下する端部で肥厚している。上に貼り付け突帯があり、刻み目を入れている。垂下する上面

には円に近い扇形文を施し、端面には刺突文を入れる。灰黄褐～オリーブ黒で河内からの搬入品である。

　２７１は垂下する口縁部で、端部肥厚し端面には貝殻で押圧し施文している。内面には２条の突帯を付

け、磨滅しているが刻み目があるようである。オリーブ黒～にぶい黄橙でヨコナデである。

　２７２は外反し端部肥厚する。内面に高い突帯を付け刻み目が施される。橙でヨコナデ仕上げ。

　２７３は外反する頸部で２条の突帯が付く。頸部にある突帯は指頭圧痕の付く低い突帯で、その上の突

帯は断面三角形である。ハケ整形からナデ・ヨコナデ仕上げである。

　２７４～２８１は文様片で、２７４は頸部の小片で４条の貼り付け突帯で上に棒状浮文を付ける。ヨコナデで
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にぶい橙である。２７５は内湾し８条波状文―１０条直線文―８条波状文を施している。２７６は斜格子文と円

形浮文が付けられている。にぶい橙で砂粒含む。ナデ仕上げである。２７７はハケ整形ののち外面はミガ

キ、内面はナデである。肩部に刺突文があり、にぶい橙である。２７８はハケ整形後ナデ調整で、１７条以

上の直線文と８条以上の波状文が見られる。にぶい黄橙～灰をしている。２７９もハケ整形からナデで橙

を呈する。残存部で６条以上の直線文―８条波状文―斜格子文で飾る。２８０はナデ整形で内湾する。に

ぶい黄橙で直線文の上に円形浮文が付く。比較的大きめの浮文が４個残存している。２８１は斜格子文―

６条直線文―斜格子文で、橙でクサリ礫含んでいる。上の斜格子文は下の方が開いている。内面はナデ

で磨滅顕著。

　２８２～２８４は無頸壺である。２８２は内湾し端部が最も厚くなり角張る。端部周辺はヨコナデで端部下に

２条の突帯が付く。橙でクサリ礫含んでいる。２８３は２８２より口径が大きい。内湾し端部角張る。にぶい

褐で外面ハケ整形、内面ナデ、端部周辺ヨコナデである。端部下に２条の突帯を持ち、刻み目を入れて

いる。２８４は内傾し端部丸い。ヨコナデで２条の突帯を端部下に持つ。

　２８５は外反し端部が内外に肥厚して水平面になっている。橙でヨコナデ、外面の端部下に３条の低い

突帯を付け指頭圧痕を施す。

　２８６・２８７は壺底部で平底から内湾する。ユビ成形から外面はミガキ、内面はハケ整形である。ともに

にぶい黄橙で砂粒含む。２８６は底面もミガキを行い、黒斑がある。

　２８８は大形甕口縁部で、外反し端部内外に肥厚する。頸部に幅の広い突帯を貼り指頭圧痕で装飾する。

にぶい黄橙で端部周辺はヨコナデ。端面に円形浮文が外れたような痕跡が残る。

　２８９は内湾する体部からくの字の頸部になり、短く外傾し端部はつまみ上げる。ハケ整形で口縁部は

ヨコナデ仕上げ。浅黄でクサリ礫含む。煤付着している。

　２９０は内傾する体部から外傾し、端部は肥厚し上につまむ。体部はハケ整形で口縁部はヨコナデ。灰

黄褐。

　２９１は直立ぎみながら湾曲する体部から緩やかに外反する口縁部になる。端部は丸い。体部はハケ整

形で口縁部はヨコナデ。にぶい黄橙を呈し砂粒含む。端部に刻み目がありそうである。

　２９２は器壁の厚い内湾する体部から短く外反する口縁部に続き、端部は丸く肥厚する。内面はユビ成

形からハケ整形し指ナデをする。外面はハケ整形で口縁部はヨコナデである。にぶい橙～灰黄褐をして

いる。

　２９３は内湾する体部から断面バチ形の短く外傾する口縁部になる。端部は開き肥厚する。ハケ整形か

らナデ仕上げ、口縁部はヨコナデでにぶい橙である。

　２９４は内湾する体部から外反する口縁部で端部は厚く角張る。口縁部はヨコナデ、体部内面はケズリ、

外面はナデ。浅黄橙をしている。

　２９５は前期に遡る甕口縁部である。外反し端部は丸く刻み目を有する。頸部には１条の沈線がある。

浅黄橙で砂粒多く含む。

　２９６～２９８は似た形状で平底から外反する体部になる。内面と底面はナデ、外面はミガキである。にぶ

い黄橙で砂粒含む。２９７には黒斑がある。

　２９９は底部端が外に開く平底で外反する体部に続く。２次焼成を強く受けており、土器器肉が層状に

剥離しそうに変化している。にぶい橙でユビ成形からハケ整形・ナデﾞである。

　３００は甕底部としたが、コップ形土器の底部か。平底から内湾する体部になる。内面は指ナデである。
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　３０１は大形甕で僅かな上げ底から外傾する。内面はユビ成形からナデ、外面はミガキである。浅黄橙

～にぶい橙で黒斑がある。

　３０２は外反ぎみで端部は角張る。ヨコナデで仕上げている。灰白～暗灰。

　３０３は器壁厚く外反し端部角張る。内面はナデで端部から外面はヨコナデである。浅黄で砂粒含む。

　３０４は浅めの杯部で内湾して端部は水平に短く延びる。端部は角張り、端面に３条の凹線を入れる。

細長い刺突文を刻み目状に入れ、さらに円形浮文を巡らす。端部周辺はヨコナデで体部は内外面ともに

ヘラミガキで仕上げる。にぶい黄橙で砂粒含む。

　３０５は木器模倣形の杯部で内湾する体部はヘラミガキで仕上げる。体部延長上に突帯を設け、そこか

ら水平に開き、端部はバチ形に肥厚する。浅黄橙をしており、口縁部はヨコナデである。端面には細長

い刻み目状に刺突文を斜めに入れ、円形浮文を貼る。浮文は４個単位で１周せず、８ヶ所に配置してい

るようである。

　３０６は外傾する体部でヘラミガキで仕上げている。方形の幅広に突出してから水平に開く口縁部であ

ろう。

　３０７～３１０は脚部である。外反して端部は内外に肥厚する。内面はすべてヘラケズリで端部周辺はヨコ

ナデである。３０７は端面が凹んでおりにぶい黄橙である。外面は板ナデであろうか。３０８は端面ではなく

裾部に鋸歯文を設けている。右上がりに３本の斜線を入れている。にぶい橙である。３０９は端部が上に

面となって延びている。にぶい橙で内面はハケ整形を加える。３１０は体部の器壁薄く、橙を呈する。文

様は不明ながら線刻を施している。縦方向に１本描かれている。その横の斜線も関連するものかもしれ

ない。その下に三角形のヘラ先で押圧した刺突文が巡っている。刺突文によって端部の突出がより際

立っており、断面はＴ字形になっている。

北半流路出土土器（３１１～３２７）

　３１１は外反し口縁頂部に突帯を有して垂下する口縁部である。端部を欠いている。突帯は２条あり刻

み目を加えている。もう１条上にありそうである。橙で内面は横方向の細かいヘラミガキで仕上げる。

外面はナデ、端部近くはヨコナデである。

　３１２は外傾する口縁部で端部は玉縁状になっている。外面は橙で、内面は灰白でヨコナデ。

　３１３は外反し端部内外に肥厚する。ヨコナデで端面に２条の凹線がある。外面は橙～褐灰、内面はに

ぶい橙～褐灰で砂粒多く含む。

　３１４は外反し端部も大きく屈曲させている。丸みを持った端面に綾杉状に刺突文を施している。外面

はハケ整形、内面は細かいヘラミガキである。端部周辺はヨコナデで橙をしている。

　３１５は外反し端部近くで内湾ぎみになり端部内側に肥厚し面となる。外面は縦方向の、内面は縦方向

から横方向のハケ整形である。灰白～灰黄をし、端部周辺はヨコナデ。

　３１６は壺頸部かと思われる。外反しており３条の突帯を付け浅い刻み目を施す。棒状浮文を貼付して

いる。残存しているのは２個だけであり巡らせてはいないだろう。頸部外面には縦方向に綾杉状にヘラ

先で線刻している。内面は板ナデで橙をしている。

　３１７は外反する甕口縁部で端部は角張る。ハケ整形からナデ仕上げ、端部はヨコナデ、にぶい橙を示す。

　３１８は鉢口縁端部で内湾し端部肥厚する。浅黄～灰白でヨコナデ仕上げ。

　３１９は高杯脚部で外傾し端部上方に肥厚する。外面に三角形の押圧文を置き、上に鋸歯文を施す。左

上がりで３本の斜線が描かれる。内面けずり、外面ナデ、端部周辺ヨコナデで、にぶい黄橙をしてい
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る。

　３２０は壺底部で平底から内湾する。内面はハケ整形でにぶい橙～灰黄褐である。

　３２１～３２７は３２２を除き壺体部の文様片である。３２１は内傾しており、波状文―直線文―２条貼り付け突

帯となっており、直線文の上に２段の竹管文帯を設けている。突帯の上に棒状浮文を付加する。にぶい

黄橙である。３２２は鉢口縁部で内湾し端部角張る。端部下に径７㎜の円孔が１対存在する。内面ケズリ、

外面タタキからナデで、にぶい黄橙をしている。３２３は内湾し３条の刻み目を付ける突帯を有する。３２４

は外反し３条の低い突帯を持つ。灰黄をしている。３２５は壺体部で算盤玉状に内湾している。最大腹径

上に刺突文を施し、その上端に接して円形浮文を巡らす。その上に波状文もあるが不明瞭である。内面

はユビ成形からナデ整形。明黄褐～浅黄砂粒含む。３２６は内湾し２条波状文―竹管文―２条以上直線文

がある。ナデ仕上げで浅黄橙。３２７は刺突文が見られる。にぶい黄橙を呈している。

４．包含層出土土器（３２８～４２０）

①縄文晩期の土器（３２８）

　１点だけ突帯文が出土している。時期的に弥生土器と併行していても良いものである。外反し端部は

丸く突帯は低い。突帯には刻み目が入れられている。にぶい赤褐～褐灰で、外面は条痕文が内面はナ

デ。

②弥生前期の土器（３２９～３３４）

　図化した土器はすべて壺である。３２９は内湾し貼り付け突帯２条で刻み目が加えられる。褐灰～にぶ

い黄橙でナデ仕上げ。３３０は内面にぶい赤褐でナデ、外面黄褐でハケ整形ののち５条の沈線を入れる。

３３１はヘラ描きで上から６条沈線―２条波状文―２条沈線―２条波状文―２条沈線を施している。波状

文特に下のものは山形に近い。灰黄褐で砂粒含む。３３２は内湾し頸部したに７条の沈線を有する。内面

は浅黄橙～灰白、外面はにぶい黄橙～灰白でナデ仕上げ。３３３は外反ぎみの肩部で３条の沈線がある。

灰白～明黄褐をしている。ナデ調整。３３４は大形の底部である。ユビ成形から強いナデで整形する。外

面はハケからナデである。平底から緩やかに内湾している。外面は灰白、内面はにぶい橙～橙で、砂粒

多く含む。

③弥生中期の土器（３３５～４１８）

壺（３３５～３９２）

　壺は口縁部などの特徴から幾つかに分類できる。口縁部からは、Ａ通常に口縁部が開くもの、Ｂ通常

に口縁部が開き端部は肥厚するもの、Ｃ端部が大きく垂下するもの、Ｄ直口するもの、Ｅ小形で直口す

るものＦ広口壺、Ｇ無頸壺に分けられる。さらに内面の突帯や文様の有無、端面の凹線・刺突文の有無

で細分が可能である。また、頸部の突帯の有無なども分類作業での条件になる。

Ａ通常に口縁部が開くもの（３５１・３５２）

　頸部に突帯を持つ３５１と、持たない３５２に細分できる。３５１は外反し端部上につまむ。頸部に指頭圧痕

を押圧した低い突帯を持つ。外面ハケ整形でにぶい橙～にぶい黄橙。３５２は外反し端部丸くにぶい黄橙。

Ｂ通常に口縁部が開き端部は肥厚するもの（３３９～３４４・３４６～３５０・３５４）

　内面に突帯のないＢ１と突帯のあるＢ２（３４０）に分けられる。３３９は３条の凹線の上に綾杉状に細長
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い斜線を引いている。端部は内外に肥厚しヨコナデで、橙をしている。３４０は突帯に刻み目がなされて

いる。端面は３条凹線に斜線の刺突文を施し、さらに細い棒状浮文を付けている。にぶい橙を呈しヨコ

ナデである。３４１は端部の小片でここにしているが、本来は垂下するＣの可能性が高い。ヨコナデで丸

い端部に円形浮文を付けている。３４２は３条の凹線を持ち、やや外開きである。にぶい黄橙でヨコナデ。

３４３は端部を欠いている。凹線２条残存し浅い斜線文を引き、細い棒状浮文も貼付している。にぶい橙

で砂粒含む。３４４も似た文様構成である。４条凹線に斜線文と細い棒状浮文を施す。ヨコナデで、にぶ

い橙～灰白をしている。３４６は端部下側に突出しており、端面に５条の凹線から棒状浮文を付ける。棒

状浮文は４個１単位であろうか。にぶい橙をする。３４７は内外に肥厚する端部で上と内側突帯に刻み目

を入れている。端面には３条の凹線があり斜線文を入れる。端部内側に３㎜前後の小円孔がある。にぶ

い黄橙で内面はハケ整形で他はヨコナデ。３４８は肥厚する端部で大きめの刻み目のような刺突文を端部

全体に入れる。灰黄褐でヨコナデ仕上げ。３４９はヨコナデで橙をしている。文様のない無地である。３５０

は上側につまむ端部で端面に円形浮文があったと思われる。にぶい橙でヨコナデ。３５４は小片で外反し

端部肥厚し端面には２条の凹線があるか。外面はハケ整形で端部周辺はヨコナデ。にぶい橙。

Ｃ端部が大きく垂下するもの（３３５～３３８・３４５）

　内面に突帯のないＡ１（３３５・３３７）と突帯のあるＡ２（３３６・３３８・３４５）に分けられる。３４５は突帯が

２条ある。３３７は突帯がないが、その部分に円形浮文を巡らせている。３３５は端面上部に１条凹線、下に

波状文を施し、その間に円形浮文を配置する。頸部には指頭圧痕のある突帯を付け、内面にも波状文で

飾っている。浅黄橙で内面はハケ整形。３３６は端部上部と突帯に刻み目を有する。にぶい黄橙でヨコナ

デである。３３７は短く垂下する。端部は下に尖っている。にぶい橙でヨコナデ仕上げ。３３８は垂下するが

直線的である。端面には交差するような細長い刺突文がある。内面突帯には刻み目が見える。にぶい黄

橙をしている。３４５は小さく垂下し端面両端に刻み目がある。刻み目の間に円形浮文が貼付されている。

浅黄橙でヨコナデ調整。

Ｄ直口するもの（３６４～３６６）

　３６４は外傾し端部内外に肥厚する。端部下に２条の突帯があり、端部外側も合わせて刻み目が入れら

れる。突帯の下には波長の高い波状文がある。内面はハケ整形で、外面はナデ、端部周辺はヨコナデで

にぶい橙をしている。３６５は内湾ぎみに直立し端部は角張る。端面中央が凹んでいる内面はナデで他は

ヨコナデ。明黄褐～橙。３６６は内湾し端部幅広く角張る。外面には４条の貼り付け突帯が付くにぶい橙

でヨコナデ仕上げである。

Ｅ小形で直口するもの（３５６・３５７）

　３５６は外傾し端部角張り外側に出る。端部下に２条の凹線がある。橙～にぶい橙でヨコナデ。３５７は外

傾し端部は角張る。端部外側に刻み目を入れている。端部周辺はヨコナデ、橙を呈する。

Ｆ広口壺（３７０）

　口径３４．４㎝と大形の口縁部である。外反する頸部には指頭圧痕の付く突帯が付けられる。途中から直

立ぎみに外傾し端部は上に尖っている。頸部はナデで端部はヨコナデである。直立部分外面に斜格子文

を入れ、端部には刻み目を入れ竹管文の付く円形浮文が貼られている。内面は灰白、外面は浅黄橙。

Ｇ無頸壺（３７１～３７６）

　３７１は外傾し端部近くで内傾し端部角張る。屈曲する下に凹線が１条ある。体部はナデかミガキで、

端部周辺はヨコナデである。灰白～暗灰である。器高の高いもので脚台が付くであろう。３７２は口径３８．４
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㎝ と大形である。端部下に突帯が１条あり、ヨコナデである。外面はハケ整形で灰白を呈する。３７３は

内湾し端部は内外に肥厚する。外面に２条の突帯があり刻み目を入れる。端部周辺はヨコナデで他はナ

デ仕上げ。にぶい黄橙でクサリ礫含む。３７４は内傾し端部内側に尖る。６条の凹線があり、その下に５

条以上の波状文がある。にぶい橙で端部周辺はヨコナデである。３７５は内湾し端部大きく肥厚する。外

側に刻み目付ける。浅黄橙～灰白でヨコナデ仕上げ。３７６は大きく内湾し端部内側に尖る。端部中央や

や凹んでいる。端部下に２条突帯があり、刻み目を加える。内面はナデで端部周辺はヨコナデ。にぶい

黄橙をしている。

　口縁部で分類できなかった壺も幾つかある。３５３は突帯が２条ありタイプがやや異なる。端面には凹

線３条あり棒状浮文を付ける。浅黄橙でヨコナデ。３５５は口唇部に３条凹線があり斜線文を入れる。口

縁部はヨコナデで受け口状になる。橙～灰黄である。

　３６１から３６３は底部である。３６１は突出平底に近く、他は平底である。３６１は内面ハケ整形で外面はミガ

キ、底面はナデである。浅黄橙である。３６２は外傾する体部で内面にぶい橙でハケ整形、外面灰白～に

ぶい橙でナデである。３６３は外反する体部でユビ成形から内面はハケ整形で灰黄褐～にぶい赤褐、外面

はミガキで赤褐～褐灰をしている。

　３６７～３６９・３７７～３９２は文様片である。口縁部・頸部と体部の部位がある。波状文が多いが、突帯・刻

み目もある。３６７は肩部に直線文を引いた上に円形浮文を配する。外面はにぶい黄橙でハケ整形からナ

デを加える。内面は橙～褐灰でナデ仕上げ。３６８は内傾する体部で頸部に突帯が１条付く。波状文と直

線文で飾る。にぶい黄褐～にぶい黄橙でハケ整形からナデである。３６９は頸部で３条の突帯の上に棒状

浮文を付ける。内面には絞り目状の痕跡が残る。にぶい橙でナデである。３７７も頸部で幅の広い突帯を

付け指頭圧痕が付く。にぶい橙でヨコナデ仕上げ。３７８も指頭圧痕で押圧した突帯を持つ頸部である。

にぶい黄橙でヨコナデ。３７９は内湾する体部でハケ整形ののち、４条以上の直線文と斜格子文を施す。

にぶい橙で内面ナデ。３８０は低い１条の貼り付け突帯でナデ。３８１は内湾する口縁部で端部肥厚する。５

条凹線―５条波状文―６条直線文―５条波状文―２条以上直線文で装飾する。橙で内面ハケ整形、外面

ヨコナデ。３８２は６条の波状文である。にぶい黄橙～灰黄褐でナデ整形。３８３は上下２条の凹線（沈線）

の間に２条の波状文がある。磨滅顕著で不分明であるが、胎土に砂粒多く含んでいることから前期かも

しれない。３８４は灰黄褐で竹管文が施されている。ナデ整形。３８５はハケ整形ののち１１条以上の直線文と

１８条以上の波状文が見られる。内面ナデでにぶい黄橙である。３８６は６条以上の直線文―条数不明の波

状文（磨滅のため）－直線文となされ、円形浮文が貼付される。にぶい橙で内外ともナデである。３８７

は内湾し肩部に円形浮文を付ける。明黄褐でナデ。３８８は頸部から内傾する体部で８条波状文と８条直

線文を施す。にぶい黄橙でナデ仕上げ。３８９は外反ぎみの体部で６条直線文と波状文が認められる。灰

黄褐でナデ。３９０は残存部下端に突帯があり棒状浮文が付く。上に２帯の丈管文が回り、条数不明の波

状文がある。灰黄褐でナデ、河内からの搬入品と思われる。３９１は内湾する体部から頸部で頸部には突

帯が付く。体部には８条直線文と８条波状文、３条以上直線文がある。ハケ整形からナデで、にぶい橙

である。３９２は内湾する体部で９条直線文―７条波状文である。外面は赤褐～灰白でハケ整形、内面は

にぶい橙でナデ。

蓋（３９３）

　内湾する体部に短く外反するつまみが付く。ナデ整形で灰黄をしている。黒斑がある。
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甕（３９４～４１０・４１２）

　くの字のものと端部が肥厚するものに分けられる。色調はにぶい黄橙のものが大半で端部はヨコナデ

である。３９４は短く外反する口縁部で端部肥厚する。内外面ともハケ整形である。３９５は内湾する体部か

らバチ形に端部が肥厚する口縁部となる。３９６は頸部内面の稜線が鋭い。内湾する体部から外傾する口

縁部で端部肥厚する。内外ともハケ整形か。内面は磨滅している。３９７は内湾する体部から外反し端部

上につまみ上げ丸く納める。頸部に刺突文を巡らせている。余り見かけないタイプで搬入であろうか。

３９８は大きく外反する口縁部で端部角張る。内面ケズリで頸部厚く稜線鋭い。３９９は薄手に仕上げてお

り、内外面ともにハケ整形である。内湾する体部から短く外傾し端部つまみあげている。４００は内傾す

る体部から外反し端部内外に肥厚する。にぶい橙となり砂粒含む。４０１は内湾する体部からバチ形に開

く短い口縁部になる。内面はハケ整形。４０２は頸部が外反し外に開き端部肥厚する。丹塗りである。４０３

は内傾する肩部から短く外反し端部大きく肥厚する口縁部である。端面に３条の凹線文を施しヨコナデ

で仕上げる。外面はハケ整形からナデでにぶい黄橙、内面は板ナデで橙。砂粒少量含む。黒斑がある。

４０４は外反ぎみの口縁部で端部肥厚し内側につまみあげる。内面ハケ整形。４０５は大きく屈曲する頸部か

ら外傾し端部内外に肥厚する。端面には２条の凹線が施されている。４０６は小形で内傾する体部から短

く外傾する。内面ケズリ、外面ハケ整形で、外面は黒褐である。４０７は球形に内湾する体部から外傾す

る。端部厚く丸く肥厚している。４０８は底部に近い体部で外面ミガキで籾痕が残っている。４０９は平底か

ら外反する体部になる。内面はナデで外面はミガキである。４１２は平行から右上がりのタタキで底は平

坦でナデている。内面もナデである。

甑（４１１・４１３）

　３点図化している。４１１は平底から直線的に開く底部で焼成前に穿孔している。底面と内面は板ナデ

で外面はヘラミガキである。にぶい褐～灰黄褐である。４１３は平底から外傾する。内面ナデで外面ミガ

キ、焼成前の穿孔である。

高杯（４１５～４１７）

　４１５は内湾し端部肥厚する口縁部で、端部の一部を欠く。端面に１条の凹線がある。内外面ともハケ

整形である。にぶい橙～にぶい黄橙である。４１６は外傾から急に湾曲し端部は面となり水平に肥厚す

る。端部外面に刻み目があり、屈曲した外側に刺突文が施される。内面はハケ整形からナデ、口縁部は

ヨコナデである。橙で砂粒含む。４１７は脚部である。外反し端部は角張り幅広になる。内面ケズリで端

部周辺はヨコナデである。橙～にぶい黄橙をしている。

脚台（４１８）

　台付き壺・鉢などの脚台であろう。外反し端部は丸く納める。底部は平たくハケ整形である。黄灰～

浅黄橙で砂粒含む。内面はハケ整形、外面はナデで端部周辺はヨコナデ。

④弥生時代後期の土器（３５８～３６０・４１４）

　４点とも底部で形態から後期の土器と思われる。３点壺で突出平底である。１点は甑である。３５８は

小形でミニチュアかもしれない。河内からの搬入品と思われる。底面外面もナデており、外面はミガキ

を加えている。灰黄褐である。３５９はハケ整形で内面には工具痕が残る。にぶい黄橙である。３６０は内面

のハケが原体の痕跡を残すものである。外面はﾐミガキで底面はナデである。灰黄褐である。４１４は尖

り底で中央に焼成前に穿孔している。底部の厚さは２．６㎜ と厚い。外面はタタキ、内面はハケ整形であ
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る。大きな黒斑がある。灰黄～にぶい黄橙を呈する。

⑤古墳時代・中世の土器（４１９・４２０）

　１点ずつ図化している。４１９は明確ではないが、古墳時代はじめの器台かと思われる。外反し上部に

２条の突帯を付ける。高い突帯で２条の間がくっついており断面Ｍ字形になっている。刻み目を施す。

円形の透孔がある。

　４２０は土師器甕である。直立する体部で端部から外側に水平に開く鍔が付く。端部は角張っている。

外面はにぶい黄橙でハケ整形である。煤付着している。内面は灰黄褐でナデ整形である。鍔部はハケ整

形からナデ、ヨコナデで仕上げる。 （渡辺）

　

（２）石器（図版３５～３９）

　５４点を図化した。ここでは、器種別に報告を行う。

打製石鏃（図版３５、Ｓ１～Ｓ１０）

　１０点を図化した。すべてサヌカイト製である。石鏃の型式設定は、基部形態を次のように５つに分類

した。

　１類：中央部に抉りがあるいわゆる凹基で、両端が尖るもの。

　２類：１類と同様凹基で、両端が丸みを帯びるもの。

　３類：基部が平坦で、これまで平基と呼んできたもの。

　４類：中央部が突出し、凸基と呼んでいるもの。

　５類：その他、分類が不明なもの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１類　凹基式石鏃（Ｓ１）

　Ｓ１は基部の一部が欠損する。作用部のつくりは丁寧ではなく、先端部がやや厚い。

２類　凹基式石鏃（Ｓ２・Ｓ３・Ｓ８・Ｓ９）

　Ｓ２は抉りのある基部は薄く、先端部に最大厚を持つ。作用部のつくりも雑なことを考えると、未製

品に近いと思われる。Ｓ３は長さ１５．４㎜、厚みが２ ㎜ と、１０点の石鏃の中で最も小さい。作用部のつく

りは、先端部に行くほど雑になっている。Ｓ８は先端部がやや欠損しているが、両側縁はＳ字状を呈し

ており、中央部に最大厚を持つ。縄文時代に属する可能性もある。Ｓ９は１０点の中では最も大型の石鏃

である。裏面に大きな剥離面を残す。

３類　平其式石鏃（Ｓ４～Ｓ７）

　Ｓ４・Ｓ５は、ともに裏面に大きな剥離面を残す。作用面も、両面から比較的丁寧な押圧剥離によって

調整されている。Ｓ５は大きさのわりに厚みが２．８㎜ と薄く、断面は平坦である。Ｓ６は基部付近に最大

厚を持つ。表面に比べて、裏面のつくりは荒い。Ｓ７は基部が欠損しているので円基式の可能性もあ

る。Ｓ３に次いで小さいが、先端部にいたるまで丁寧に作られている。

１類 ２類
基部
形態 その他

５類３類 ４類

図１０　石鏃の形態分類
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４類　凸基式石鏃（Ｓ１０）

　基部がやや欠損しているが、作用部と基部の長さはほぼ等しい。最大厚は基部に近い部分にあり、両

面ともに剥離面を残すため、断面は菱形を呈さない。表面の先端部付近には、真ん中に稜線が通る。

打製石剣（図版３５、Ｓ１１）

　両面とも稜線は中央を通らず、裏面には大きな剥離面が残る。その為、多くの石剣に見られるような

菱形の断面を呈さない。基部側は大きく欠損している。作用部は、連続した剥離によって調整されてお

り、先端と基部には欠損後に再加工された痕が認められる。表面の稜線の一部に磨滅が見られるが、全

体に見られないことから水磨によるものではないと思われる。サヌカイト製である。

石錐（図版３５、Ｓ１２～Ｓ１５）

　Ｓ１２は作用部と装着部が明瞭に分かれる。基部の「頭部」にあたる部分が欠損しているが、おそらく

は両側が張り出した菱形を呈していたと思われる。錐部先端は急角度の稜をなし、断面は三角形に近い

形をなす。Ｓ１３は半面と錐部先端を欠くが、作用部と装着部に分かれている。先端部付近の断面は平坦

である。Ｓ１４は作用部と装着部の境がなく、一定の幅を持つ棒状のもので、半面と先端を欠く。一ヶ所

に抉られた剥離が見られ、何らかの石器を錐に転用したとも考えられる。Ｓ１５も厚さが６．８㎜ と厚く、

調整された抉りがあること、切断面の縁辺にも潰れ状の剥離が認められることから見て、楔形石器から

錐に転用したものと思われる。先端部は短く、潰れている。全てサヌカイト製で、Ｓ１５は他の石器に比

べてやや色が白く、風化によるものと思われる。

削器（図版３６、Ｓ１６～１９）

　Ｓ１６は上部に自然面を残す剥片を利用し、微細な連続した剥離面を持つ一側縁を作用面としている。

作用面のエッジの一部と、欠損部の一部に潰れた剥離面が見られる。上部に急角度の稜が見られ、厚み

も１０．７㎜と厚いことから、何らかの石器を作るつもりで剥片を取ったものの上手くいかず、削器に利用

したと考えられなくもない。Ｓ１７は三角形状の剥片のやや湾曲した一側縁を刃部としている。大きめの

調整を両面から行っているが、刃部はかなり潰されている。楔として再利用したとも考えられる。Ｓ１８

は横長剥片の一側縁を刃部としているが、調整は連続して施されてはいない。片側の面は、丸みを帯び

て割れているが、後に意図的に数回敲打され（剥片の採取あるいは）調整が行われた可能性がある。Ｓ

１９は大型の剥片の短辺の方を作用面としている。調整は両面から行われており、表裏面とも大きな剥離

面を残す。全てサヌカイト製で、Ｓ１７は他の石器に比べ色が白い。風化によるものと思われる。

打製石包丁（図版３６、Ｓ２０～Ｓ２２）

　Ｓ２０は約２／３を欠損するが、湾曲した背部と直線的な刃部を持つ打製石包丁である。表裏両面から

調整を行って刃部を形成し、背部は階段状剥離の後刃潰しを行っている。全体に磨滅が著しいが、表面

は特に顕著である。これは水磨によるものではなく、使用によるものと推察される。Ｓ２１は上下をやや

欠くが、楕円形に近い形状を持ち、周縁全体が丁寧に敲打形成されている。特に背部は両面とも階段状

剥離が顕著で、持ち手を意識して刃潰しも重点的に行われている。裏面の稜線から左半分には磨滅が見

られる。これは、ちょうど石包丁を持ったときに指が当たる部分なので、これも水磨ではなく使用によ

るものである。Ｓ２２も上部を欠くが、刃部はやや内湾し、緩やかに外湾する背部を持つと思われる。欠

損部に近い背部に刃潰しが施されている。背部の刃が潰された部分と、表裏面の一部に磨滅が認められ

る。Ｓ２１・Ｓ２２と同様に手や指が当たる部分なので、使用によるものと思われる。全てサヌカイト製で、

Ｓ２１はＳ１７と同様に色が白く、風化と思われる。
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楔形石器（図版３７、Ｓ２３～Ｓ３６・図版３８、Ｓ３７・Ｓ３８）

　当遺跡では、図化した５４点のうち楔形石器は１６点と最も数が多い。「１つ以上の縁辺に（微細な）階

段状の剥離を有する石器は、楔形石器である（兵庫県教育委員会　１９９８）。」という考えを元に、次のよ

うに分類した。剪断面のないものをＡ類、剪断面の存在するものをＢ類、剪断面がありスポール状の形

態と認めたものをＳ類と大きく３つに大別した。

　Ａ類は、階段状の剥離痕が確認できる縁辺の数で、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４と細別した。Ｂ類は、剪断

面の面数でＢ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４と細別し、Ｂ２類については、剪断面が相対する２辺に平行なものを

Ｂ２Ｐ型、隣り合った２辺にＬ字状に剪断面が存在するものをＢ２Ｌ型、剪断面がＶ字状に存在するもの

をＢ２Ｖ型とした。Ｓ類は、剪断面が一面のものをＳ１型、２面のものをＳ２型とした。

　　なお、今回はＡ２、Ａ４、Ｂ３、Ｂ４、Ｓ１、Ｓ２類は認められなかった。

Ａ１類（Ｓ２３）

　上辺にのみ段差の大きな階段状剥離が見られる。向かい合う辺は三角形をなし、大きな剥離面のまま

である。使用により変形し、このような形になったと推測される。

Ａ３類（Ｓ２４）

　３辺に微細な階段状剥離が見られるが、特に上辺が顕著である。

Ｂ１類（Ｓ２５～Ｓ３１）

　Ｓ２５は縁辺の一部に自然面を残す。Ｓ２６の縁辺の剥離は微細であるが、階段状剥離と剪断面が見られ

ることから楔形石器に分類した。Ｓ２７は上下と右側縁に階段状剥離が見られる。Ｓ２８は元は台形の剥片

を使用したと思われ、使用によって下面が大きく欠損したと考えられる。階段状剥離は段差が大きく、

剪断面や下方の折れた部分にも敲打痕が見られることから、かなり使われたものと思われる。Ｓ２９は潰

れた階段状剥離が見られることから楔形石器としたが、厚みも５．８㎜ と薄く、上面の加工が丁寧なこと

から、削器あるいは打製石包丁からの転用も考えられる。Ｓ３０は厚みのある石を使用しており、階段状

Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａ４

Ｂ１ Ｂ２Ｐ Ｂ２Ｌ Ｂ２Ｖ

Ｂ３ Ｂ４ Ｓ１ Ｓ１

図１１　楔形石器の形式分類
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表１　石器計測表

重
（ｇ）

厚
（㎜）

幅
（㎜）

長
（㎜）土　　　層遺　　　構地区形式

分類石　 材器　 種報告
番号

０．９３．５１４．７２２．７上層北半流路Ⅲ１サヌカイト石鏃Ｓ０１

０．８４．１１５．８１９．０ＳＨ０１Ⅰ２サヌカイト石鏃Ｓ０２

０．３２．０１１．５１５．４ＳＫ０８Ⅱ２サヌカイト石鏃Ｓ０３

１．４３．９１９．２２５．２ＳＫ０８Ⅱ３サヌカイト石鏃Ｓ０４

０．８２．８１６．４２４．４ＳＫ０１Ⅱ３サヌカイト石鏃Ｓ０５

０．８４．０１３．５２０．５ＳＫ１６周辺Ⅰ３サヌカイト石鏃Ｓ０６

０．５３．３１９．５１７．０礫層上面Ⅲ３サヌカイト石鏃Ｓ０７

１．２４．９１５．７２３．２礫層上面Ⅲ２サヌカイト石鏃Ｓ０８

３．０５．０１８．２３４．１Ｐ１９Ⅱ２サヌカイト石鏃Ｓ０９

１．８４．９１２．５３４．５ＳＨ０１Ⅰ４サヌカイト石鏃Ｓ１０

４３．９１２．９４３．２９７．１ＳＨ０１Ⅰサヌカイト打製石剣Ｓ１１

２．５５．９１７．８３３．７ＳＸ０１Ⅱサヌカイト石錐Ｓ１２

０．９４．２１０．７２６．２礫層上面北半部礫層上（落ち込み）Ⅲサヌカイト石錐Ｓ１３

１．７５．２１０．６３９．２包含層Ⅲサヌカイト石錐Ｓ１４

１３．５６．８２７．１５４．７ＳＫ０６Ⅰサヌカイト石錐Ｓ１５

１６．６１２．７３２．０４６．５包含層（黒褐色シルト）Ⅲサヌカイト削器Ｓ１６

２８．２１０．２５８．２７４．０ＳＫ０６Ⅰサヌカイト削器Ｓ１７

１９．７１３．０２９．６６６．９上層北半流路Ⅲサヌカイト削器Ｓ１８

５０．６１１．６６５．９８４．８ＳＤ０１Ⅰサヌカイト削器Ｓ１９

２０．８８．９４４．３４３．１礫層上面北半部礫層上（落ち込み）Ⅲサヌカイト打製石包丁Ｓ２０

７２．４１２．８４３．７９２．６ＳＨ０１Ⅰサヌカイト打製石包丁Ｓ２１

３１．６９．８４６．５６５．８礫層上面北半部礫層上（落ち込み）Ⅲサヌカイト打製石包丁Ｓ２２

５．６７．０３６．２３０．３ＳＤ０１　ＳＫ１０切合い部ⅠＡ１サヌカイト楔形石器Ｓ２３

４．８７．０３３．５２５．６ＳＨ０４ⅢＡ３サヌカイト楔形石器Ｓ２４

４．２７．１２６．７２２．１包含層ⅢＢ１サヌカイト楔形石器Ｓ２５

３．４５．８２９．０２０．６ＳＸ０１ⅡＢ１サヌカイト楔形石器Ｓ２６

４．７７．６２３．８２７．７Ｐ１３ⅢＢ１サヌカイト楔形石器Ｓ２７

８．０８．７３３．５２９．０北半部礫層上（落ち込み）ⅢＢ１サヌカイト楔形石器Ｓ２８

８．４５．７２９．０４６．５ＳＤ０３ⅢＢ１サヌカイト楔形石器Ｓ２９

１４．４１０．５３８．４３５．５ＳＫ０７ⅠＢ１サヌカイト楔形石器Ｓ３０

１４．２９．２５２．７３０．０包含層ⅢＢ１サヌカイト楔形石器Ｓ３１

１．６５．５１７．１１６．２ＳＫ１４ⅠＢ２Ｐサヌカイト楔形石器Ｓ３２

３．９６．０１９．６３５．３礫層上面ⅢＢ２Ｌサヌカイト楔形石器Ｓ３３

２２．８１１．５４４．７４２．３北半部礫層上（落ち込み）ⅢＢ２Ｌサヌカイト楔形石器Ｓ３４

２．９７．２２１．０１７．８包含層ⅢＢ２Ｌサヌカイト楔形石器Ｓ３５

７．８８．８５９．８２４．５Ｐ４５ⅠＢ２Ｌサヌカイト楔形石器Ｓ３６

１３．５９．４４８．６２７．４ＳＸ０１ⅡＢ２Ｐサヌカイト楔形石器Ｓ３７

３５．８１２．７５１．２４８．０包含層　ⅡＢ２Ｌサヌカイト楔形石器Ｓ３８

２．３４．０２６．５２４．２ＳＸ０１Ⅲサヌカイト二次加工剥片Ｓ３９

１２．０１２．０２８．３４２．６礫層上面Ⅲサヌカイト二次加工剥片Ｓ４０

１４．６９．５３６．１４９．３ＳＨ０１Ⅰサヌカイト二次加工剥片Ｓ４１

３２．４１３．７５０．５６７．０ＳＤ０１Ⅰサヌカイト二次加工剥片Ｓ４２

１．８５．６１７．８２７．６ＳＫ０２Ⅱ凝灰岩？剥片Ｓ４３

４．３８．０２４．６３０．８上層北半流路Ⅲチャート剥片Ｓ４４

２９．０１２．１４１．３５６．３面精査Ⅰサヌカイト剥片Ｓ４５

６．４７．４２８．１３０．７ＳＫ１６Ⅰ粘板岩磨製石包丁破片Ｓ４６

２６７．３５７．１５７．５５９．５ＳＤ０１Ⅲ花崗岩敲石Ｓ４７

１３３．５２８．２３５．９９８．６ＳＫ１６Ⅰ安山岩敲石Ｓ４８

６１５．３４８．７５２．３１５９．１ＳＤ０３Ⅲ花崗岩敲石Ｓ４９

２０９．７２７．９１０１．８５９．８ＳＫ０６Ⅰ花崗岩磨石Ｓ５０

４００．５３８．５９２．１８４．２ＳＸ０１Ⅲ花崗岩磨石Ｓ５１

１６２．０２３．７４７．６９０．５Ｐ４２Ⅰ安山岩磨石Ｓ５２

６０４．３３６．５１１８．５１１０．６ＳＫ１６Ⅰ砂岩砥石Ｓ５３

１４３０．０４５．３９３．８１９９．８Ｐ３３Ⅲ安山岩砥石Ｓ５４

１．０２．１１７．８２６．２Ｐ１７ⅠサヌカイトＲＦＳ５５

０．１１．６１０．２１３．６ＳＨ０１ⅠサヌカイトＲＦＳ５６
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剥離も顕著である。Ｓ３１は３辺に剥離面が見られるが、上面の剥離が特に微細である。左側の剪断面に

も敲打痕がみられる。

Ｂ２Ｐ（Ｓ３２・Ｓ３７）

　Ｓ３２は１６点の中で最も小さい。下部に折れた後に何度も敲打された痕が残る。Ｓ３７は上下に微細で潰

れた階段状剥離が見られるが、その内側には両面からの連続した丁寧な調整が施されていることから、

削器を楔に再利用したものと推測される。

Ｂ２Ｌ（Ｓ３３～Ｓ３６・Ｓ３８）

　Ｓ３３は小さな剥片を利用した楔で、下面の剪断面にも敲打が見られる。Ｓ３４の階段状剥離は、上面に

のみ認められる。Ｓ３５も小ぶりの楔である。剪断面にも階段状剥離や敲打痕が見られる。Ｓ３６はＬ字状の

２つの縁辺に階段状剥離を認めたので、楔形石器に分類した。Ｓ３８は上面に大きく潰れた階段状剥離が

見られる。その内側には連続した調整が見られることや、断面の形状から見て、打製石包丁を再利用し

た可能性も考えられる。すべてサヌカイト製であるが、Ｓ２９・Ｓ３３は、色が白く風化が認められる。

二次加工ある剥片、剥片（図版３９、Ｓ３９～Ｓ４２・Ｓ４３～Ｓ４５）

　剥片の一部に、当初の剥離と区別される剥離痕をもつものを、二次加工ある剥片とした。Ｓ３９は下面

に微細な二次加工痕をもつ。Ｓ４０は切断面をもつ剥片で、表面に連続した二次加工痕が見られる。水磨

によると思われる摩滅が見られる。Ｓ４１は表面に自然面を残し、加工痕は潰れた形状を呈する。Ｓ４２は

剥片を取る段階で大きく階段状に剥がされた面をもち、末端はややヒンジーを呈する。Ｓ４３～Ｓ４５の剥

片は、いずれも旧石器時代のものと思われる。Ｓ４３は凝灰岩製（？）、Ｓ４４はチャート製、Ｓ４５はサヌカ

イト製で、風化は著しいが稜ははっきり確認できる。

磨製石包丁破片（図版３９、Ｓ４６）　

　粘板岩製で、表面は背部の一部を残すのみで大きく剥落している。従って、刃部の形跡は残っていな

いが、裏面には研磨痕が見られる。

敲石（図版３９、Ｓ４７～Ｓ４９）

　Ｓ４７は花崗岩製である。丸い石を使っているが、所々に平坦な部分が見られる。他の面はざらついて

おり、敲打痕も認められるが、平坦な部分はつるっとしているところから、磨石として使用された可能

性もある。Ｓ４８は安山岩製。Ｓ４９は花崗岩製で、両方とも細長い石を利用している。上下の部分に敲打痕

が見られる。

磨石（図版３９、Ｓ５０～Ｓ５２）

　Ｓ５２は上下にやや敲打痕が見られることから、敲石として使用した可能性もあると思われる。安山岩

製である。

砥石（図版３９、Ｓ５３・Ｓ５４）

　Ｓ５３は目の粗い砂岩製の石を利用した砥石である。砥面は表面のみで、明瞭な砥面をもたない。Ｓ５４

は目の細かい安山岩製の石を利用している。４面を利用しているが、砥面はほぼ平坦である。表面の下

方に、やや研磨の痕跡がみられる。 （古谷）

参考文献：兵庫県教育委員会１９９８『佃遺跡』
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（３）金属器

　３点出土している。すべてⅡ区包含層からの出土で時期は確定できないが江戸時代であろうか。

　Ｍ１だけは耕土混じりの層から出土しているので新しい時期になる。頭部を曲げた釘である。断面

５．５×６．５㎜の方形で頭部は１３㎜曲げている。先端は折れており、残存長４２．５㎜である。

　Ｍ２は最大幅１６㎜、残存長３３．５㎜の薄い銅破片である。片側の弧状部分だけが確実に生きている。厚

さは０．５㎜以下である。残存状態のためかもしれないが、反っている。

　Ｍ３は銅製の煙管である。吸い口部分で最大幅は１０．５㎜ で図化した部分で幅９ ㎜、高さ６．５㎜ の断面

楕円形になっている。０．５㎜以下の薄さで曲げている。長さは３５．５㎜残っている。 （渡辺）

５cm０

M１

M２
M３

図１２　金属器実測図
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表
２
　
出
土
遺
物
観
察
表

備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／９

（
２
．８
５
）

（
１１
．０
０
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
大
き
く
曲
げ
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
斜
格
子
文
、
円
形
浮
文

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１

口
縁
部
１
／４

（
６
．６
０
）

（
１１
．３
０
）

外
傾
す
る
体
部
で
口
縁
部
内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ハ
ケ
、
円
孔
、
凹
線

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

２

口
縁
部
１
／１
８

（
４
．１
０
）

（
２４
．１
０
）

内
湾
し
端
部
肥
厚

ケ
ズ
リ
の
の
ち
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

３

把
手
完

（
８
．５
５
）

断
面
不
定
円
形

ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅰ
把
手

弥
生
土
器

４

口
縁
部
１
／９

（
６
．６
５
）

（
１３
．４
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
開
く
口
縁
部

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
凹
線

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

５

底
部
１
／４

（
７
．１
０
）

（
３
．９
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６

底
部
完

５
．９
５
 

（
３
．７
０
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

７

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．８
５
）

（
２０
．０
０
）

外
反
し
端
部
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線
、
刻
み
目
、
円
形
浮
文

Ｓ
Ｋ
０２

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８

小
片

（
２
．４
５
）

外
傾
す
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
突
帯
、
沈
線
２
条

Ｓ
Ｋ
０２

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

９

口
縁
部
１
／１
２

（
５
．１
５
）

（
１３
．９
０
）

外
傾
し
端
面
で
外
側
に
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線

Ｓ
Ｋ
０２

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１０

口
縁
部
１
／１
８

（
４
．０
０
）

（
３３
．８
０
）

内
湾
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線
４
条

Ｓ
Ｋ
０２

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

１１

口
縁
部
１
／
９

（
６
．０
０
）

（
１３
．３
０
）

内
傾
す
る
体
部
に
短
く
開
く
口
縁
部

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０３

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

１２

小
片

（
１０
．５
０
）

（
５
．６
５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０３

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

１３

小
片

（
９
．２
０
）

直
線
的
に
開
く

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
波
状
文
・
直
線
文

Ｓ
Ｋ
０３

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１４

内
面
有
機
質

底
部
完

５
．６
０
 

（
６
．１
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

１５

口
縁
部
３
／５

５
．５
５
 

（
２０
．５
０
）

（
１５
．１
０
）

平
底
か
ら
湾
曲
し
短
く
外
反
す
る
端
部

内
面
ケ
ズ
リ
、
外
面
ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

１６

口
縁
部
１
／８

（
１
．８
０
）

（
２１
．９
０
）

外
反
し
端
部
下
に
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
端
面
刺
突
文

Ｓ
Ｋ
０６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１７

口
縁
部
１
／６

（
４
．４
０
）

（
２６
．９
０
）

内
湾
し
、
端
部
水
平
に
大
き
く
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０６

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

１８

小
片

（
３
．３
５
）

断
面
不
定
円
形

ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０６

Ⅰ
把
手

弥
生
土
器

１９

口
縁
部
１
／６

（
６
．６
０
）

（
１２
．４
５
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
短
く
広
が
る
口
縁
部

内
面
ケ
ズ
リ
、
外
面
ハ
ケ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０６

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

２０

口
縁
部
１
／８

（
６
．５
０
）

（
２３
．８
５
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
す
る
口
縁
部

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０６

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

２１

口
縁
部
１
／８

（
１０
．５
０
）

（
２０
．９
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
反
し
端
部
肥
厚

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０６

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

２２

口
縁
部
１
／１
０

（
１
．５
０
）

（
１６
．０
０
）

外
傾
し
湾
曲
し
て
垂
下
、
端
部
肥
厚

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ
、
突
帯
、
刻
み

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

２３

口
縁
部
１
／１
０

（
３
．７
０
）

（
２２
．３
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
端
部
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
３
条
突
帯

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

２４

小
片

（
１
．３
０
）

外
反
し
端
部
内
外
に
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
５
条
波
状
文

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

２５

小
片

（
６
．４
０
）

内
傾

直
線
文
帯
４
帯

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

２６

小
片

（
３
．５
０
）

く
の
字
に
広
が
る

ハ
ケ
整
形
、
ナ
デ
、
指
圧
痕
付
突
帯

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

２７

小
片

（
２
．６
０
）

内
傾

ハ
ケ
、
波
状
文

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

２８

口
縁
部
１
／５

（
４
．８
０
）

（
１５
．１
０
）

内
湾
す
る
体
部
、
短
く
外
反
し
端
部
つ
ま
む

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

２９

口
縁
部
１
／１
０

（
５
．０
０
）

（
１６
．１
０
）

内
傾
す
る
体
部
が
短
く
外
反
し
上
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ハ
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ
、

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

３０

口
縁
部
１
／７

（
６
．４
５
）

（
２５
．０
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
肥
厚

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

３１

口
縁
部
１
／１
２

（
７
．６
０
）

（
２５
．１
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
、
端
部
つ
ま
む

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

３２

底
部
１
／４

（
６
．２
０
）

（
５
．０
０
）

平
底
か
ら
外
傾

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ハ
ケ
・
板
ナ
デ
、

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

３３

底
部
完

５
．２
５
 

（
５
．１
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

３４

底
部
１
／２

（
６
．３
０
）

（
８
．３
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

３５
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備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

底
部
１
／４

（
７
．７
０
）

（
５
．９
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

３６

口
縁
部
１
／６

（
８
．６
０
）

（
２６
．１
０
）

内
湾
し
端
部
外
側
に
水
平
に
開
く

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

３７

口
縁
部
１
／８

（
６
．３
０
）

（
２８
．０
０
）

内
湾
し
端
部
外
側
に
水
平
に
開
く

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

３８

口
縁
部
３
／４

（
９
．５
５
）

（
２７
．５
０
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
水
平
で
肥
厚

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

３９

２
次
焼
成

筒
部
１
／４

（
８
．８
０
）

外
反
す
る
、
円
板
充
填

絞
り
目
、
ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
高
杯

弥
生
土
器

４０

筒
部
１
／４

（
８
．０
０
）

筒
部
大
形
で
外
反
す
る
、
円
板
充
填

ハ
ケ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅰ
高
杯

弥
生
土
器

４１

口
縁
部
１
／８

（
６
．８
０
）

（
２４
．２
０
）

内
湾
し
端
部
付
近
で
直
立
し
端
部
肥
厚
す
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

４２

裾
部
１
／８

（
１４
．５
０
）

（
４
．９
０
）

外
反
し
端
部
上
方
に
つ
ま
み
上
げ
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅰ
高
杯

弥
生
土
器

４３

口
縁
部
１
／１
６

（
１
．８
０
）

（
３０
．４
０
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
外
に
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
１０

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

４４

小
片

（
３
．５
０
）

内
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
波
状
文

Ｓ
Ｋ
１０

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

４５

底
部
完

７
．９
０
 

（
７
．０
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

内
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
１０

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

４６

口
縁
部
１
／１
０

（
１
．２
０
）

（
２５
．５
０
）

屈
曲
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目

Ｓ
Ｋ
１３

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

４７

小
片

（
３
．５
０
）

内
傾
す
る

ナ
デ
、
波
状
文

Ｓ
Ｋ
１３

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

４８

底
部
１
／４

（
４
．９
０
）

（
３
．２
０
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

内
面
ケ
ズ
リ
、
外
面
ハ
ケ
か
ら
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
１３

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

４９

口
縁
部
１
／１
６

（
２
．５
０
）

（
２７
．８
０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目

Ｓ
Ｋ
１４

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

５０

２
次
焼
成

底
部
１
／４

（
５
．７
０
）

（
７
．０
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
１４

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５１

口
縁
部
１
／１
２

（
２
．０
０
）

（
１９
．０
０
）

外
反
し
端
部
肥
厚
す
る

磨
滅

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５２

口
縁
部
完

（
１５
．０
０
）

（
１９
．４
０
）

直
立
ぎ
み
の
頸
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
沈
線
７
条

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５３

口
縁
部
１
／１
０

（
８
．３
５
）

（
１３
．６
０
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ
、
５
条
沈
線
、
刻
み

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５４

口
縁
部
１
／４

（
１１
．４
５
）

２１
．０
０
　

外
反
す
る
口
縁
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
沈
線

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５５

体
部
小
片

（
９
．０
０
）

内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
５
・
４
条
沈
線
、
三
角
刺
突
文

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５６

底
部
完

１１
．５
０
 

（
５１
．３
０
）

平
底
か
ら
倒
卵
形
体
部
、
頸
部
外
反
す
る

ナ
デ
か
ら
ミ
ガ
キ
、
頸
部
突
帯
２
条

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５７

口
縁
部
１
／５

（
３
．５
０
）

（
２６
．５
０
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ナ
デ
、
端
面
に
沈
線
？

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５８

小
片

（
５
．２
０
）

僅
か
に
内
湾

３
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

５９

小
片

（
６
．８
０
）

外
反
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
３
条
以
上
の
沈
線

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６０

小
片

（
８
．１
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ミ
ガ
キ
、
３
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６１

口
縁
部
１
／３

（
３５
．２
０
）

（
２４
．２
０
）

球
形
の
体
部
か
ら
外
反
し
端
部
角
張
る

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
３
条
沈
線
後
上
下
に
３
条
突
帯
、
キ
ザ
ミ

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６２

小
片

（
１２
．７
０
）

外
に
開
き
肩
張
り
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
６
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６３

底
部
３
／４

（
１０
．９
０
）

（
３３
．０
０
）

平
底
か
ら
倒
卵
形
の
体
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
４
条
沈
線
２
帯

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６４

頸
部
１
／２

１５
．０
０
 

（
５２
．６
０
）

厚
い
平
底
か
ら
内
湾
、
外
反
す
る
頸
部

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
５
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６５

底
部
３
／４

１４
．７
０
 

（
２５
．３
０
）

上
げ
底
か
ら
外
反
し
て
か
ら
内
湾
す
る

ナ
デ

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６６

口
縁
部
２
／３

（
１８
．６
０
）

２９
．８
０
 

外
反
す
る
口
縁
部

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
６
条
突
帯
、
刻
み
目

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６７

頸
部
完

（
２７
．５
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
直
立
か
ら
外
反
す
る
頸
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
突
帯
３
条
２
帯
、
頸
部
突
帯

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６８

底
部
１
／４

（
９
．４
０
）

（
２８
．３
０
）

平
底
か
ら
球
形
の
体
部
、
直
立
す
る
頸
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
突
帯
に
刻
み
目

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

６９

小
片

（
４
．２
０
）

直
立
ぎ
み
の
頸
部
か
ら
外
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ミ
ガ
キ
、
３
条
突
帯

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

７０
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備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

小
片

（
７
．７
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
７
条
突
帯

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

７１

小
片

（
３
．１
０
）

外
反
す
る

内
面
に
貼
付
突
帯
で
装
飾

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

７２

底
部
１
／４

（
８
．９
０
）

（
３
．７
０
）

平
底
か
ら
外
傾

ナ
デ

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

７３

小
片

（
４
．２
０
）

如
意
状

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
端
部
刻
み
、
沈
線

Ｓ
Ｋ
１６

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

７４

底
部
４
／５

（
４
．０
０
）

（
１
．９
０
）

平
底
に
内
湾
す
る
体
部

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
？

Ｓ
Ｋ
１７

Ⅰ
底
部

土
師
器

７５

２
次
焼
成

口
縁
部
３
／５

５
．７
０
 

１
．９
０
 

９
．８
０
 

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

Ｓ
Ｋ
１９

Ⅰ
皿

土
師
器

７６

口
縁
部
１
／２
０

（
５
．１
０
）

（
２６
．４
０
）

内
湾
し
端
部
大
き
く
内
外
に
肥
厚

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ０
３

Ⅰ
鉢

弥
生
土
器

７７

小
片

（
１３
．０
０
）

１０
．２
０
 

外
傾
し
端
部
肥
厚
、
体
部
僅
か
に
湾
曲

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
１０
条
凹
線
、
斜
格
子

Ｓ
Ｋ
０５
　
Ｐ０
４

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

７８

底
部
完

５
．１
０
 

（
２
．５
０
）

上
げ
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ハ
ケ

Ｐ０
５

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

７９

口
縁
部
１
／８

（
３
．２
０
）

（
３５
．７
０
）

斜
め
に
垂
下
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
竹
管
文
、
扇
形
文
、
刻
み
付
突
帯

Ｐ３
０

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８０

口
縁
部
１
／１
２

（
５
．４
０
）

（
１６
．７
０
）

僅
か
に
外
反
し
端
部
肥
厚

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
刻
み

Ｐ３
３

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８１

小
片

（
１
．７
０
）

外
反
し
端
部
上
下
に
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ３
３

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８２

小
片

（
６
．１
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
竹
管
文
、
斜
格
子
・
直
線
文

Ｐ４
１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８３

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．６
０
）

（
１４
．５
０
）

内
傾
し
垂
下
す
る
口
縁
部

ヨ
コ
ナ
デ
、
竹
管
文
、
刻
み

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８４

口
縁
部
１
／６

（
３
．９
０
）

外
反
す
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
２
条
突
帯
に
刻
み

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８５

把
手
１
／２

（
５
．９
５
）

断
面
不
定
楕
円
形

ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
把
手

弥
生
土
器

８６

頸
部
１
／３

（
７
．３
０
）

内
傾
す
る
肩
部
か
ら
外
反
す
る
頸
部

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
指
圧
痕
の
あ
る
突
帯

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８７

底
部
１
／２

（
６
．７
０
）

（
１０
．８
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８８

底
部
３
／４

（
７
．２
０
）

（
４
．１
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ
、
縦
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

８９

口
縁
部
１
／５

（
１０
．３
０
）

（
２８
．０
０
）

内
湾
す
る
体
部
、
短
く
外
反
し
端
部
肥
厚

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

９０

口
縁
部
１
／１
２

（
３
．７
０
）

（
１５
．７
０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
し
つ
ま
み
出
す

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

９１

底
部
１
／５

（
６
．０
５
）

（
４
．８
０
）

平
底
か
ら
僅
か
に
外
反
す
る

板
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

９２

底
部
１
／３

（
７
．４
０
）

（
２
．７
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ハ
ケ
、
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０２

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

９３

体
部
小
片

（
１３
．０
５
）

内
湾
す
る

２
条
突
帯
、
棒
状
浮
文
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

９４

小
片

（
６
．３
５
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
２
条
突
帯
（
刻
み
）

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

９５

小
片

（
９
．５
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
斜
格
子
文
・
円
形
浮
文

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

９６

小
片

（
３
．９
０
）

緩
や
か
に
開
く

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
・
ナ
デ
、
波
状
文
・
直
線
文

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

９７

小
片

（
４
．４
０
）

外
傾
す
る

ナ
デ
、
波
状
文
・
直
線
文

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

９８

小
片

（
４
．５
５
）

内
傾
す
る

ナ
デ
、
２
条
突
帯

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

９９

小
片

（
８
．１
５
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
２
条
突
帯
（
刻
み
）

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１０
０

小
片

（
２
．２
０
）

内
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
直
線
文

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１０
１

底
部
４
／９

（
６
．４
０
）

（
５
．５
０
）

僅
か
な
上
げ
底
か
ら
内
湾
す
る

内
面
ハ
ケ
、
外
面
ナ
デ
か
ら
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１０
２

底
部
１
／５

（
１３
．８
０
）

（
７
．７
０
）

平
底
か
ら
開
く

ナ
デ
の
ち
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１０
３

口
縁
部
１
／１
２

（
２
．３
０
）

（
２２
．０
０
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚

ハ
ケ
整
形
か
ら
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

１０
４

口
縁
部
１
／７

（
６
．０
０
）

（
３４
．０
０
）

内
傾
す
る
肩
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部
で
肥
厚

内
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

１０
５
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備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．６
５
）

（
３２
．０
０
）

水
平
に
延
び
端
部
内
外
に
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

１０
６

底
部
５
／６

４
．８
０
 

（
４
．７
０
）

や
や
上
げ
底
で
体
部
外
反
ぎ
み

ケ
ズ
リ
か
ら
板
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｈ
０１

Ⅰ
甕

弥
生
土
器

１０
７

頸
部
１
／５

（
８
．４
０
）

外
反
す
る

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
突
帯
５
条

Ｓ
Ｘ
０３

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１０
８

頸
部
１
／４

（
９
．４
０
）

外
反
す
る

縦
方
向
の
ハ
ケ
整
形
、
１１
条
以
上
沈
線

Ｓ
Ｘ
０３

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１０
９

底
部
１
／２

（
７
．４
０
）

（
４
．２
０
）

平
底
か
ら
僅
か
に
内
湾
す
る
体
部

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｘ
０３

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１１
０

底
部
１
／８

（
１９
．０
０
）

（
３
．４
５
）

大
き
な
平
底
で
外
傾
す
る

ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０３

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

１１
１

口
縁
部
１
／８

（
２
．３
０
）

（
１９
．２
０
）

外
反
し
端
部
大
き
く
垂
下
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
５
条
凹
線
、
円
形
浮
文

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１１
２

口
縁
部
１
／８

（
１
．６
０
）

（
１５
．７
０
）

大
き
く
外
反
し
垂
下
し
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
円
形
浮
文

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１１
３

口
縁
部
１
／８

（
６
．７
０
）

（
１４
．０
０
）

外
傾
し
端
部
肥
厚
す
る

ハ
ケ
、
２
条
突
帯
刻
み
目
、
ミ
ガ
キ
・
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１１
４

１１
８
と
同
一

口
縁
部
１
／４

（
５
．１
０
）

（
８
．７
０
）

く
の
字
に
な
り
端
面
に
凹
線

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
片
口

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
水
差

弥
生
土
器

１１
５

製
塩
？

口
縁
部
１
／６

（
８
．１
０
）

（
７
．４
０
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
鉢

弥
生
土
器

１１
６

口
縁
部
１
／１
２

（
７
．２
０
）

（
１６
．５
０
）

外
傾
し
端
部
付
近
で
大
き
く
内
湾
し
肥
厚

ハ
ケ
整
形
、
浅
い
刺
突
文
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
鉢

弥
生
土
器

１１
７

１１
５
と
同
一

把
手
１
／２

（
６
．８
０
）

断
面
不
定
楕
円
形

ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
把
手

弥
生
土
器

１１
８

口
縁
部
１
／１
６

（
４
．３
０
）

（
３１
．５
０
）

内
湾
し
端
部
内
外
に
肥
厚
し
面
と
な
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
突
帯
、
刻
み
目

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
鉢

弥
生
土
器

１１
９

小
片

（
２
．５
０
）

内
湾
し
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
突
帯

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
鉢

弥
生
土
器

１２
０

底
部
１
／２

（
８
．０
０
）

（
４
．６
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１２
１

頸
部
１
／４

（
６
．５
０
）

（
１７
．１
０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕
の
付
く
突
帯
、
浮
文
、
凹
線

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１２
２

口
縁
部
１
／１
２

（
２
．４
０
）

（
１７
．９
０
）

く
の
字
で
端
部
上
に
つ
ま
み
あ
げ
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１２
３

底
部
完

５
．１
０
 

（
２
．５
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１２
４

小
片

（
７
．７
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１２
５

脚
部
１
／５

（
１２
．８
０
）

（
５
．７
０
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
高
杯

弥
生
土
器

１２
６

口
縁
部
１
／６

（
４
．３
０
）

（
１３
．８
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
ぎ
み
で
端
部
つ
ま
む

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ０
３

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１２
７

河
内
産

口
縁
部
１
／５

（
１
．６
０
）

（
１２
．０
５
）

垂
下
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
綾
杉
状
刺
突
文
、
円
形
浮
文

Ｐ０
５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１２
８

頸
部
１
／８

（
４
．０
０
）

（
１３
．０
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
し
端
部
上
に
つ
ま
む

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ１
９

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１２
９

口
縁
部
１
／６

（
７
．７
０
）

（
１２
．１
０
）

外
傾
し
端
部
角
張
り
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
突
帯
１
条
、
刻
み
目

Ｐ３
１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
０

口
縁
部
１
／８

（
２
．５
５
）

垂
下
す
る
口
縁
部
で
外
反
し
端
部
尖
る

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
１

口
縁
部
１
／５

（
２
．１
５
）

（
１６
．１
０
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
２

頸
部
１
／６

（
７
．９
０
）

外
反
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
外
面
３
条
・
内
面
１
条
突
帯

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
３

小
片

（
４
．２
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文
・
直
線
文

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
４

小
片

（
７
．７
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文
・
直
線
文
・
竹
管
文

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
５

小
片

（
３
．０
５
）

口
縁
部
短
く
外
反
す
る

３
条
沈
線

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１３
６

底
部
１
／４

（
８
．３
０
）

（
３
．４
０
）

や
や
上
げ
底
か
ら
外
反
す
る

磨
滅
の
た
め
不
明

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
７

底
部
１
／２

（
１２
．８
０
）

（
４２
．０
０
）

平
底
か
ら
倒
卵
形
の
体
部
に
な
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
整
形
、
ナ
デ
、
突
帯

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
８

頸
部
１
／２

（
１５
．６
０
）

外
反
す
る

ハ
ケ
整
形
、
ナ
デ
、
突
帯
８
条
以
上

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１３
９

口
縁
部
１
／１
８

（
６
．３
０
）

（
２２
．０
０
）

如
意
状
の
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
沈
線
６
条

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１４
０
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備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／６

（
７
．７
０
）

（
２４
．９
０
）

僅
か
に
内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾

ナ
デ
、
１６
条
以
上
沈
線

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１４
１

口
縁
部
１
／９

（
７
．５
０
）

（
１６
．６
０
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ハ
ケ
整
形
、
ナ
デ
、
２
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１４
２

小
片

（
３
．３
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
８
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１４
３

小
片

（
２
．１
０
）

僅
か
に
開
き
外
側
に
肥
厚
す
る

ナ
デ
、
端
部
刻
み
目
、
１
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
鉢

弥
生
土
器

１４
４

底
部
完

５
．４
０
 

（
２
．０
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
底
部

弥
生
土
器

１４
５

底
部
１
／４

（
８
．０
５
）

（
４
．８
０
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
底
部

弥
生
土
器

１４
６

底
部
完

１４
．９
０
 

（
８
．６
０
）

平
底
か
ら
僅
か
に
内
湾
す
る

ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
底
部

弥
生
土
器

１４
７

口
縁
部
１
／１
２

（
４
．０
０
）

（
１５
．８
０
）

如
意
状
の
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
端
部
刻
み
目
、
７
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１４
８

口
縁
部
１
／１
８

（
４
．４
５
）

（
２１
．８
０
）

直
立
ぎ
み
の
体
部
か
ら
短
く
外
傾
し
角
張
る

ナ
デ
、
端
部
刻
み
目
、
８
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１４
９

口
縁
部
１
／１
２

（
６
．１
０
）

（
２１
．８
０
）

直
立
ぎ
み
の
体
部
か
ら
短
く
外
傾
す
る

ナ
デ
、
端
部
刻
み
目
、
ハ
ケ
整
形
、
８
条
沈
線

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１５
０

口
縁
部
１
／１
２

（
５
．９
０
）

（
２３
．０
０
）

如
意
状
の
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ナ
デ
、
端
部
刻
み
目

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１５
１

底
部
１
／３

（
８
．２
０
）

（
５
．５
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
底
部

弥
生
土
器

１５
２

底
部
２
／３

（
８
．４
０
）

（
６
．１
０
）

や
や
上
げ
底
か
ら
外
傾
、
焼
成
後
穿
孔

ナ
デ
、
ハ
ケ
整
形

Ｓ
Ｋ
０４

Ⅱ
甑

弥
生
土
器

１５
３

口
縁
部
１
／６

（
３
．０
０
）

（
９
．８
０
）

直
立
ぎ
み
の
頸
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０２

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１５
４

２
次
焼
成

口
縁
部
１
／６

（
９
．３
５
）

（
２４
．２
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
し
端
部
内
外
に
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
頭
圧
痕
付
き
突
帯

Ｓ
Ｋ
０２

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１５
５

約
１
／２

６
．３
５
 

（
１６
．７
０
）

（
９
．４
５
）

平
底
か
ら
肩
の
張
る
球
形
で
外
反
す
る
口
縁
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ハ
ケ
・
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１５
６

頸
部
１
／５

（
３
．３
５
）

外
反
し
端
部
垂
下
す
る

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１５
７

口
縁
部
１
／４

（
６
．６
０
）

（
１３
．８
０
）

外
反
し
端
部
垂
下
し
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
外
面
２
条
・
内
面
１
条
突
帯

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１５
８

口
縁
部
１
／９

（
４
．５
５
）

（
３１
．５
０
）

内
湾
し
端
部
肥
厚
し
面
に
な
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
３
条
突
帯
刻
み
目

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
鉢

弥
生
土
器

１５
９

小
片

（
４
．５
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
斜
格
子
文
・
直
線
文

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
０

小
片

（
７
．２
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
波
状
文

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
１

小
片

（
８
．０
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文
・
直
線
文

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
２

小
片

（
１１
．０
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文
・
直
線
文

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
３

小
片

（
４
．６
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文
・
直
線
文
・
竹
管
文

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
４

小
片

（
７
．４
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
５

小
片

（
４
．８
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
直
線
文
・
斜
格
子
文

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
６

小
片

（
９
．８
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
ミ
ガ
キ
、
斜
格
子
文
・
直
線
文
・
列
点

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
７

底
部
完

１０
．４
０
 

（
１４
．４
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１６
８

底
部
５
／８

５
．０
５
 

（
３
．９
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ケ
ズ
リ

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１６
９

小
片

（
１
．４
０
）

外
傾
し
端
部
上
に
つ
ま
む

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１７
０

口
縁
部
１
／６

（
４
．２
０
）

（
１５
．２
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部

ユ
ビ
成
形
、
磨
滅
顕
著

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１７
１

口
縁
部
１
／１
０

（
３
．８
０
）

（
２３
．５
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
水
平
に
開
き
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
円
形
浮
文

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
高
杯

弥
生
土
器

１７
２

完
形

厚
１
．１
５
 

径
４
．６
５
 

内
湾
し
て
お
り
楕
円
形
、
中
央
に
５
．５
㎜
孔

転
用
、
周
囲
を
割
る

Ｓ
Ｋ
０５

Ⅱ
紡
錘
車

土
製
品

１７
３

小
片

（
１
．４
０
）

（
２２
．８
５
）

外
反
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目
の
付
く
突
帯

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１７
４

口
縁
部
１
／７

（
４
．２
０
）

（
２１
．８
０
）

外
反
し
端
部
下
に
垂
れ
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
円
形
浮
文

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１７
５
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備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

底
部
２
／３

６
．３
０
 

（
２
．４
０
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０７

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１７
６

口
縁
部
１
／１
０

（
２
．１
０
）

垂
下
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
綾
杉
状
刺
突
文
、
竹
管
文

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１７
７

頸
部
１
／１
８

（
５
．５
０
）

外
反
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
突
帯

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１７
８

口
縁
部
１
／１
０

（
３
．６
０
）

（
１５
．３
０
）

外
傾
し
端
部
付
近
で
大
き
く
湾
曲
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目
、
２
個
１
対
の
円
孔

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１７
９

口
縁
部
１
／１
６

（
４
．６
０
）

（
２６
．３
５
）

内
湾
し
端
部
大
き
く
肥
厚
し
面
に
な
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
突
帯
に
刻
み
目

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
鉢

弥
生
土
器

１８
０

小
片

（
８
．５
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１８
１

底
部
１
／１
８

（
１４
．０
０
）

（
４
．９
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１８
２

底
部
１
／３

（
９
．５
０
）

（
４
．３
０
）

や
や
上
げ
底
か
ら
内
湾
す
る

ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１８
３

底
部
完

８
．４
０
 

（
２
．７
０
）

上
げ
底
か
ら
外
反
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１８
４

小
片

（
６
．２
０
）

（
４０
．０
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１８
５

底
部
完

２
．５
０
 

（
４
．３
０
）

内
湾
し
尖
り
ぎ
み
の
底
に
小
さ
な
平
底
付
加

ハ
ケ
整
形
、
底
部
再
成
形
、
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
底
部

弥
生
土
器

１８
６

底
部
１
／２

４
．９
０
 

（
４
．２
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０８

Ⅱ
甕

弥
生
土
器

１８
７

小
片

（
１２
．４
０
）

外
反
す
る

ハ
ケ
整
形
、
２
条
突
帯

Ｓ
Ｋ
１２

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

１８
８

脚
部
１
／１
０

（
１８
．０
０
）

（
５
．２
５
）

外
反
し
端
部
肥
厚
し
面
に
な
る

ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
１２

Ⅱ
高
杯

弥
生
土
器

１８
９

口
縁
部
１
／１
２

（
５
．３
０
）

（
２５
．１
０
）

外
反
し
端
部
角
張
る
、
端
面
に
沈
線

ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

１９
０

口
縁
部
１
／３

（
７
．４
５
）

（
１３
．７
０
）

内
傾
す
る
頸
部
か
ら
外
傾
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
波
状
・
直
線
・
円
形
浮
文

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

１９
１

口
縁
部
１
／６

（
１
．９
５
）

（
１４
．８
５
）

外
反
し
端
部
大
き
く
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線
３
条

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

１９
２

小
片

（
９
．７
０
）

内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
斜
格
子
文
・
円
形
浮
文

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

１９
３

搬
入
品
？

小
片

（
７
．４
０
）

内
傾
す
る

ナ
デ
、
直
線
文
・
波
状
文
・
斜
格
子
文

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

１９
４

小
片

（
９
．９
０
）

内
傾
す
る

ナ
デ
、
直
線
文
・
波
状
文

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

１９
５

底
部
３
／４

６
．４
０
 

（
３
．５
０
）

僅
か
な
上
げ
底
か
ら
内
湾
す
る

板
ナ
デ
・
ナ
デ
後
粗
い
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

１９
６

底
部
１
／２

（
９
．２
０
）

（
４
．９
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

板
ナ
デ
・
ナ
デ
、
外
面
ハ
ケ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

１９
７

口
縁
部
１
／８

（
４
．０
０
）

（
１５
．２
５
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚

内
面
ケ
ズ
リ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

１９
８

口
縁
部
１
／８

（
３
．２
０
）

（
２２
．３
０
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚
、
体
部
外
傾

内
面
ケ
ズ
リ
で
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

１９
９

口
縁
部
１
／１
２

（
２
．６
０
）

（
２５
．０
０
）

外
傾
し
端
部
内
外
に
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線
２
条

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２０
０

底
部
完

５
．５
５
 

（
５
．７
５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ハ
ケ
・
板
ナ
デ
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
底
面
穿
孔

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
甑

弥
生
土
器

２０
１

黒
斑

底
部
完

５
．６
０
 

（
７
．９
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２０
２

底
部
３
／４

５
．６
０
 

（
２
．７
５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ
、
外
面
は
ハ
ケ
整
形

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２０
３

つ
ま
み
部
完

（
１
．９
０
）

小
さ
な
つ
ま
み
か
ら
内
湾
す
る

ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
蓋

弥
生
土
器

２０
４

２
／３

０
．６
０
 

径
５
．２
５
 

僅
か
に
内
湾
す
る

ナ
デ
、
転
用
、
中
央
穿
孔

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
紡
錘
車

土
製
品

２０
５

脚
部
１
／６

（
７
．４
０
）

外
傾
す
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
貼
付
突
帯
、
刻
み
目

Ｓ
Ｘ
０１

Ⅲ
器
台

弥
生
土
器

２０
６

口
縁
部
１
／８

（
６
．０
０
）

（
２９
．３
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
バ
チ
形
の
短
い
口
縁
部

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
表
面
磨
滅

Ｓ
Ｘ
０２

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２０
７

底
部
完

５
．１
０
 

（
６
．４
０
）

不
安
定
な
平
底
中
央
に
穿
孔
、
内
湾
す
る
体
部

タ
タ
キ
成
形
か
ら
ハ
ケ
整
形
で
消
す
、
内
面
ハ
ケ

Ｓ
Ｘ
０２

Ⅲ
甑

弥
生
土
器

２０
８

小
片

（
４
．１
０
）

内
湾
す
る

内
面
ケ
ズ
リ
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ハ
ケ
整
形
、
波
状
文

Ｓ
Ｘ
０２

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２０
９

底
部
完

４
．４
５
 

（
２
．８
５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０３

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２１
０
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備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

黒
斑

底
部
完

３
．８
０
 

（
７
．４
５
）

平
底
か
ら
細
く
内
湾
す
る

内
面
ケ
ズ
リ
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｘ
０３

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２１
１

口
縁
部
１
／２

（
９
．０
０
）

（
１７
．４
５
）

外
反
す
る
頸
部
で
口
縁
部
開
き
端
部
角
ば
る

端
面
沈
線
１
条
後
刻
み
目
、
貼
付
突
帯
４
条
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２１
２

頸
部
１
／２

（
１０
．３
０
）

外
反
す
る
頸
部
で
体
部
開
く

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
５
条
貼
付
突
帯

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２１
３

体
部
１
／２

（
１４
．１
０
）

長
胴
の
球
形

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２１
４

体
部
１
／２

（
９
．８
５
）

内
傾
す
る

６
条
以
上
沈
線
、
ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２１
５

底
部
完

８
．８
０
 

（
２
．７
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
、
ナ
デ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２１
６

体
部
１
／６

（
２１
．４
０
）

（
３７
．４
０
）

如
意
形
の
短
い
口
縁
部
か
ら
内
湾
す
る
体
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
・
板
ナ
デ
、
２
条
１
対
沈
線

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２１
７

口
縁
ほ
ぼ
完

８
．５
０
 

２７
．８
５
 

２３
．６
０
 

平
底
か
ら
湾
曲
ぎ
み
に
外
傾
、
如
意
状
口
縁
部

内
面
・
底
ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ハ
ケ

Ｓ
Ｋ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２１
８

底
部
完

９
．４
０
 

（
１０
．１
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
底
部
焼
成
後
穿
孔

Ｓ
Ｋ
０３

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２１
９

口
縁
部
１
／６

（
３
．９
０
）

（
１２
．５
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
反
す
る
口
縁
部

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ０
１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２２
０

小
片

（
３
．６
５
）

内
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
竹
管
文

Ｐ２
２

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
１

小
片

（
３
．１
０
）

外
傾
す
る

ナ
デ
、
刺
突
文

Ｐ２
２

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
２

口
縁
部
１
／１
２

（
９
．４
０
）

（
２１
．１
５
）

外
反
し
端
部
肥
厚
、
内
面
１
条
、
外
面
２
条
突
帯

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
３

磨
滅

頸
部
１
／４

（
１０
．９
５
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
内
面
に
刻
み
目
付
加
突
帯

ヨ
コ
ナ
デ
、
貼
付
突
帯
２
条

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
４

口
縁
部
１
／５

（
２
．４
０
）

（
２０
．２
０
）

突
帯
か
ら
垂
下
し
内
湾
、
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目
付
き
突
帯
、
刺
突
文

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
５

底
部
３
／４

６
．７
０
 

（
１２
．０
０
）

平
底
か
ら
算
盤
玉
状
体
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ハ
ケ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
６

体
部
１
／４

（
１１
．５
０
）

内
湾
す
る
、
把
手
外
れ
た
か
？

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
７

口
頸
部
完

７
．８
０
 

（
２７
．１
５
）

（
１２
．２
５
）

平
底
か
ら
算
盤
玉
状
体
部
、
口
縁
部
外
反

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
８

底
部
１
／２

（
１１
．２
５
）

（
１４
．１
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ハ
ケ
整
形
、
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２２
９

底
部
３
／４

（
９
．４
５
）

（
１１
．６
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２３
０

底
部
完

６
．７
０
 

（
４
．９
０
）

平
底
か
ら
僅
か
に
外
反
す
る
体
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２３
１

磨
滅

口
縁
部
１
／６

（
１８
．１
０
）

（
２９
．２
５
）

内
湾
す
る
体
部
に
短
く
外
傾
し
端
部
肥
厚

ケ
ズ
リ
か
、
外
面
ハ
ケ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２３
２

頸
部
１
／８

（
１３
．０
５
）

（
１３
．１
５
）

内
湾
す
る
体
部
に
短
く
外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２３
３

口
縁
部
１
／２

（
７
．０
０
）

（
９
．４
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
し
端
部
肥
厚

ユ
ビ
成
形
か
ら
強
い
板
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２３
４

口
縁
部
１
／２

（
９
．７
０
）

（
８
．７
０
）

肩
の
張
る
内
湾
す
る
体
部
に
短
く
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
強
い
板
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２３
５

口
縁
部
１
／４

（
５
．７
０
）

（
９
．４
０
）

肩
の
張
る
内
傾
す
る
体
部
に
短
く
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
強
い
板
ナ
デ
・
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２３
６

頸
部
１
／８

（
１１
．６
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
・
ナ
デ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２３
７

黒
斑

底
部
完

４
．９
０
 

（
３
．５
０
）

上
げ
底
か
ら
内
湾
す
る

ナ
デ
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
焼
成
前
穿
孔
底
部
端
に

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
甑

弥
生
土
器

２３
８

底
部
完

７
．７
０
 

（
４
．７
０
）

平
底
か
ら
外
傾
し
、
上
下
か
ら
穿
孔
し
か
か
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
板
ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０１

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２３
９

口
縁
部
１
／２

（
２５
．４
０
）

１８
．５
０
 

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
沈
線
、
ヨ
コ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０２

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２４
０

底
部
１
／３

（
８
．６
５
）

（
４
．８
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０２

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２４
１

底
部
１
／３

（
７
．１
０
）

（
４
．７
５
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０５

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２４
２

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．８
０
）

（
１５
．６
０
）

外
反
し
端
部
下
に
垂
下
、
上
に
突
帯

ヨ
コ
ナ
デ
、
沈
線
後
キ
ザ
ミ
・
円
形
浮
文
、
端
部
キ
ザ
ミ

Ｓ
Ｄ
０３

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２４
３

底
部
１
／４

（
８
．５
５
）

（
４
．４
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ
整
形
、
外
面
縦
方
向
の
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０３

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２４
４

裾
部
３
／４

１３
．９
０
 

（
１０
．６
０
）

外
反
し
端
部
上
方
に
つ
ま
み
上
げ
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
突
帯
１
条
、
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０３

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

２４
５
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― ―― ―５１

備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

磨
滅

口
縁
部
１
／４

（
２０
．０
０
）

（
１４
．０
０
）

長
胴
の
球
形
で
端
部
短
く
外
反
し
端
部
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
か
ら
内
面
板
ナ
デ
、
外
面
ハ
ケ
・
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０３

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２４
６

磨
滅

口
縁
部
３
／４

５
．４
５
 

２０
．５
０
 

１３
．１
５
 

平
底
か
ら
長
胴
に
内
湾
し
口
縁
部
短
く
外
反

外
面
ハ
ケ
、
全
体
に
ナ
デ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０３

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２４
７

小
片

（
５
．７
５
）

内
湾
す
る

２
本
１
対
の
沈
線
と
波
状
文
、
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０３

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２４
８

小
片

（
３
．２
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
列
点
文

Ｓ
Ｄ
０３

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２４
９

口
縁
部
１
／４

（
２
．２
０
）

（
２３
．６
０
）

外
反
す
る
、
端
部
内
外
に
肥
厚
、
２
個
１
対
円
孔

ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
３
条
突
帯
に
刻
み
目
、
外
面
浮
文

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２５
０

口
縁
部
１
／８

（
６
．８
０
）

（
１４
．５
０
）

外
反
し
内
面
に
細
い
２
条
突
帯
、
小
円
孔

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
突
帯
、
刻
み
目

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２５
１

小
片

（
２
．１
０
）

口
縁
端
部
で
丸
い
、
内
湾
す
る
か

３
条
凹
線
、
竹
管
文
付
円
形
浮
文
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２５
２

小
片

（
５
．０
５
）

外
反
す
る

３
条
突
帯
に
刻
み
目
、
間
に
２
個
１
対
小
円
孔

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２５
３

頸
部
１
／５

（
３
．６
０
）

外
反
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕
付
貼
付
突
帯

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２５
４

小
片

（
６
．７
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
直
線
文
と
波
状
文

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２５
５

口
縁
部
１
／１
６

（
５
．２
５
）

（
２０
．８
５
）

直
線
的
に
開
き
方
形
の
突
帯
か
ら
外
側
に
開
く

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

２５
６

底
部
完

６
．３
０
 

（
２
．５
０
）

上
げ
底

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
底
部

弥
生
土
器

２５
７

底
部
１
／２

（
４
．２
０
）

（
３
．０
０
）

ド
ー
ナ
ツ
状
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２５
８

底
部
完

４
．３
０
 

（
４
．６
５
）

小
さ
め
の
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
板
ナ
デ

Ｓ
Ｄ
０７

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２５
９

口
縁
部
１
／８

（
２
．３
０
）

（
２１
．３
０
）

外
反
し
端
部
上
下
に
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
端
面
に
刺
突
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
０

口
縁
部
１
／４

（
１
．５
５
）

（
２０
．２
０
）

外
反
し
垂
れ
て
端
部
肥
厚

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
端
面
貝
殻
施
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
１

口
縁
部
５
／６

（
８
．６
０
）

（
２９
．６
５
）

外
反
し
端
部
大
き
く
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕
付
突
帯
、
４
条
凹
線
浮
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
２

口
縁
部
１
／１
０

（
１
．５
５
）

（
１５
．８
５
）

端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
端
面
に
波
状
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
３

口
縁
部
１
／７

（
１
．８
５
）

（
１６
．４
５
）

外
傾
し
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
３
条
凹
線
に
４
本
の
棒
状
浮
文
付
加

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
４

小
片

（
２
．２
０
）

外
反
し
端
部
下
に
垂
下

ヨ
コ
ナ
デ
、
５
条
凹
線
に
刺
突
文
、
円
孔
あ
り

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
５

小
片

（
１０
．９
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
直
立
す
る
頸
部

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
波
状
文
・
円
形
浮
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
６

口
縁
部
１
／１
２

（
３
．３
０
）

（
３１
．５
０
）

外
傾
し
端
部
上
方
に
つ
ま
み
出
す

ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
７

口
縁
部
１
／１
２

（
２
．４
０
）

（
２３
．６
０
）

外
傾
し
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
円
形
浮
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
８

口
縁
部
１
／６

（
６
．３
５
）

（
２３
．４
０
）

外
傾
し
直
立
す
る
大
き
な
端
面
の
口
縁
部

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線
４
条

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２６
９

搬
入
品

口
縁
部
１
／８

（
２
．７
０
）

（
２０
．７
５
）

垂
下
す
る
端
部
は
外
反
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
突
帯
キ
ザ
ミ
、
端
面
に
刺
突
文
、
扇
形
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
０

口
縁
部
１
／６

（
２
．８
０
）

（
２１
．０
０
）

大
き
く
外
反
し
端
部
肥
厚
、
内
面
２
条
突
帯

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目
付
き
突
帯
、
貝
殻
状
刺
突
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
１

口
縁
部
１
／８

（
２
．４
５
）

（
１６
．９
０
）

外
反
し
端
部
内
外
に
肥
厚
、
内
面
に
突
帯

ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
の
突
帯
に
刻
み
目

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
２

頸
部
１
／５

（
６
．３
５
）

外
反
す
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
貼
付
突
帯
、
指
頭
圧
痕

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
３

小
片

（
３
．４
０
）

外
反
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
４
条
突
帯
の
上
に
棒
状
浮
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
４

小
片

（
５
．１
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
波
状
文
、
直
線
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
５

小
片

（
３
．８
０
）

内
傾
す
る

ナ
デ
、
凹
線
２
条
、
斜
格
子
文
、
下
に
円
形
浮
文
、
ハ
ケ
か

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
６

小
片

（
３
．７
０
）

内
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
後
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
刺
突
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
７

小
片

（
６
．５
０
）

内
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
後
ナ
デ
、
直
線
文
・
波
状
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
８

小
片

（
５
．８
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
整
形
後
ナ
デ
、
直
線
文
・
波
状
文
・
斜
格
子

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２７
９

搬
入
品

小
片

（
８
．６
０
）

内
湾
す
る

直
線
文
・
円
形
浮
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２８
０
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― ―― ―５２

備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

小
片

（
８
．７
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ
？
　
斜
格
子
文
・
直
線
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２８
１

口
縁
部
１
／８

（
６
．１
０
）

（
１３
．４
５
）

内
湾
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
突
帯
２
条

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
無
頸
壺

弥
生
土
器

２８
２

口
縁
部
１
／１
０

（
５
．９
５
）

（
１６
．８
０
）

内
湾
し
端
部
角
張
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
突
帯

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
無
頸
壺

弥
生
土
器

２８
３

口
縁
部
１
／８

（
３
．６
０
）

（
１６
．８
０
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
突
帯
２
条

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
無
頸
壺

弥
生
土
器

２８
４

口
縁
部
１
／１
０

（
５
．０
５
）

（
１５
．０
０
）

外
反
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
３
条
指
圧
痕
付
貼
付
突
帯

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２８
５

底
部
完

７
．６
５
 

（
１２
．６
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
・
ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２８
６

体
部
１
／４

（
９
．９
０
）

（
１５
．５
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
ミ
ガ
キ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

２８
７

口
縁
部
１
／６

（
５
．２
０
）

（
２９
．５
０
）

外
反
し
端
部
内
外
に
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕
付
貼
付
突
帯
、
円
形
浮
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２８
８

頸
部
１
／８

（
５
．２
０
）

（
１３
．６
０
）

僅
か
に
内
湾
す
る
体
部
、
短
く
外
傾
し
つ
ま
む

内
外
面
ハ
ケ
、
ナ
デ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２８
９

口
縁
部
１
／８

（
４
．１
０
）

（
１５
．９
０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
反
し
端
部
つ
ま
む

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
０

口
縁
部
１
／１
０

（
４
．１
０
）

（
１６
．７
５
）

直
立
ぎ
み
に
な
り
、
口
縁
部
短
く
外
傾

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
１

口
縁
部
１
／８

（
５
．４
０
）

（
１２
．２
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
反
し
端
部
肥
厚

ユ
ビ
成
形
か
ら
内
面
板
ナ
デ
、
外
面
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
２

小
片

（
４
．９
０
）

僅
か
に
内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
３

口
縁
部
１
／８

（
５
．７
０
）

（
１８
．７
５
）

内
湾
す
る
体
部
口
縁
部
短
く
外
反
し
端
部
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
４

小
片

（
１
．８
５
）

（
１９
．０
０
）

短
く
如
意
状
に
な
る
、
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
沈
線
１
条
、
端
部
刻
み
目

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
５

底
部
完

５
．６
０
 

（
５
．１
５
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
６

底
部
完
３
／４

（
５
．４
５
）

（
３
．７
０
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
７

底
部
完

５
．２
０
 

（
３
．３
０
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

２９
８

底
部
３
／８

（
６
．６
０
）

（
３
．２
０
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
・
ナ
デ
、
強
く
焼
け
る

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
底
部

弥
生
土
器

２９
９

底
部
１
／３

（
３
．９
５
）

（
６
．０
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３０
０

底
部
完

８
．２
０
 

（
７
．４
５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
外
面
ミ
ガ
キ
、
黒
斑

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３０
１

裾
部
１
／６

（
１８
．３
５
）

（
２
．０
５
）

外
反
し
端
部
角
張
り
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
脚
台

弥
生
土
器

３０
２

裾
部
１
／８

（
１４
．３
０
）

（
５
．４
０
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
脚
台

弥
生
土
器

３０
３

口
縁
部
１
／９

（
３
．６
０
）

（
２７
．２
０
）

内
湾
し
端
部
近
く
で
水
平
に
開
き
端
部
肥
厚

内
外
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線
後
刺
突
文
・
浮
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

３０
４

口
縁
部
１
／２

（
４
．５
０
）

（
２８
．０
０
）

内
湾
す
る
杯
部
か
ら
水
平
に
開
き
肥
厚

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
刺
突
文
・
４
個
１
対
円
形
浮
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

３０
５

口
縁
部
１
／１
０

（
３
．７
０
）

（
２１
．８
０
）

外
傾
し
方
形
の
突
帯
と
な
り
水
平
に
開
く

ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

３０
６

裾
部
１
／４

（
１０
．２
５
）

（
４
．９
５
）

外
反
し
端
部
肥
厚
す
る

内
面
ケ
ズ
リ
、
外
面
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

３０
７

裾
部
１
／８

（
１０
．０
０
）

（
２
．４
０
）

内
湾
し
端
部
大
き
く
内
外
に
肥
厚

内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
鋸
歯
文

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

３０
８

裾
部
１
／８

（
１５
．４
０
）

（
４
．７
５
）

外
に
開
き
端
部
上
に
延
び
る

ハ
ケ
整
形
か
ら
外
面
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

３０
９

裾
部
１
／１
０

（
１２
．８
５
）

（
４
．２
０
）

外
傾
し
端
部
内
外
に
肥
厚
す
る

内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
三
角
刺
突
文
、
絵
画
？

礫
層
上
　
落
ち
込
み

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

３１
０

小
片

（
５
．３
０
）

外
反
す
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
内
面
２
条
突
帯
キ
ザ
ミ

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３１
１

口
縁
部
１
／６

（
２
．４
０
）

（
１５
．８
０
）

外
傾
し
端
部
付
近
で
大
き
く
湾
曲

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３１
２

口
縁
部
１
／９

（
１
．８
０
）

（
２０
．１
０
）

外
反
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線
２
条

北
半
流
路

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３１
３

口
縁
部
１
／２

（
２
．８
０
）

（
１０
．４
０
）

大
き
く
外
反
し
端
部
丸
い

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
刺
突
文

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３１
４

口
縁
部
１
／６

（
５
．８
０
）

（
１１
．６
０
）

外
反
ぎ
み
に
開
き
内
側
に
大
き
く
つ
ま
む

ハ
ケ
、
ナ
デ

北
半
流
路

Ⅲ
鉢

弥
生
土
器

３１
５
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備
考

残
存

法
量
（
㎝
）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

頸
部
１
／４

（
６
．２
０
）

外
反
す
る

ナ
デ
、
矢
羽
根
状
文
様
、
３
条
突
帯
、
棒
状
浮
文

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３１
６

口
縁
部
３
／８

（
３
．３
０
）

（
１３
．１
５
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

北
半
流
路

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３１
７

口
縁
部
１
／６

（
２
．３
０
）

（
２２
．４
０
）

や
や
開
き
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ

北
半
流
路

Ⅲ
鉢

弥
生
土
器

３１
８

裾
部
１
／８

（
９
．２
０
）

（
２
．４
０
）

外
傾
し
端
部
上
に
肥
厚

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
三
角
刺
突
文
、
鋸
歯
文

北
半
流
路

Ⅲ
高
杯

弥
生
土
器

３１
９

底
部
完

（
７
．７
０
）

（
５
．４
０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

粗
い
ハ
ケ
、
ナ
デ

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３２
０

小
片

（
７
．０
０
）

内
傾
す
る

ナ
デ
、
２
条
突
帯
、
棒
状
浮
文
、
竹
管
文
、
波
状

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３２
１

小
片

（
６
．４
５
）

僅
か
に
内
湾
し
端
部
角
張
る

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
２
個
円
孔
、
外
面
タ
タ
キ

北
半
流
路

Ⅲ
鉢

弥
生
土
器

３２
２

小
片

（
５
．１
５
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
３
条
突
帯
に
キ
ザ
ミ

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３２
３

小
片

（
５
．４
０
）

外
反
す
る

ナ
デ
、
３
条
突
帯

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３２
４

体
部
１
／６

（
７
．９
５
）

内
湾
す
る
が
、
肩
が
張
る

ナ
デ
、
列
点
文
、
円
形
浮
文
、
波
状
文

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３２
５

小
片

（
３
．８
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
竹
管
文
、
波
状
文

北
半
流
路

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３２
６

小
片

（
１
．８
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
刺
突
文

北
半
流
路

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３２
７

小
片

（
３
．７
０
）

直
立
ぎ
み
で
端
部
角
張
り
ぎ
み

条
痕
文
、
刻
み
目
の
付
く
突
帯

面
精
査

Ⅱ
鉢

縄
文
土
器

３２
８

小
片

（
３
．１
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
刻
み
目
の
付
く
突
帯
２
条

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３２
９

小
片

（
６
．７
０
）

僅
か
に
内
湾
す
る

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
沈
線
５
条

Ｓ
Ｈ
０１
　
撹
乱

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

３３
０

小
片

（
６
．９
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
２
条
単
位
の
波
状
文
・
直
線
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３３
１

体
部
１
／１
５

（
１０
．３
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
７
条
沈
線

面
精
査

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

３３
２

小
片

（
７
．４
０
）

頸
部
か
ら
肩
部
は
外
反
し
内
湾
ぎ
み
に
な
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
３
条
沈
線

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３３
３

底
部
１
／２

１６
．５
０
 

（
１０
．３
０
）

平
底
か
ら
湾
曲
ぎ
み
に
外
傾

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
外
面
は
ハ
ケ
か
ら
ナ
デ

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３３
４

口
縁
部
１
／４

（
４
．９
０
）

（
１３
．２
０
）

外
反
し
端
部
大
き
く
湾
曲
し
丸
い
、
波
状
文

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
圧
痕
付
き
突
帯
、
浮
文

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３３
５

口
縁
部
１
／８

（
２
．９
０
）

（
１３
．８
０
）

内
傾
し
端
部
大
き
く
外
反

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３３
６

口
縁
部
１
／８

（
２
．４
０
）

（
１４
．０
０
）

外
反
し
端
部
垂
下
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
円
形
浮
文

面
精
査

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３３
７

小
片

（
２
．７
０
）

（
１４
．４
０
）

内
反
し
端
部
垂
下
し
尖
る
、
上
部
に
突
帯

ヨ
コ
ナ
デ
、
端
面
に
綾
杉
状
の
刻
み
目
、
突
帯
１
条

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３３
８

口
縁
部
１
／１
０

（
１
．９
０
）

（
１９
．３
０
）

水
平
に
開
き
上
下
に
肥
厚

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
３
条
凹
線
、
刺
突
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３３
９

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．９
０
）

（
１７
．４
０
）

外
反
し
端
部
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
キ
ザ
ミ
、
突
帯
、
凹
線
、
刺
突
文

側
溝

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
０

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．７
５
）

（
１５
．６
０
）

内
湾
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
円
形
浮
文

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
１

口
縁
部
１
／８

（
１
．８
５
）

（
１６
．８
５
）

外
反
し
端
部
大
き
く
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
３
条
凹
線

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
２

口
縁
部
１
／７

（
１
．３
５
）

（
１９
．８
０
）

外
反
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
凹
線
、
刺
突
文

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
３

口
縁
部
１
／１
６

（
２
．５
０
）

（
２７
．６
０
）

外
反
し
端
部
大
き
く
垂
下

ヨ
コ
ナ
デ
、
４
条
凹
線
、
刺
突
文

黒
褐
シ
ル
ト

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
４

口
縁
部
１
／８

（
２
．２
５
）

（
１９
．８
０
）

外
反
し
下
方
に
垂
下
し
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
突
帯
、
刺
突
文
、
円
形
浮
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
５

口
縁
部
１
／１
２

（
２
．６
０
）

（
２４
．０
０
）

端
面
内
湾

ヨ
コ
ナ
デ
、
５
条
凹
線
に
棒
状
浮
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
６

口
縁
部
１
／６

（
１
．７
０
）

（
２０
．７
０
）

外
反
し
端
部
肥
厚
、
穿
孔

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ
１
条
突
帯
に
刻
み
目
、
凹
線

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
７

小
片

（
１
．５
０
）

（
２１
．９
０
）

外
反
し
大
き
く
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３４
８

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．５
５
）

（
２１
．６
０
）

外
反
し
垂
下
す
る

ヨ
コ
ナ
デ

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３４
９

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．９
０
）

（
２９
．９
５
）

短
く
外
反
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
円
形
浮
文

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
０
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技
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遺
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地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／１
０

（
７
．８
０
）

（
１６
．７
０
）

外
反
し
端
部
上
に
つ
ま
み
あ
げ
る

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕
付
き
突
帯

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３５
１

口
縁
部
１
／１
２

（
４
．５
０
）

（
１４
．３
５
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

側
溝

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
２

小
片

（
２
．５
０
）

外
傾
し
端
部
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
突
帯
、
棒
状
浮
文

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
３

小
片

（
３
．３
５
）

外
反
し
端
部
肥
厚

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
凹
線

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
４

小
片

（
２
．５
０
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
立
ち
上
が
る

３
条
凹
線
、
刺
突
文
、
ヨ
コ
ナ
デ

黒
褐
シ
ル
ト

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
５

口
縁
部
１
／６

（
３
．６
０
）

（
７
．８
０
）

屈
曲
し
て
外
傾
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
２
条
凹
線

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
６

口
縁
部
１
／７

（
３
．５
５
）

（
８
．９
５
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
７

底
部
完

３
．２
５
 

（
２
．７
５
）

不
安
定
な
小
さ
な
平
底
か
ら
外
反
す
る

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
８

底
部
５
／８

（
４
．７
５
）

（
３
．３
０
）

平
底
か
ら
外
傾

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
工
具
痕

黒
褐
シ
ル
ト

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３５
９

底
部
１
／３

（
５
．９
０
）

（
４
．２
５
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る

ハ
ケ
、
ナ
デ

包
含
層

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３６
０

底
部
４
／５

６
．５
５
 

（
５
．７
５
）

突
出
平
底
か
ら
内
湾
す
る

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

黒
褐
シ
ル
ト

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３６
１

底
部
１
／３

（
８
．７
０
）

（
３
．３
０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
ナ
デ

Ｓ
Ｘ
０１
　
撹
乱

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

３６
２

底
部
１
／２

（
５
．７
０
）

（
４
．６
０
）

平
底
か
ら
外
反
す
る

ハ
ケ
整
形
、
外
面
ミ
ガ
キ

Ｓ
Ｘ
０１
　
撹
乱

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

３６
３

口
縁
部
１
／４

（
４
．５
０
）

（
１１
．６
０
）

外
傾
し
端
部
肥
厚
す
る

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
波
状
文
、
キ
ザ
ミ
、
２
条
突
帯

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３６
４

口
縁
部
１
／１
０

（
４
．５
０
）

（
１９
．８
５
）

内
湾
し
端
部
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３６
５

口
縁
部
１
／８

（
４
．９
０
）

（
１４
．７
０
）

僅
か
に
内
湾
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
突
帯
４
条

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３６
６

小
片

（
５
．２
０
）

内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
直
線
文
・
円
形
浮
文

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３６
７

小
片

（
６
．２
０
）

緩
や
か
に
開
く

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文
・
直
線
文
、
頸
部
突
帯

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３６
８

小
片

（
４
．７
５
）

外
反
す
る
、
細
い
浮
文

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
３
条
突
帯
、
棒
状
浮
文

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３６
９

小
片

（
９
．２
０
）

（
３４
．４
０
）

外
反
す
る
頸
部
か
ら
直
立
し
端
部
上
に
つ
ま
む

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕
付
き
突
帯
、
斜
格
子
文

包
含
層

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

３７
０

口
縁
部
１
／６

（
９
．０
０
）

（
１６
．５
０
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
大
き
く
湾
曲
し
角
張
る

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線

包
含
層

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

３７
１

小
片

（
５
．３
０
）

（
３８
．４
０
）

内
湾
し
端
部
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
１
条
突
帯

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３７
２

口
縁
部
１
／１
０

（
４
．２
０
）

（
２６
．４
０
）

内
傾
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
２
条
突
帯
、
刻
み
目

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３７
３

口
縁
部
１
／１
６

（
４
．５
０
）

（
２４
．０
０
）

内
傾
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
６
条
凹
線
、
波
状
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３７
４

口
縁
部
１
／１
６

（
２
．５
５
）

（
２３
．８
０
）

内
湾
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
刻
み
目

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３７
５

口
縁
部
１
／１
２

（
４
．８
０
）

（
１８
．２
５
）

内
湾
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
２
条
突
帯
、
刻
み
目

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３７
６

小
片

（
５
．５
０
）

外
反
す
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
頭
圧
痕
の
付
く
突
帯

黒
褐
シ
ル
ト

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３７
７

小
片

（
３
．９
０
）

外
反
す
る

ナ
デ
、
指
圧
痕
の
付
く
幅
の
広
い
突
帯

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３７
８

小
片

（
７
．６
０
）

内
湾

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
斜
格
子
・
直
線
文

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３７
９

小
片

（
４
．１
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
突
帯
？

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３８
０

小
片

（
６
．７
０
）

内
湾
す
る

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
線
、
波
状
文
、
直
線
文

側
溝

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３８
１

小
片

（
６
．１
０
）

僅
か
に
内
湾
す
る

ナ
デ
、
６
条
波
状
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３８
２

小
片

（
６
．９
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
３
条
単
位
の
波
状
文
・
直
線
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３８
３

小
片

（
３
．２
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
竹
管
文

面
精
査

Ⅱ
壺

弥
生
土
器

３８
４

小
片

（
４
．５
０
）

外
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
ナ
デ
、
波
状
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３８
５
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存
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量
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）

形
態
の
特
徴

技
法
　
他

遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

底
径

器
高

口
径

小
片

（
３
．４
０
）

外
傾

ナ
デ
、
波
状
文
、
直
線
文
、
円
形
浮
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３８
６

小
片

（
４
．３
０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
円
形
浮
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３８
７

小
片

（
５
．０
０
）

内
傾
す
る
体
部

ナ
デ
、
波
状
文
・
直
線
文

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３８
８

小
片

（
３
．３
０
）

外
反
す
る

ナ
デ

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３８
９

小
片

（
５
．１
０
）

内
傾
す
る

ナ
デ
、
突
帯
、
棒
状
浮
文
、
竹
管
文
、
波
状
文

礫
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３９
０

小
片

（
８
．６
０
）

外
傾
す
る

ハ
ケ
整
形
、
ナ
デ
、
波
状
文
、
直
線
文

包
含
層

Ⅲ
壺

弥
生
土
器

３９
１

小
片

（
５
．０
０
）

内
傾
す
る
体
部

ハ
ケ
整
形
、
波
状
文
・
直
線
文

面
精
査

Ⅰ
壺

弥
生
土
器

３９
２

つ
ま
み
完

（
２
．７
０
）

短
く
外
反
し
端
部
丸
い
、
体
部
開
く

ナ
デ

黒
褐
シ
ル
ト

Ⅲ
蓋

弥
生
土
器

３９
３

頸
部
１
／１
０

（
５
．９
０
）

（
３０
．０
０
）

直
線
的
体
部
に
短
く
外
反
す
る
口
縁
部

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３９
４

口
縁
部
１
／４

（
５
．９
０
）

（
２２
．６
０
）

内
湾
す
る
体
部
に
バ
チ
形
の
短
い
口
縁
部

ヨ
コ
ナ
デ

包
含
層

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３９
５

口
縁
部
１
／５

（
６
．７
０
）

（
２２
．４
０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
し
端
部
肥
厚

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

礫
層

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３９
６

口
縁
部
１
／８

（
６
．８
０
）

（
１４
．９
０
）

体
部
内
湾
し
口
縁
部
外
反
か
ら
直
立
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
刺
突
文

側
溝

Ⅲ
甕

弥
生
土
器

３９
７

口
縁
部
１
／４

（
３
．２
０
）

（
１８
．０
５
）
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市之郷遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）

㈱加速器分析研究所

１　測定対象試料

　市之郷遺跡は、兵庫県姫路市市之郷（北緯３４° ４９′ ３６″ 、東経１３４° ４２′ ２４″ ）に所在する。測定対象試料

は、土坑Ⅱ区ＳＫ０５埋土から出土した炭化米（１：ＩＡＡＡ－８３００２）、Ⅱ区ＳＫ０８埋土から出土した炭化米

（２：ＩＡＡＡ－８３００３）、合計２点である。

２　測定の意義

　遺構の時期を特定する。土坑からは時期の明らかな土器は出土しなかったが、周辺遺構では弥生時代

前期末の遺物が出土した。

３　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ Ａｌｋａｌｉ Ａｃｉｄ）により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで

希釈する。アルカリ処理では１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用いて数時間処理する。な

お、ＡＡＡ処理において、アルカリ濃度が１Ｎ未満の場合、表中にＡａＡと記載する。その後、超純

水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理した後、

超純水で中性になるまで希釈し、９０℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間加熱する。

（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ ２ ）を精製

する。

（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製す

る。

（６）グラファイトを内径１㎜のカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

４　測定方法

　測定機器は、３ＭＶタンデム加速器をベースとした １４ Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ ９ＳＤＨ－

２）を使用する。測定では、米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料

とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５　算出方法

（１）年代値の算出には、Ｌｉｂｂｙの半減期（５５６８年）を使用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ ａｎｄ Ｐｏｌａｓｈ １９７７）。

（２）１４ Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は、過去の大気中１４ Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され、

１９５０年を基準年（０ｙｒＢＰ）として遡る年代である。この値は、δ１３ Ｃによって補正された値である。

１４Ｃ年代と誤差は、１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また、１４ Ｃ年代の誤差（±１σ）

は、試料の１４ Ｃ年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

― ―５６
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（３）δ１３ Ｃは、試料炭素の１３ Ｃ濃度（１３ Ｃ／１２ Ｃ）を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位

体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あるいは加

速器を用いる。加速器により１３ Ｃ／１２ Ｃを測定した場合には表中に（ＡＭＳ）と注記する。

（４）ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ Ｍｏｄｅｒｎ Ｃａｒｂｏｎ）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４ Ｃ濃度の割合である。

（５）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４ Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の

１４Ｃ濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４ Ｃ年代に対応する較正

曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）で

表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない１４ Ｃ年代値である。な

お、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種

類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要が

ある。ここでは、暦年較正年代の計算に、ＩｎｔＣａｌ０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒ ｅｔ ａｌ ２００４）を用い、

ＯｘＣａｌｖ４．０較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ Ｒａｍｓｅｙ １９９５　 Ｂｒｏｎｋ Ｒａｍｓｅｙ ２００１　 Ｂｒｏｎｋ Ｒａｍｓｅｙ，

ｖａｎ ｄｅｒ Ｐｌｉｃｈｔ ａｎｄ Ｗｅｎｉｎｇｅｒ ２００１）を使用した。

６　測定結果

　１４ Ｃ年代は、Ⅱ区ＳＫ０５出土の炭化米が２３３０±３０ｙｒＢＰ、Ⅱ区ＳＫ０８出土の炭化米が２１７０±３０ｙｒＢＰであ

る。弥生時代前期から中期の年代となっている。炭素含有率は６０％以上であり、処理・測定上の問題は

認められない。

参考文献
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３７（２），４２５－４３０
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表３　試料一覧

δ１３ Ｃ補正あり
δ１３ Ｃ（‰）
（ＡＭＳ）

処理
方法

試料
形態採 取 場 所試料名測定番号 ｐＭＣ

（％）
Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ
（ｙｒＢＰ）

７４．８５±０．２８２，３３０±３０－２７．５８±０．４８ＡａＡ炭化米遺構：土坑（Ⅱ区ＳＫ０５）
層位：土坑埋土１ＩＡＡＡ－８３００２

７６．３１±０．２９２，１７０±３０－２４．０７±０．４０ＡａＡ炭化米遺構：土坑（Ⅱ区ＳＫ０８）
層位：土坑埋土２ＩＡＡＡ－８３００３

［＃２７９０］

２σ暦年代範囲１σ暦年代範囲暦年較正用
（ｙｒＢＰ）

δ１３ Ｃ補正なし
測定番号 ｐＭＣ

（％）
Ａｇｅ

（ｙｒＢＰ）

５０７ＢＣ－４３９ＢＣ（ ６．０％）
４２０ＢＣ－３５８ＢＣ（８６．９％）
２７８ＢＣ－２５８ＢＣ（ ２．５％）

４０６ＢＣ－３８３ＢＣ（６８．２％）２，３２７±３０７４．４５±０．２７２，３７０±３０ＩＡＡＡ－８３００２

３６３ＢＣ－１５７ＢＣ（９２．９％）
１３５ＢＣ－１１６ＢＣ（ ２．５％）

３５２ＢＣ－２９６ＢＣ（４１．０％）
２２８ＢＣ－２２１ＢＣ（ ３．９％）
２１１ＢＣ－１７６ＢＣ（２３．３％）

２，１７１±３０７６．４６±０．２８２，１６０±３０ＩＡＡＡ－８３００３

［参考値］

Title:08-本文P56-58_AMS測定 Page:2  Date: 2010/03/11 Thu 10:47:41



― ―

Ｂｒｏｎｋ Ｒａｍｓｅｙ Ｃ．２００１ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ｔｈｅ Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ ＯｘＣａｌ，Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ ４３（２Ａ），３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ Ｒａｍｓｅｙ Ｃ．，ｖａｎ ｄｅｒ Ｐｌｉｃｈｔ Ｊ．ａｎｄ Ｗｅｎｉｎｇｅｒ Ｂ．２００１‘Ｗｉｇｇｌｅ Ｍａｔｃｈｉｎｇ’ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ ｄａｔｅｓ，Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ ４３

（２Ａ），３８１－３８９

Ｒｅｉｍｅｒ，Ｐ．Ｊ．ｅｔ ａｌ．２００４ ＩｎｔＣａｌ０４ ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ ａｇｅ ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，０－２６ｃａｌ ｋｙｒ ＢＰ，Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ ４６，１０２９

－１０５８
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図１３　暦年較正年代グラフ
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Ⅵ　おわりに

　本報告の大日線に伴う発掘調査は平成１８年度の２００６年１２月から翌２月まで実施した。調査地点東側に

は市之郷廃寺が存在しており、周辺一帯が市之郷遺跡として理解されていた。市之郷廃寺の土壇が明治

３３年の地形図に残されている。塔心礎をはじめとする礎石も残っていたが、鉄道用地に編入される際に

塔心礎は北側薬師堂に移されたと伝えられ、現在も存在する。市之郷廃寺周辺を姫路市では仮称姫路駅

周辺遺跡第３地点として登録されている。遺跡の範囲がほとんど鉄道用地・関連施設となっており、大

規模な調査は最近まで行われていなかった。鉄道高架工事を主とする姫路駅周辺一帯の区画整理・再開

発が計画されることによって、市之郷遺跡の調査が行われるようになった。広範な鉄道ヤードが活用さ

れることになり、今後とも遺跡の調査が実施されるものと思われる。

　新幹線建設時は調査が行われなかったが、姫路駅を高架とし道路との立体交差事業に伴う発掘調査が

平成７・８年度に実施された。その結果、弥生時代前期から室町時代の長期にわたる複合遺跡であるこ

とが判明した。弥生時代前期末の遺跡は小規模で、中期後半に盛行する。後期から古墳時代前期には遺

跡の消長があり規模を縮小するが、古墳時代中期から勢いを増し、市之郷廃寺へと繋がるものと思われ

る。韓式土器の保有量・率も県下最大である。竪穴住居跡でのカマドの発生も確認される代表となる集

落である。

　兵庫県教育委員会では、その後大きな調査は行われなかったが、平成１８年度以降に継続して大規模調

査が行われることとなった。今回の大日線に伴う調査はその端緒であるが、その間には姫路市教育委員

会による調査が行われている。播但線高架後の区画整理事業によって複数の地点で発掘調査が実施され

ている。特に今回調査したⅠ区南東部の姫路市すこやかセンター・福祉センター建設に先立つ調査で市

之郷廃寺に関連する遺構遺物が検出されている。今回調査のⅡ・Ⅲ区西側の商業施設に伴う調査では遺

跡は確認されなかった。兵庫県教育委員会では１９年度から日出住宅・姫路警察署・ものづくり大学に伴

う調査が連続し、多くの成果を得ている。本報告以降連続して報告書も刊行が予定されている。調査面

積も広く、多くの遺構が検出されており、今後注目される。

　今回の調査は、再開された兵庫県教育委員会が担当する市之郷遺跡の最初の調査である。調査面積は

Ⅰ区１６０㎡、Ⅱ区１９０㎡、Ⅲ区２２０㎡と拡幅部分だけの小面積の調査であった。３地区合わせても６７０㎡と

広いとは言えない調査区である。その割には出土遺構・遺物も多く、遺跡の中心地であることが判断で

きた。

　Ⅰ区は市之郷廃寺塔心礎が置かれている薬師堂に隣接した調査区で、市之郷廃寺の西限が確認される

のではと期待したが、この時期の遺構は確認されなかった。検出した遺構は南半に集中している。竪穴

住居跡１棟、土坑１７基以上、溝２条と落ち込み・ピットを調査している。ＳＫ１７・１９は後世の遺構であ

り、ＳＫ１６とＳＸ０３が弥生前期の遺構である。それ以外は中期後半の遺構で集中して存在している。ＳＫ

１６は１．６５×１．３５ｍの不定形の土坑で多量の前期土器が出土している。甕１点以外すべて壺であることが

特徴である。深さは０．３ｍと深いわけではないが２２個体以上の多量の壺が入れられていた。大形の壺も

含まれる。施文は３条のものが多く、沈線は１条ずつ描いている。５条が最高で２組あるものは４条単

位である。沈線と比較すると、突帯の方が条数は多い。口縁内面に突帯で波状の文様を貼付しているも

のや、同じく内面に渦状の文様を施している壺もあり、装飾性に富んでいる。体部下半に突帯をＵ字状

― ―５９
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に貼り、波状文のように見せている例もある。ピットはある程度検出しているが掘立柱建物には復原で

きなかったが、存在の可能性はある。竪穴住居跡は隅円方形に近い円形住居で「１○土坑」を有してい

る。周壁溝があるが、０．１ｍと残存状態は悪い。径３．２ｍと通有より小形である。４本柱と思われ、出土

土器は装飾性が高く古相を示すものもあるが、甕からは中期後半が妥当かと思われる。他の土坑も大枠

は同じ時期である。Ⅰ区南半までが、市之郷遺跡の中心部分であろうかと思われ、Ⅱ・Ⅲ区とは微高地

が異なる可能性が高い。

　Ⅱ区は大日線西側に位置し、北側の調査区である。調査区内には多くの撹乱坑がみられ、調査区南側

では礫層が隆起しており、遺構は確認されなかった。土坑と溝・落ち込み・ピットを検出している。土

坑からは炭化米を持つ土坑やサヌカイトチップが多く出土している。性格が明らかな遺構はないが、遺

跡周辺部から余り隔たらない地区であろう。比較的多くの土器が出土している。ＳＸ０１は竪穴住居跡の

可能性を残す落ち込みである。Ⅰ区ＳＨ０１と同じ時期である。土坑も多くは中期後半であるが、ＳＫ０１と

ＳＫ０４だけが前期の土坑である。Ⅰ区土坑と比べて壺と甕が同量出土していることと、沈線が多条化し

ている点が異なっている。

　Ⅲ区はⅡ区南側の調査区で遺構の密度は薄くなる。調査区東側には北東から南西方向に流れる旧河道

を検出しており、遺構は認められない。検出した遺構は溝・土坑・ピットである。ＳＫ０１は弥生前期の

土坑で壺・甕が出土している。大形甕も出土しており、沈線は２条１対である。８条以上と多くなって

いる。溝・ピットも前期の土器も出土しているが、弥生中期と思われる。

　３地区の調査から、今回の調査地区では弥生時代前期から中期にかけての集落で、後期まで継続しな

いことが判明した。また、Ⅲ区で南北の旧河道を検出し、現在の大日線が流路の可能性が高く、東西調

査区は別の微高地であることが確認された。後代の遺構も古代・中世の土坑を僅かに２基検出しただけ

― ―６０

図１４　市之郷遺跡周辺空中写真
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で、水田として利用されていた可能性が高い。道路前の水田耕土の下層にも耕土が確認されている。南

側の市之郷遺跡では古墳時代から奈良時代にかけて盛行しているのとは大きく異なっている。弥生後期

自体は位置を変えて小規模となっていることから、弥生時代では大きな差はないが、古墳時代以降は条

件が違っているようである。市之郷廃寺の西限の推定もなされているが、全くそれを示唆するものは確

認されておらず、東側であるとする説が妥当である。

　Ⅲ区南西部分の姫路警察署に伴う調査やⅠ区南東部の兵庫県ものづくり大学に伴う調査で多くの成果

を挙げている。今回の調査は小面積であったにも限らず、弥生時代の市之郷遺跡の大きさを改めて認識

させる結果となった。ＪＲ高架部分から今回調査区まで広い面積であることが確認され、姫路平野の中

心集落であることが再認された。古代の遺構は市之郷廃寺を北限とするのではないかと思われる。中世

にかけて北側よりも南側の阿保遺跡の方に広がったようである。区画整理事業によっても複数地点が調

査が行われており、詳細な変化が理解されるものと期待される。

図１５　出土遺物
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遺構　図版１

調査区全体図
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平・断面図

図版２　Ⅰ区遺構
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Ⅰ区遺構　図版３
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土坑（２）

図版４　Ⅰ区遺構
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Ⅰ区遺構　図版５
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土坑（４）

図版６　Ⅰ区遺構
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Ⅱ区遺構　図版７

平・断面図
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土坑（１）

図版８　Ⅱ区遺構
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１０.
１１.
１２.
１３.
１４.
１５.
１６.
１７.
１８.
１９.
２０.
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１０YR４/１
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１０YR５/２
１０YR４/１
１０YR６/３
１０YR５/１
１０YR５/３
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１０YR４/１
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５YR４/１
２.５Y６/１
２.５Y５/２

灰褐　シルト質細砂　焼土ブロック混じる
灰　　シルト質細砂
褐灰　極細砂　土器片包含　炭粒混じる
褐灰　シルト質細砂　炭粒混じる
褐灰　シルト質細砂　炭粒多量に混じる
にぶい黄橙　シルト質極細砂をブロック状に含む
灰黄褐　シルト質細～極細砂　炭粒混じる
褐灰　シルト質細砂　炭粒混じる
にぶい黄橙　シルト質極細砂をブロック状に含む
褐灰　シルト～シルト質極細砂
にぶい黄橙　シルト質極細砂　炭化物混じる
灰褐　シルト～シルト質極細砂　焼土粒多量に混じる
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褐灰　シルト質極細砂　炭粒少量混じる
灰褐　シルト質極細砂　炭粒・灰混じる　土器片包含
褐灰　シルト質細～極細砂　炭粒混じる　土器片包含
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Ⅱ区遺構　図版９

土坑（２）
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平・断面図

図版１０　Ⅲ区遺構
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Ⅲ区遺構　図版１１

土坑・溝
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１. １０YR４/１ 褐灰　シルト質細～極細砂　マンガン沈着

１. １０YR５/１ 褐灰　シルト～シルト質極細砂
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流　　路

図版１２　Ⅲ区遺構
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褐灰　シルト質極細砂　旧耕土に伴う落ち込み
黄灰　シルト質極細砂　上面　鉄分・マンガン沈着
灰　　シルト質細～極細砂　ややグライ化
褐灰　シルト質極細砂　マンガン少量沈着
褐灰　シルト質極細砂　土器片包含
褐灰　シルト質極細砂　土壌化　マンガン沈着　土器片包含
灰褐　シルト質極細砂　土壌化　円礫少量含む　土器片包含
黄灰　シルト質極細砂　円礫少量含む　土器片包含
黒褐　シルト質極細砂　土壌化　円礫含む
黒褐　シルト質極細砂　土壌化
黒褐　シルト～シルト質極細砂　円礫少量含む
褐灰　シルト質細砂　φ５cm以下の円礫多く含む

１０YR４/３
１０YR５/１
７.５YR６/１
１０YR５/２
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Ⅰ区遺物　図版１３

出土土器（１）
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出土土器（２）

図版１４　Ⅰ区遺物
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Ⅰ区遺物　図版１５

出土土器（３）
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出土土器（４）

図版１６　Ⅰ区遺物
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Ⅰ区遺物　図版１７

出土土器（５）
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出土土器（６）

図版１８　Ⅰ区遺物
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Ⅰ区遺物　図版１９
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出土土器（８）

図版２０　Ⅰ区遺物
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Ⅱ区遺物　図版２１
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出土土器（１０）

図版２２　Ⅱ区遺物

２０cm０

SK０１

SK０４

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２

１４３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８

１４９

１５０

１５１

１５２ １５３

Title:12-図版21-39 Page:2  Date: 2010/03/11 Thu 10:53:33



Ⅱ区遺物　図版２３

出土土器（１１）
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出土土器（１２）

図版２４　Ⅱ区遺物
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Ⅲ区遺物　図版２５

出土土器（１３）
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出土土器（１４）

図版２６　Ⅲ区遺物
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Ⅲ区遺物　図版２７
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出土土器（１６）

図版２８　Ⅲ区遺物
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Ⅲ区遺物　図版２９

出土土器（１７）
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出土土器（１８）

図版３０　Ⅲ区遺物
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遺物　図版３１

出土土器（１９）
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出土土器（２０）

図版３２　遺物
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遺物　図版３３
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出土土器（２２）

図版３４　遺物
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遺物　図版３５

出土石器（１）
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出土石器（２）

図版３６　遺物
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遺物　図版３７
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出土石器（４）

図版３８　遺物
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遺物　図版３９
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写真図版２　Ⅰ区遺構

全景

（垂直写真）

左）全景　南から

右）全景　北から

南半部

南から
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Ⅰ区遺構　写真図版３
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ＳＨ０１断面

東から

ＳＫ０１

東から

Title:14-写真図版01-16 Page:3  Date: 2010/03/11 Thu 10:57:10



写真図版４　Ⅰ区遺構

ＳＫ０１断面

東から

ＳＫ０２断面

西から

ＳＫ０３断面

東から

ＳＫ０５

東から
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Ⅰ区遺構　写真図版５

ＳＫ０５

土器出土状況

南から

ＳＫ０７

西から

ＳＫ０７断面

西から
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写真図版６　Ⅰ区遺構

ＳＫ０６

東から

ＳＫ０６断面

東から

ＳＫ１０・ＳＤ０１

断面

東から
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Ⅰ区遺構　写真図版７

ＳＫ１６

西から

ＳＫ１６

土器出土状況

西から

ＳＫ１６

完掘

北から
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遺跡　写真図版１

遺跡の遠景　南から

遺跡の遠景　北から
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写真図版８　Ⅱ区遺構

全景

（垂直写真）

全景

北から

ＳＫ０１

東から
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Ⅱ区遺構　写真図版９

ＳＫ０１

土器出土状況

東から

ＳＫ０２

南から

ＳＫ０４

西から
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写真図版１０　Ⅱ区遺構

ＳＫ０５

東から

ＳＫ０５断面

東から

ＳＫ０５

土器出土状況

東から
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Ⅱ区遺構　写真図版１１

ＳＸ０１、ＳＫ０８・１３

南から

ＳＸ０１断面

（ａ－ａ’）

西から

ＳＫ０８断面

南から
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写真図版１２　Ⅲ区遺構

全景

（垂直写真）

全景

北から

南半部東壁

土層断面

西から
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Ⅲ区遺構　写真図版１３

全景

北から

調査区南端

東壁際土坑

西から

ＳＫ０１

東から
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写真図版１４　Ⅲ区遺構

ＳＫ０２断面

北から

ＳＫ０２

土器出土状況

西から

ＳＤ０３・０４・０５

西から
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